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　ひときわ大きく、大地が揺れた。

　打ちっぱなしの天井から細かな破片が降り注ぎ、落雷と紛まがうような轟ごう音おんののち、砂さ礫れきと粉ふん塵じんが雨のように窓を叩たたく。そう遠くない距離で、高層家屋の類たぐいが倒壊したのだろう。

「……大丈夫」

　いつ頭上のコンクリートが自身に襲い掛かるとも知れない恐怖の中、逆流する胃液を無む理り矢や理りに呑のみ込こみ、自らに言い聞かせるように少年は口にした。

「大丈夫。あなたは、必ず僕が助ける」

　とある市街地の一角。剥むき出だしのコンクリートが囲う八畳間ほどの空間。

『医者』と『患者』が、そこにいた。

「ウゥ、ゥ……」

　手術台と呼ぶにはあまりに質素な木机、そこに横たえられた患者の底知れない不安がそのまま漏れ出したかのような低い低い唸うなり声ごえ。医者の少年はその不安を鎮めるように、丈の余った白衣と同じ色をした患者の鱗を優しく撫なでる。

　すると患者は応えるように、弱々しくも翼を広げ、翼膜の先端で少年の頭を器用に撫で返す。震えが伝わったのだろうかと、少年は医者としての不ふ甲が斐いなさを恥じた。

　患者は、竜と呼ばれる生物である。

　三十年ほど前、ここ日本より遠く離れた無人島から海を渡り訪れた、爬は虫ちゆう類るいなどに似た未確認生物。その生態にはまだまだ未解明の部分が多いが、特に野生の個体は共通して人間の大人に強い警戒心を持つ性質がある。

　ゆえに、そんな竜を診察、治療する医師……『竜医』は、彼ら竜の警戒を受けない子供にしか務まらない。当然、ここで患者に相対する医師も、その例に漏れない。

　少年──雛ひな谷や若わか虎とらは、齢よわいわずか十二の竜医であった。

　世間的には小学生。竜医としては決して珍しくはない年齢だが、それでも小さな子供が竜の巨きよ躯くを触診し治療する様は、一般人からすれば異様な光景に映るだろう。

　しかし若虎はこれまで数々の竜たちの怪け我がや病気を治してきた凄すご腕うでの竜医。それも同世代に二つと並ぶ者無しとまで言われた神童。紛まぎれもない天才であった。

　この場に彼が呼び出され、白く美しい鱗うろこを持った竜の治療を任されたのは、ひとえに彼が天才だったからだ。他の竜医たちがこぞって頭を捻ひねっても病原さえ特定できなかった患者を、天才竜医・雛谷若虎なら治せると誰もが期待したから。

　だが、若虎は未いまだ白竜の苦痛の原因を特定できずにいた。

「……時間がない」

　誰にともなくそう呟つぶやいた瞬間、爆音と共に窓が割れ、熱風と黒煙が室内に吹き込んだ。

「っ、げほっ、げほっ！」

　喉が焦げるような痛みにむせ返りながら、若虎は白衣を脱いで患者の頭に被かぶせた。室内を満たした煙を逃がすため、割れた窓とは反対側の扉を半ば蹴破るように開け放つ。

　季節は夏。しかし肌を焼く熱気は、七月の日差しによるものではない。

　街が、燃えていた。

「もう、あんなに大きく……！」

　曇天に翻る巨影を見上げ、若虎は顔を曇らせた。

　燃え盛る息を吐き、翼は突風を巻き起こし、怪獣映画さながらの惨状を繰り広げるその真っ黒な影は、患者の白竜と同じ形をしていた。

　基本的に、竜は温厚で、聡そう明めいで、自ら破壊を振ふり撒まくような暴力性を持たない生物だ。では今まさに大地を灼やき崩さんとしている竜の形をした怪物は、竜でなくて何者か。

　これは竜の特筆すべき生態のもうひとつ、『竜影ガスト』と呼ばれる現も象の。

　竜が病気や怪我を負った際、強い苦痛が基となって実体化し、苦しみのままに暴れ破壊の限りを尽くす黒い影。度重なる地鳴りや爆風は、全てこの竜影ガストがもたらしたものだ。

　力の奔流に引き寄せられたか、あるいは災禍より逃れ損ねたか。灰色の空いまだ飛び交う竜たちが、一匹、また一匹と火風に打たれ灼しやく熱ねつの大地に墜おとされていく。

「早く、しないと……」

　患者の元へと踵きびすを返した若わか虎とらの胸で、ふいに携帯電話スマホが振動した。

　若虎の所属する病院からの電話だった。大方、避難指示を無視して単独で現場に残ったことに対する叱責だろう。今は患者を優先すべく、電源を切ろうとポケットから取り出したその時、再び爆音と共に地面が大きく揺れた。

『あ……っ、やっとつながった！　もしもし、トラくん!?』

　はずみで通話ボタンをタップしてしまったらしい。電話の向こうから聞こえてきた悲鳴にも似た少女の呼びかけに、若虎は小さく呻うめきつつも律義に応じた。

「もしもし、あか姉ねぇ」

　あだ名で呼び合う通話先の少女は、つい数時間前まで若虎と共に白竜の診察にあたっていたひとつ年上の竜医、鶴つる来ぎ緋あか音ね。若虎が最も信頼を置くパートナーだ。

「病院から掛けてきてるってことは、無事に避難できたみたいだね。良かった」

『良かった、じゃないよぉ！　トラくん、今どこにいるの!?』

「……患者の所だよ」

『うそ……ど、どうしてまだ避難してないの……！』

　答えるまでもなかった。若虎が、目の前で苦しむ患者を捨て置いて避難できるような竜医ではないことなど、相棒の緋音が一番よく知っている。

『雛ひな谷や医師……何な故ぜ、撤収指示に従わなかった』

　電話口の声が、言葉を失った緋音から大人の男性へと変わった。若虎の所属する竜医団の統率役だ。その声音は冷静なようでいて、どこか激情に震える響きを含んでいた。

「すみません。目の前の患者の命を優先しました」

『……キミはもっと賢明な医師だと思っていた。五分……いや十分待て。救助を回す』

「いえ、来ないでください。ヘリは撃墜されます。救急車も瓦が礫れきで進めません」

『だったら、這はってでも、離脱しろォッ！』

　それまで平静を装っていた統率役の声が怒号に変わる。

『そんな極限状況の現場で、キミ一人に何ができる！　大人しく諦めて、一刻も早く戻ってこい！　でなければ……！』

　でなければ。

　その先を口にするのが憚はばかられたのは、すぐ傍そばに緋音がいたからだろう。

　若虎の認識とも相違は無かった。このまま竜影ガストが肥大を続ければ、周辺一帯はひとたまりもない。ここを爆心地とした大破壊が発生し……生身の人間など、間違いなく死ぬ。

　打開策はただひとつ。

「大丈夫です。患者は僕が治します」

　白竜の治療を完遂することだ。

　竜影ガストが「病を患った竜の苦痛から生まれる」ということは、すなわち発生源となった竜の病気を治せば消失することを意味する。被害を広げながら今もなお肥大化を続ける漆黒の脅威は、若わか虎とらが白竜を治療さえすれば文字通り影のように消えてなくなる。

『……一体どうやってだ』

　ただし、それは治療法がわかっていればの話。

『患部は。病因は。掴つかめたのか。他の誰にもわからなかったからキミが現場に呼ばれた。そのキミには、患者の治療方法はわかったのか』

「……まだです。これから見つけます」

『数時間かけて見つからなかったものが、あと五分や十分で見つかるのか。見つかったとして、その治療をキミが一人でこなせるのか』

「それは見つけてから考えます。ただ、こなすしかありません」

　だってそうしなければ、目の前の患者は死んでしまう。竜影ガストの攻撃を受けて怪け我がをしたたくさんの竜たちと、そしてちっぽけな医師ひとりの命を巻き込んで。

『……悪いことは言わん。すぐに治療を打ち切って離脱しろ。今ならまだ……』

「患者を諦めるのは、僕にとって悪いことです。……すみません、診察に戻ります」

　何に対しての「すみません」だったのか、発言した若虎自身にももうわからなかった。室内の患者に向き直り、通話を切ろうと画面に指をかける。

『……いいから、逃げなさい』

　緋あか音ねとも、統率役とも異なる声。低く、重く、身体からだの奥底までずっしりと響くような、荘厳な響きを持った声が聞こえた。

『君は最高の医師なのだろう。その君に、病の原因がわからないのであれば、きっと誰にもわからない。だから誰も君を責めたりはしないし、できない』

「責めるとか、そういう問題じゃ……！」

　失敗を認めたくないから意固地になってここに残っているわけではない。非難されたくないから死力を尽くしているわけではない。

　ただ、若虎は竜医として患者を助けたいだけだ。

『君は若い。今ここで、ひとつの命のために全てを投げうつより、生き延びて、この先もっと沢山の命を救うべきだ。誰もがそれを望んでいる。拒んでいるのは、君一人だけだ』

「……イヤだッ！」

　若虎は吠ほえた。冷静で聡そう明めいな医師の顔はもはや無く、その叫びはまるで年相応の子供の我わが儘ままのようだった。

「他の誰かにとっては、諦めてきたたくさんの命のひとつかもしれない。けど、僕には、今！　目の前にいる患者の命なんだ！」

　ここで患者を救えなかったら、自分が今、何のために竜医としてここに立っているのかわからない。

『強情だな』

「何とでも！」

　煙の残る室内を手探りで進み、患者の頭に煙除よけに被かぶせてあった白衣を取り去る。

　その表情からは、すでにほとんど生気が失われていた。




『だが……時間が来てしまったようだ』




　冷たく告げられたタイムリミット。

　建物の天井越しでも、大気が急激に熱を帯びていくのがわかった。

　極限まで肥大化した竜影ガスト。

　その漆黒の身体からだにヒビが入り、裂け目から強い光が漏れる。

　まるで星の終しゆう焉えん。超新星爆発。

　止とめ処どを失なくしたエネルギーが、全てを焼き焦がす炎となって、




　──爆はぜる。




「……ご覧ください！　先程の爆発から既に三時間が経過しましたが、現場は今もなお炎に包まれています！　街はもはや、原形を留とどめておりません！」

　カメラを片手に瓦が礫れきの山を進む、命知らずのジャーナリスト。

　凄惨な現場を嘘うそ偽りなく映す瞳が、黒煙の中にひときわ輝く白い影を捉えた。

「あれは……何でしょう？　ちょっと行ってみます！」

　崩れそうな足場を乗り越えて近づく。影は大きな、大きな白い竜だった。

「……竜だ。白い竜……珍しいですね。ピクリとも動きませんが……」

　既に事切れているのか、とカメラを背けようとした時。

　微かすかで、弱々しい息遣いが、どこかから聞こえた。

「……？　い、今のは？」

　声を止め、耳を澄ます。音は白竜の身体の中……いや、その大きな翼で守るように覆い隠されている空間から聞こえてきていた。

　翼を押し広げ、中を確認する。

「……ぁ」

　そこにいたのは、震えながら白衣を抱きしめる少年だった。

「……!?　い、生きてます！　生存者です！　っじゃなくて、やばいっ、救急車……いや救急ヘリ……!?」

　生存者、という言葉に反応した少年が、震えながら白竜の翼に手を伸ばす。

　生命の温ぬくもりは、失われていた。
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　喉を灼やき、胸を裂くような、声にならない悲痛な叫び。




　一体の竜影ガストによって、都市ひとつが丸ごと壊滅し。凄惨な映像と少年の慟どう哭こくを通じて、全国民の記憶に強烈に刻み込まれたこの事件は、のちに。

　竜医・雛ひな谷や若わか虎とらによる史上最悪の医療ミス……『竜災ドラグハザード』と呼ばれる竜医界最大の汚点として、人と竜の歴史に、深く大きな傷跡を残すこととなった。
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「おーい、お寝坊さん。そろそろ起きて～。朝だよ～」

　朝の日差しよりも柔らかい声で、目を覚ます。

　ふわふわした髪が鼻先をくすぐるような至近距離。

　整った顔の女性が、にこやかに見下ろしていた。

「……おはよう、あか姉ねぇ」

「おはよう、トラくん」

　いつも通りの朝の挨拶をして、若虎は上体を起こした。




　あれから、七年が経たった夏。

　十九歳になった若虎は、かの凄惨な竜災ドラグハザードの跡地、「サイト０Ｄゼロデイー」と呼ばれているゴーストタウンの廃屋に一人で暮らしていた。

　毎夜のようにあの日の光景を夢に見ては、夢の中と同じ瓦が礫れきの街で朝を迎える。それを七年も繰り返してきたせいで、竜災ドラグハザードの日を一度も忘れることができていない。

　ただ、それでも押し潰されずに生きてこられたのは、何もない場所で目覚める朝の空虚と孤独を、温かい優しさで満たしてくれる幼おさな馴な染じみのおかげだった。

「もう、また布団もかけずに寝たでしょ～。夏だって言っても、身体からだ冷やしちゃうよ？」

「そうだね、風邪なんてひいたらあか姉ねぇに迷惑かけちゃうし」

「もう、何言ってるの。迷惑だなんて思わないよ～。風邪ひいちゃってもひかなくても、わたしは毎朝ここに来るよ。健やかなるときも病めるときも一緒だよ」

　彼女はにこにこと嬉うれしそうに言うが、別に二人は永遠の愛を誓い合った仲ではないし、夫婦どころか恋人同士ですらない。それなのに緋あか音ねは「わたしはトラくんのお姉ちゃんだから」という理由で毎日会いに来て、朝食を作り続けてくれている。七年間、ずっとだ。

「いつもありがとね、あか姉ぇ」

　そんな言葉だけでは伝えきれないくらい、若わか虎とらはずっと緋音に感謝していた。

「言いっこなしですよ～。さ、朝ごはんにしよ。顔洗ってきてね」

　ん、と返事してベッドから降り、壁に掛けてあった布製の小袋を手に取って部屋を出る。

　このサイト０Ｄゼロデイーには、およそインフラと呼べるものが通っていない。

　指先ひとつでお湯が沸き、掃除機は勝手に床を這はい回まわるこの文明社会の現代にあって、山奥でもなければ都心からそう離れてもいないのに、電気もガスも水もない。七年前で時が止まり、蝉せみの声すら絶えたゴーストタウンには、若虎以外誰も住んでいない。

　ではそんな文明と切り離された環境下で、どのように過ごしているかと言うと……。
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「おはよう」

　雨水を溜ためてある水槽に向かって若わか虎とらが声をかける。すると、反応するように何かがぱちゃりと水面から顔を出した。

「ぴゅいっ！」

　子犬ほどの小さな水色の竜だ。イルカによく似た高い鳴き声のあと、水槽の水を口に含み、若虎の顔めがけて発射した。

「ぷはっ。ナイスショット。ありがと」

「ぴゅーい！」

　かけてもらった水で顔を洗うと、若虎は小袋から緋あか音ねお手製のスコーンを取り出して竜に与えた。小さな口をあんぐり開けてかぶりつき、嬉うれしそうに前まえ鰭びれを水面でぱちゃぱちゃとバタつかせる。とてもかわいい。抱き上げて思いっきりなでなでしてあげたい。

「ぐぉうん」

　続いて、若虎の背後に現れた２メートルほどの赤い鱗うろこの竜が鳴く。振り向いた若虎の顔に向かってボハーッと熱い息。高熱の身体からだから吐いた息は、天然のドライヤーだ。

「ありがと、はいごはん」

「ぐるるん」

　布袋から取り出したスコーンに、赤竜はふるふると首を振った。

「あれ、もしかしてもうあか姉ねぇからもらった？　それじゃあ……」

　屋根の上を仰ぎ見る。ぬぼーっとした顔で佇たたずむ、黄緑色の竜が一匹。

「とりゃっ」

　若干怪しいコントロールでスコーンを放り投げると、長い舌をカメレオンのように伸ばして掴つかみ取とった。表情の変化はないが、しっぽが右に左にフリフリ。

「ナイスキャッチ」

　揺れるしっぽの先端には、風車のような複数枚の羽がくるくると回っていた。彼はその羽で風や太陽光を受けることで、体内で発電している。彼のおかげで、この廃屋でも電気を使うことができるのだ。

　水を噴射する水生竜に、熱い吐息の赤熱竜、電気を生み出す風翼竜。

　ここに集まった竜たちはみんな、竜災ドラグハザードの前からずっとここに住んでいる野生の竜だ。

　若虎はもう十九歳。竜たちにとってみれば、既に十分警戒の対象となる年齢である。

　しかし、彼かれ等らとは子供の頃から七年間ずっと一緒にいる。既に若虎や緋音に心を許しているから、近づいても逃げたり怯おびえたりしないどころか、おいしいおやつを見返りにそれぞれの力を貸してくれるのだ。

　竜災ドラグハザードを生き延びた竜たちもまた、緋音と同じように若虎の生活を、そして心を支えてくれていた。

「お待たせ、あか姉ねぇ。食べようか」

「はぁい。ちょうどよかった、パンも卵も焼き立てだよ～」

　エプロン姿の緋あか音ねの笑顔と、鼻をくすぐるトーストと目玉焼きとコーヒーの匂い。

「……？　どうしたの？」

「いや。……なんか、いいなって」

「え～？　ふふっ、何が～？」

　自分には不釣り合いに思えるくらいに、穏やかで幸せな生活だった。

　子供の頃からずっと大好きな竜たちに囲まれて、気立ての良い幼おさな馴な染じみも一緒に過ごしてくれて。こんな毎日も悪くはない。

「あっ、そろそろ今朝の占いの時間っ！」

　毎朝の日課を思い出した緋音が、そのためだけに部屋に置いているテレビの電源を入れる。ほどなくして画面に映ったのは、占いコーナーの直前のニュースだった。




『賢けん竜りゆう褒ほう章しよう受章の十歳竜医　当番組が独占インタビュー！』




「あ……っ」

　それまでにこやかだった緋音の顔が、さっと青ざめる。慌ててチャンネルを変えようとリモコンを向けた緋音の手に、若わか虎とらの手がそっと重ねられた。

「占い。見るんでしょ？」

「で、でもっ」

「……史上最年少受章なんだってね、彼女」

　緋音の表情が驚きの色に染まる。その理由を、若虎はなんとなく察していた。




　かつて天才と呼ばれた竜医、雛ひな谷や若虎は、『竜災ドラグハザード』の日を境に竜医の道を離れた。

　あの日、瓦が礫れきの中から見つかった少年が、悲劇の人として世間を賑にぎわせたのも束つかの間ま。『竜災ドラグハザード』の被害規模が明らかになるにつれ、彼の扱いは被害者から加害者へ……己の力を過信し、独断から医療過誤を起こして街ひとつ滅ぼした大罪人へと変わっていった。

　世間のバッシングは全て若虎一人に向かい、半ば追い出されるように竜医業界から離れた若虎は、そのまま二度と白衣を纏まとうことはなく現在の生活に至った。

　さらに、賢竜褒章は本来若虎も持っているはずのものだった。その年で最も優れた竜医に与えられる勲章で、七年前の『竜災ドラグハザード』の日は不幸にもその授章式の前日だった。当然その年の授章式は中止。代わりの受章者も選出されることはなかった。

　だから緋音は、竜医の話題も賢竜褒章の話題も、若虎にはタブーだと思っていた。

　今年の受章者が史上最年少だなんて、彼が口にするはずがないと思っていた。

「……平気なの？」

「もう七年も経たってるから」

「竜医のことが……嫌いになったわけじゃ、ないの？」

「嫌いになんてならないよ。竜たちを治してあげられるのは竜医だけだ。この受章者の女の子のことだって、あか姉ねぇのことだって尊敬してる。嫌いになんてなるわけない」

「……よかっ、た」

　竜医が原因で受けてきた非難や迫害の雨と、竜医が原因で強いられたような今の生活の中で、きっと若わか虎とらは竜医を恨んでいるのだと緋あか音ねは思っていた。

　でも、違った。若虎は今も変わらず、竜が大好きなトラくんのままだった。

「……えっ、あ、あか姉ぇ!?　泣いてるの!?」

「だ、だってぇ～……ひぐっ、ぐずっ」

　子供のように泣きじゃくる緋音の頭を、若虎がぽんぽんと撫なでる。彼女の様子を心配して窓から覗のぞきに来た竜たちにも、大丈夫だよと笑みを返した。

「もう。変な心配しなくても、僕はあか姉ぇのこと嫌いになったりしないよ」

　緋音は、竜医を経て現在は『竜りゆう看かん』……現役竜医のサポートをする看護師を務めていた。時には夜勤明けに訪ねてくるほど多忙な日々の中で、毎朝必ず自分との時間を作ってくれる緋音のことを、竜医に関わる仕事だからというだけで嫌いになるはずがない。

　けど、それはこうしてちゃんと口にしないと伝わらないことだったらしい。

「あ、ほら。占い始まるよ」

「……ね、トラくん。竜医のこと、嫌いじゃないなら……もし、わたしみたいに竜医と関わるお仕事がまたできるとしたら、もう一度やってみたいって思う？」

「……どうかな。その時になってみないとわからないよ」

　曖昧にはぐらかし、テレビへと視線を逸そらす。おうし座の若虎の運勢は８位。ラッキーアイテムは紅茶。そんな情報を眺めていると、緋音が意を決したように切り出した。

「あのね、トラくん。……トラくんに、会わせたい人がいるの」





　　　　◇






「どう思いますか、絃いとさん……」

「彼氏であろうな」

「やっぱり……？」

　その日の昼下がり。若虎は、かつての同僚にして友人の女性、倉くら畑はた絃の切り盛りする喫茶店『紅ぐ蓮れん亭』を訪ねていた。

　目的はもちろん、緋音の言葉の真意について相談するため。もうひとつは……、

「……だがな盟友よ。仮にも我の意見を聞こうと言うのなら、まずは『蒼炎の双眸サフアイア』ではなく我の瞳を見て語るべきだとは思わぬか？」

「あ、すみません」

　動揺した心を落ち着けるべく竜とのふれあいを求めてだ。たった今絃いとに指摘されるまで、若わか虎とらは彼女ではなくサファイアちゃん（淡たん緑りよく鱗りん／十二歳・メス）に向かって喋しやべっていた。

　ここ紅ぐ蓮れん亭は、いわゆるドラゴンカフェ……竜とのふれあいが楽しめる喫茶店。絃が竜医時代に仲良くなった数匹の竜を迎え入れて築いた夢のスポットだ。絃の愛情のおかげで店の竜たちは大人の客相手でも警戒せず、誰でも気軽に竜たちとふれあえる。

「きゅるるるっ」

　サファイアちゃんの鼻先をざりざりと撫なでてあげると、気持ち良さそうな返事。

「でもあか姉ねぇにそんな人がいたなんて全然知りませんでした……想像もできない……」

「気持ちはわかるが、落ち込み過ぎであるぞ盟友。ほら、これでも飲んで気分を落ち着けるがよい。『水底に揺蕩たゆたいし紅あかき薔ば薇ら』。我のお気に入りの一杯である」

「ありがとうございます、絃さん。普通のローズヒップティーいただきます」

　絃は十八歳だがいまだに中二病なので、竜の名前や店のメニューをやたらと尖とがった名称で呼びたがる。紅茶が好きなのも『紅』という字面がカッコいいからだそうだ。

「しかしな、盟友。竜医を嫌う気持ちはないと告げたら、すぐに切り出されたのだろう？　ではやはりそういうことではないか？　竜医関係の仕事に就いて、そろそろ自立してほしいと。それで自分は彼氏と過ごすからあとは一人で頑張ってねと」

「うう……聞けば聞くほどそんな気がしてきました……」

「きゅるるぅ。ぺろっ」

「うへっ、うへへへ。慰めてくれるのかい。ありがとうサファイアちゃん」

　でろりと表情を蕩とろけさせる若虎にドン引きしつつも、絃は結論を口にする。

「兎とも角かくも、緋あか音ね嬢が会わせたいと言っておるのだから、無下にするわけにもいくまい」

「そうですね。明日連れてくると言われたので……潔く……その時を……うう」

「がぁう～！」

　慰めるような声に顔を上げると、スターライトちゃん（漆しつ黒こく鱗りん／十歳・メス）の顔。

「フハハハ。我も余計な心配はしておらぬ。盟友ならばうまくやれるであろうよ」

「スターライトちゃん……ありがとう。僕、何があっても心を強く持つよ！」

「だから我を認識しろ我を。今のは我が言の葉ぞ」

　竜の後ろからひょこりと顔を出した絃は、どこか不満そうに唇を尖らせていた。





　　　　◇






　そして、迎えた翌朝。

　いつもの朝と違う、聞き慣れない足音。

　かちゃかちゃ。とんとん。……という、お皿や包丁の音も聞こえる。

　若わか虎とらを起こさないよう気を遣っているのか、囁ささやくようなひそひそ声も……。

　ひとつは緋あか音ねの足音だろう。時計など見なくてもわかる。毎朝緋音が訪れる時間だ。

　残りの足音は？　竜たちだろうか。いや、彼らは部屋の中までは滅めつ多たに入ってこない。

　まどろみながらも考える。昨日、緋音は何と言っていたか……。

『トラくんに会わせたい人がいるの』

　そこで一気に覚醒した若虎は、勢いよく跳ね起きる。

「うっひゃあ!?　び、びっくりしたー！」

　目に入ってきたのは、想像とは全く違った光景だった。

　ベッド脇で若虎の寝顔を覗のぞいていたふたつの小さな影。

　そして、キッチンに立つ緋音と、その傍らで朝食の準備を手伝うもうひとつの影。

　見知らぬ人、三人。

　けど……全員、緋音の彼氏ではないようだった。

　まず、小さい。

　というか全員女の子だ。

[image: ]

　一人はキラキラと目を輝かせ、一人は緊張した面持ちで、一人は怯おびえたような目で。

　全員一様に、若わか虎とらを見つめていた。

「おはよう、トラくん。今日は起こす前に起きたね？」

「お……おはよう、あか姉ねぇ。……じゃなくて、これは一体……？」

　寝起きで頭がぐるぐる回っている若虎に緋あか音ねはいつも通り優しく笑いかけ、告げた。

「まずは、一緒に朝ごはんにしよ？」




　緋音の「会わせたい人」。

　それは、三人の小さな女の子たちだったらしい。




「それじゃみんな、お手てを合わせて。いただきま～す」

「いただきまーす！」「い、いただきます……？」「ぃ……（声が小さくて聞き取れない）」

　とうとう何の説明もされないまま、五人揃そろって食卓を囲む形になってしまった。

「……うん。いただきます」

　ともあれ腹が減っては考え事もできない。用意してもらった朝食をいただくことにした。

　普段はトーストがメインの洋食モーニングだが、今日はご飯と味み噌そ汁しると焼き鮭、それからほうれん草のおひたしと、和風な朝ごはんだ。

「んー！　おいしいね！」

「…………（もぐもぐ）」

「あらあら、二人ともごはん粒つけちゃって～。もっとゆっくり食べていいんだよ」

「えへへ。だってあかねぇのごはん美お味いしいんだもーん！」

「わぁ、嬉うれしいっ。おかわりもあるからたくさん食べてね～。朝ごはんは一日の元気の源なんだから～」

「わーい！　ミナモトっ！　あっ、せんせー、おしょうゆ使いますかっ？」

「ああ、これはどうも。ありがとうございます」

　元気よく手渡された醤しよう油ゆを、焼き鮭とほうれん草のおひたしにかける。

「おいしい。和食もたまにはいいね、あか姉ぇ」

「ふふ、リクエストがあったら普段からもっと言っていいからね、トラくん～」

「……ちょっと！」

　これでもかとほんわかした雰囲気の中、ずっと黙っていた少女がついに声を上げた。

「どしたの、はーちゃん？　お腹なか痛い？」

「どしたのじゃなくって！　何で普通にごはん食べ始めちゃってるの!?　私たち、自分が何者なのかもまだ説明してないと思うんだけど！」

　そういえばそうだ。緋音のゆるゆるふわふわなオーラに呑のまれてすっかり忘れていた。

「えーっ、ごはんの後じゃダメ？」

「ダメっていうか……何でみんな平気なのよ？　モヤモヤしないの？」

「しないよ？」

「…………（ふるふる）」

「先生、あなたは!?」

「えっ。い、いや僕も、まずは朝ごはん食べてからでいいかと……」

「４対１だねっ！　大人しく一緒にごはん食べよ！　あっ、あかねぇ、おかわり！」

「はいは～い」

　朝飯前に苦虫を噛かみ潰つぶしてしまったようなげんなりした面持ちで、最年長と思おぼしき少女は「ホントにこの人で大丈夫なの……？」と小さく呟つぶやいていた。




「ごちそうさまでしたっ！」

「おそまつさまでした～」

　一番元気いっぱいにモリモリ食べる幼女の勢いにつられ、つい若わか虎とらもおかわりをしてしまった。心なしか、おかわりをお願いした時の緋あか音ねの顔はとても嬉うれしそうに見えた。

「さてと……」

　朝食を終えたところで、そろそろ聞かねばならない。

「ええと、それで。皆さんは一体、どちら様なのでしょう……？」

「結局聞くんじゃない……」

　最後には一緒になって朝ごはんを平らげていた少女が、溜ため息いき交じりにそうこぼした。

　緋音の顔色を窺うかがうも、ほんわかした笑顔を浮かべているばかりで、その真意は伝わってこない。あえて読み取るなら「仲良くなってほしいな～」といったところか。

　一番元気な子が、率先して自己紹介する。

「あたし、藤とう條じよう咲え茉まっていいます！　よろしくおねがいしますっ！」

　ぶぉんっと水飲み鳥のような豪快なストロークでお辞儀。

「どうもご丁寧に。雛ひな谷や若虎と申します、こちらこそよろしくお願いします」

　続いて、最年長と思しき中学生くらいの気の強そうな少女が前に出る。

「……白びやく檀だん明あ日す羽はです。どうも」

　肩肘を張るタイプなのか、声音にも佇たたずまいにも強い緊張が現れていた。

「あ、あまりジロジロ見ないでくれる!?　……ます？」

「っし、失礼しました」

　最後は、一番背の低い大人しい子だ。全員の視線が集中する。

「………………（ぎゅっ）」

　彼女は黙り込んだまま、食事中も肌身離さず抱えていたかたつむり（？）のぬいぐるみを抱きしめた。緊張しているというより、知らない相手と話すのが怖いのだろうか。

「霞かすみ。いいかしら？」

「…………（こくり）」

「この子は駒こま城き霞。ちょっと口数が少ないけど、悪い子じゃないから。優しくしてあげてくれるかしら。……ますか」

「…………（ぺこり）」

　霞と呼ばれた子が、小さくお辞儀をした。

　これで、全員の名前はわかった。しかし、肝心の目的が何もわからない。

　緋あか音ねがわざわざ会わせたいとまで言って連れて来たのだから、ただお友達になりに来たとかそういうわけではないことは若わか虎とらにもわかっている。

「それで、皆さんは僕にどういったご用でしょうか？」

　単刀直入に聞くと、咲え茉まが先制して元気よく、

「あのね、せんせー。せんせーに『先生』になってほしいんですっ！」

　と宣誓した。

「……？？？　ええと、それはつまり、どういう……？」

　疑問符を並べる若虎に、緋音が補足する。

「トラくん。この子たちね、みんな竜医志望なの。それぞれ事情があって、どこの病院や養成学校からも、指導を拒きよ否ひされちゃって……頼れるのが、トラくんだけなんだ」

　ゆっくりと言葉を選んで話す緋音の表情には、ほんの少しの不安が浮かんで見えた。

「だからせんせー。あたしたちに、竜医になるためのお勉強、教えてください。あたしたちの……『先生』になってくださいっ！」

「…………っ」

　六つの期待に満ちた眼まな差ざし。その輝きをあまりに遠いものに感じて、思わず息を呑のむ。

「……先生？」

　若虎の沈黙が単なる驚きによるものではないと、いち早く察した明あ日す羽はが心配そうに顔色を窺うかがう。残る二人も異変に気づき、徐々に表情を不安の色に染めていく。

　沈黙が長引くほど、彼女たちの不安は増すだけだ。そう感じた若虎は、ゆっくりと息をつき、咲茉の願い出への返答を告げようと口を開いた。

　しかし、相手が幼い少女であっても、傷つけない言葉を選ぶ余裕は、若虎にはなかった。

「……お断り、します」

　絞り出した声は、心の扉が閉じる音に似ていた。





　　　　◇






「失望したぞ、盟友」

　目の前にぬっと現れたエクリプスくん（琥こ珀はく鱗りん／十七歳・オス）の顔越しに、事の顛てん末まつを聞いた絃いとの簡潔にして痛烈な批判が突き刺さる。

「ぼふぅーっ……」

「うぐ。ほんのりコゲ臭い……」

　若わか虎とらのしでかしたことは、竜にまで呆あきれられるレベルの愚行だったようだ。

「己を信頼する幼おさな馴な染じみの期待を裏切り。幼気いたいけな少女たちを手て酷ひどく振った挙句。居いた堪たまれなくなって逃げてきた先が元同僚の女の店とは。盟友はとんだ女泣かせだな……」

「ぶぉはぁ～……」

　飼い主そっくりの挙動でエクリプスくんがまた溜ため息いきをつく。ナマあたたかい。

「それもただ断るだけでなく、一度は食卓を共に囲み、和やかな団だん欒らんを演じておいてだ。気を許したところで崖から突き落としたようなもの。およそ人の所業ではない」

「……っ、それは……」

　返す言葉もなかった。若虎が竜医を嫌いになっていないと知り、もしかしたらと希望を抱いた緋あか音ねが連れてきた、三人の竜医志望の少女たち。その希望を、若虎はたった一言で粉々に打ち砕いたのだ。

　若虎が頼みを断った後、四人は言葉少なに部屋を後にした。明あ日す羽はだけは納得がいかなかったのか食い下がって理由を聞いてきたが、答える前に緋音がそれを遮った。

　理由を答えさせれば、若虎の過去の傷を抉えぐることになるからと、止めてくれたのだろう。

「……盟友よ。教師の話、どうしても無理だというのか？」

　若虎の向かいに腰を下ろし、まっすぐに見つめながら絃は問う。

「はい。僕にはとても務まりません」

「何な故ぜそう思うのだ」

「理由……は、一つ二つでは利きませんが……」

『竜災ドラグハザード』を引き起こした最悪の竜医に、教師など務まるはずがないし、そもそもそんな資格はない。竜医としての雛ひな谷や若虎は、七年前に終わったのだ。あの日以来時間が止まったままの自分が、未来ある子供たちに教え説くべきことなどひとつもない。

　が、これらをそのまま曝さらけ出して答えるのは、緋音の気遣いに反する。

「一番は、七年というブランクの長さです」

　だから、過去と関係なく真っ当に聞こえる理由を答えることにした。

「医療技術というものは日々進歩しています。加えて竜医はその体系が確立されてから三十年程度と歴史が浅い。当然、新たに発見された病気やウイルス、それに対する治療法や新薬などが、この七年の間だけでも山ほど増えているのでしょう」

　竜医から離れて生きてきたことを強調するように、他ひ人と事ごとじみた言葉を並べる。

「しかし、僕の教えられる医療知識はせいぜい七年以上前のものです。現代の竜医に必要な知識を与えられるとは思えない。この時点で、僕は教官としては不適格なんですよ」

「否。違うな」

　順序立てた理論武装がバッサリと斬り捨てられる。

「な、何が違うんですか」

「一番の理由、という旨がだ。空白の七年などさしたる問題ではあるまい。そも、そのようにあれこれと理屈を並べ立てるなど盟友らしくもない。言い訳探しにすら聞こえる」

　左手を顔の前にかざし、右手を若わか虎とらの方へ突き出して、絃いとは高らかに言い放った。

「我の知る盟友──竜医・雛ひな谷や若虎は、理屈など並べる前に走り出し、ひたすらに前へ前へと進み続ける男であったはずだ！　緋あか音ね嬢も、そして我も、その姿にこそ憧れた！　そんな盟友だからこそ、迷える子らを教え導けると緋音嬢も思ったのではないのか？」

　熱のこもった言葉を受けてなお、若虎は冷めた息を吐いた。

「……その竜医は、七年前のあの日に死にました。考え無しに前へ前へと進み続け、結局患者を助けられずに全てを失って、自分には無理だったと知って、死んだんです」

　竜医・雛谷若虎はもういない。一番の理由は、言ってみればこちらだった。

　過去の亡霊が子供たちの未来を左右するなど、あってはならない。今を生きる竜医が、彼女たちを正しく導くべきだ。

「……そうか」

　若虎の絶望の深さを推し量ることしかできない絃は、それきり言葉を止めた。

「……ごちそうさまでした」

　店を出て行く、ひどく小さく見えたその背中に、絃はかすかな願いを呟つぶやいた。

「過去の我らではなく……今を生きる子らの声が、どうか彼を光の下へ導きますように」





　　　　◇






「あっ、せんせー！　おかえりなさい！」

「ぴゅいぴゅいーっ！」

　たっぷり一時間ほどの帰途を歩いて戻ってきた若虎を出迎えたのは、もはや家族と言ってもいい付き合いの竜たち……そして、何な故ぜか彼らと仲良く遊んでいた咲え茉まだった。

「な、何でいるんですか!?」

　今朝、緋音と一緒に車で帰ったはずだ。

「あのね、今朝この子たちとお友達になったの！」

「ぐぁうー。ぐぉっぐぉっ」

「また会いたかったから遊びに来ちゃった！」

「ぴゅい、ぴゅぴゅいっ！」

「あかねぇからもらったおやつ持ってきたから、みんなで一緒に食べてたんだよ！」

「……………………ぬーん」

　めちゃくちゃに懐かれている。普段は屋根の上で寝そべって滅めつ多たに降りてこない風翼竜まで一緒になってじゃれていた。

　野生の竜でも子供相手には警戒せず近づいたりするものだが、それにしたってこの距離の詰め方は尋常ではない。もしかして自分より仲良くなってないかそれはちょっとズルイぞ羨ましいぞ。あらぬ方向へずれゆく懸念を落ち着いて軌道修正。

「あの……藤とう條じようさん、でしたっけ」

　彼女の隣に屈かがみこみ、目線の高さを合わせて話しかける。

「咲え茉までいいよっ。せんせーもおやつ食べる？」

　差し出されたクッキーを、今朝の醤しよう油ゆのようにはすんなりと受け取れなかった。

　絃いとの言葉を借りれば、手て酷ひどく振ったはずの相手。嫌われていてもおかしくない。しかしこの純じゆん粋すい無む垢くな幼女は、日を浴びて咲く花のような朗らかさのままで接してくれていた。

「その、『せんせー』になるのは、お断りしたはずなのですが……」

「あ。ううん、ちがうよ。お医者さんはみんなせんせーだから、せんせーのせんせーはそのせんせー。でもせんせーにせんせーだけじゃなくて『先生』になってもらえたら、あたしもみんなもうれしかったんだけど……お断りされちゃったからなー」

　文字に起こしたらゲシュタルト崩壊しそうだったが、言わんとすることは理解できた。

　一度断られた相手にも気まずさなど微み塵じんもなく、「お友達」に会いにはるばるやってきた咲茉。若わか虎とら一人がどぎまぎしているのが馬鹿馬鹿しくなるような前向きさだった。

「だからね、どうしたらせんせーに『先生』になってもらえるか、この子たちと遊びながら一緒に考えようと思って来たんだっ！」

「……え？」

　そしてその前向きさ加減は、若虎の想像を遥はるかに超えていた。

「おやつ食べたら、きっとトーブンの力でいい考えも浮かぶはずだし！」

「い、いえ、そこではなくて。……一度断られたのに、諦めていないんですか？」

「なんで？　あきらめたら、それで終わっちゃうよ」

　雨の日に傘を持たずに出かけたら、濡ぬれる。そんな当たり前のことを口にするように、咲茉は笑顔を浮かべたままで言った。

「ホントは、あかねぇにはダメって言われちゃったんだけど。でもあたしは、竜医になるのあきらめないし。もっとお話ししたらお願い聞いてくれるかもって思って、気づいたら来ちゃってたっ。えへへ」

　諦めたくない、ではなく諦めない、と咲茉は言い切った。意識的に言葉にして自覚を強めるようなものではなく、本当に自然に口から出た、決意以前の事実として。

「あ、でもこの子たちと遊びたかったのも本当だよ！　どっちも大事！」

「それは……ありがとう、ございます。彼かれ等らも新しい友達ができて嬉うれしいと思います」

　楽しそうに鳴く三匹の竜たちを見て、素直な感謝を述べる。

　きっと咲え茉まの中には、外堀を埋めるだとかそういった概念は存在しないのだろう。打算も謀略もなく、ただ純粋に仲良くなった友達同士の姿しかそこにはなかった。

「ただし、それはそれ、これはこれ。先生になるのをお断りした事実は変わりません」

「はいっ。わかっております！　びしっ」

「……元気があって大変結構です。僕は上官ではないので敬礼はやめましょうね」

　どうにも調子が狂う。曇り顔で神妙にされるよりは空気が軽くていいのだが。

「だから、んーとね。事情の方が変わればいいなって思って。せんせーが先生できない事情、あたしたちがなにかお手伝いしたら変わるかもしれないし！　だからせんせーが先生できない理由を……あれ？　どうしてせんせーは先生できないんだったっけ？」

「まだ教えていませんよ。答える前に止められましたからね」

「あ、そうだった！」

　気がつけば、若わか虎とらの表情まで柔らかくなっていた。咲茉の笑顔には、どこか安心できる魅力がある。人も竜も、日向ひなたに寝転がるかのように心を許してしまう。

「えへへ……あたし、よくこんな風に早とちりしちゃうんだぁ。考えるより先にカラダが動いてて。前のセンセーにもそれで何度もしかられちゃった」

「前の、先生……」

　そういえば、と若虎は思い出す。彼女たちは、それぞれ事情があって病院や養成学校から指導を拒きよ否ひされたと緋あか音ねが言っていた。

「うん。あたしね、もともと竜医の学校に通ってたんだ。でも、そこのセンセーに、お前は竜医に向いてない、竜医にはなれないって言われちゃって……」

「……それは、どうしてですか？」

「元気過ぎるんだって」

「元気……過ぎる？」

「うん。考える前に行動しちゃうクセも、前のめりに突っ走っちゃうクセも、チームにいたらジャマなだけだって。ついていけない、みんなの迷惑だって何度もしかられて……それで、前のセンセーにも、もう来なくていいからねって言われちゃって」

　先程まで快晴だった咲茉の笑顔が、みるみる曇っていく。

「でもあたし、またおんなじ失敗しちゃった。ダメだなぁ。いつまで経たってもこんなだから、みんなもあたしのことイヤになっちゃったんだよね」

「そんなことありません」

　気づけば、口が動いていた。

「あなたの元気で前向きなところは、立派なあなたの魅力で、能力です。それに、物もの怖おじしない度胸も、迅速な行動力も、絶対に諦めない心の強さも、全て竜医に必要な資質です。あなたにとっても、チームにとっても、決して邪魔なことではありません」

　若わか虎とらはいつの間にか、咲え茉まと過去の自分を重ねていた。不屈の幼女と、最後まで諦めなかった竜医・雛ひな谷や若虎の姿を。だから、落ち込む彼女を放っておけなかった。

「……えへへ。ありがとう、せんせー。教えてくれて」

「お、教え……って、や、やめてください。僕はただ客観的な意見を述べただけで」

「でも今のせんせーカッコよかったよっ。ほんとの先生みたいだった！　ねーっ」

「ぴゅいーっ」

「ぐららぅ、らうがう！」

「みんなもそう思うって！　やっぱりあたし、せんせーに先生になってほしいなぁ」

　無邪気な太陽のような笑顔が、明るく温かく照らしてくる。

「ね、せんせー。あたしたちに手伝えることがあったら、何でも言ってね！　せんせーが先生になるのに悩んでることがあったら、あたしたちが一緒に解決しちゃうから！」

「……お気持ちは、とても嬉うれしいです。ありがとうございます」

　きっとそれも、本心から出た言葉なのだろう。自ら光を発する太陽に影が無いように、咲茉の言動には裏表が全く感じられなかった。

「せんせーのお困りごと解決して、先生にもなってもらえたら、一石二竜だよね！」

「竜に石を投げては駄目ですよ」

「えっ？　石って……そ、そんな意味の言葉だったの!?　ご、ごめん、そんなつもりじゃなかったのー！　お友達に石なんて投げないよー！」

「ぐぉぐぉ、ぐげー」

　大慌てで竜たちに弁解する咲茉を見て、若虎はなんだか可お笑かしくなってしまった。

「ふっ……あははっ。彼かれ等らもわかってますよ、あなたがそんなことする人じゃないのは」

　若虎も、この数分間咲茉と話しただけで、彼女の人となりは十分に知れた。

「……せんせー、笑うとかわいいね！　あかねぇの言ってたとおりっ！」

「ちょ……!?　あか姉ねぇそんなこと言ってたんですか!?」

「うんうんっ、笑おうせんせー！　笑うカドには竜来たる、だよっ」

「それは。魅力的……ですね」

「でしょ？　えへへっ。ほら、笑顔でいたら竜が……来たーっ！　えいっ！」

　べしゃっ。

　よく冷えた水浸しの鱗うろこが、若虎の顔面にダイブした。

「ぴゅいっ」

「うあ。冷たっ。気持ちいい……」

　思わず漏れた言葉に喜んだのか、小さな水竜はご機嫌になって。

「ぷぴゅーいっ！」

　いつもよりたくさんの水を、上空に向かって発射した。

「わぷっ!?　あはは、涼しーっ！」

　雨のように降り注いだ水をかぶり、子犬のように首をぷるぷる。

「ぐるるるぅ……けぷっ」

　冷たいのが苦手な赤熱竜が不機嫌そうに黒煙を吐いたのを見て、若わか虎とらはまた笑った。

「ね、笑うと楽しいでしょ？　もしもせんせーが落ち込んだり悩んだりしてうまく笑えないときは、あたしが元気を分けてあげるっ！　なんたって、配るほど余ってるもんね！」

「咲え茉ま、さん……」

「あ！　やっと名前呼んでくれたねっ」

　水みず飛沫しぶきを浴びてきらめく笑顔は、まるで虹が架かったようで。

　七年の間精彩を欠いた鈍にび色いろの日常に、七色の光が差し込んだようで。

　ただ心の底から、綺き麗れいだと思った。

「……ありがとうございます、咲茉さん」

　予感、いやもっと直感めいた確信があった。




　──この子は、藤とう條じよう咲茉はきっと、優れた竜医になる。




　逆境にも挫くじけず、決して諦めない心の強さ。

　仲間を引っ張っていけるパワフルな元気。

　若干前のめりの気があろうとも、現場では役立つ判断と行動の速さ。

　そして何より、出会ったばかりの竜とすぐに友達になれるくらいに、心の底から竜を大切に想おもう気持ち。

　竜医に必要な、そしてただ勉強しただけでは身につかないような多くの資質が、まるで竜医になるために授かった贈り物のように、彼女の小さな身体からだいっぱいに宿っていた。

「えへへ……へ、へ、へっぷちっ！」

　……その資質が花開くのは、もう少し先のことにも思えたが。





　　　　◇






「水が足りなくなったら、いったん窓から外に出してあげてくださいね」

「はーいっ！」

「ぴゅーいっ」

　ガラス戸越しに、咲え茉まと水竜の元気な返事。

　水竜の戯れでびしょ濡ぬれになってしまった咲茉を放っておくわけにもいかず、浴室を使ってもらうことにした。一緒に仲良く浴室に入っていった水竜の出す水は、暑い夏にはうってつけの天然冷水シャワー。さぞ気持ち良いことだろう。代わりたいくらいだ。

　扉を隔てた向こうのはしゃぎ声を聞きながら、若わか虎とらは緋あか音ねにメッセージを送った。

　咲茉がここへ来ていること、遅くなる前に迎えに来てあげてほしいということ。咲茉と交わした会話の内容には一切触れずに、連絡事項だけを至極事務的に伝えた。

　先程の言葉から察するに、咲茉は恐らく緋音には内緒で会いに来たのだろう。告げ口するようで少し気が引けたが、こんなゴーストタウンを咲茉一人で帰らせる方が心配だ。

「かといって僕が送るのもな……っ、は、……っくし！」

　くしゃみを一つしてようやく、自分も咲茉と同じくびしょ濡れだったことを思い出す。手早くバスタオルを取り出し、シャツを脱いで、髪と身体からだを拭いていく。




　こん、こん。

「すみません。白びやく檀だんです」




「……っ!?」

　またしても思わぬ客が訪れた。

　白檀……白檀明あ日す羽は。今朝訪ねてきた少女の一人だ。

「こ、こんにちは。少しお待ちください」

　慌てて乾いた衣服を探しながら、ひとまず不在でないことを伝える。

「あの……咲茉がここに来てないかしら。家に連絡したら、出かけたって聞いて」

「あ、えっとそのですね！」

　咲茉は明日羽たちにも黙って一人で来たらしい。心配になって探しに来たというわけだ。

　今朝の態度からも、年長の明日羽が年下の二人を可愛かわいがっていることはすぐにわかった。初対面の若虎から見ても仲の良い姉妹のように思えたし、そんな可愛い妹分が行き先も告げずにいなくなったとなれば、当然不安にもなるだろう。

　……さて、その可愛い咲茉が今朝会ったばかりの男の家でシャワーを借りているという事実を、心配性の少女はどう受け止めるだろうか。

「しかもこの格好……」

　ひとまず咲茉のことはおいておいて、明日羽と対面して事情を説明するためには服を着る必要がある。人間は服を着る生き物だからだ。

「先生……？　聞こえてます？」

「は、はい！　え、ええと、咲え茉まさん、は、ですね」

　迂う闊かつ。替えの服は今朝悶もん々もんとしながら一気に洗ったばかりで全部外だ。回収ルート上には明あ日す羽はのいる玄関。必要最低限の生活をしてきたことがこんな形で仇あだになるとは！

「……？　あの、入ってもいいかしら？」

「ちょぉっと待っててくださいねッ！」

　ドタバタと家探しする物音を不審に思ったのか、明日羽が玄関扉を開けようとするのを声量を上げて遮る。あの扉の鍵は七年前に壊れていたが、緋あか音ね以外の人など訪ねてこないし、盗とられるようなものもほぼないので、特に修理もしておらず、押せば普通に開く。

「……考えろ雛ひな谷や若わか虎とら」

　危急の現場だ、迅速に思考し行動せよ。一分一秒の判断の遅れが生死を分ける。現状を打破する最も適切かつ合理的な手段を模索せよ。

　簡単だ。今脱いだばかりの濡ぬれた服を着て玄関先へ出ればいい。ずぶ濡れの格好を見せて状況を手早く説明し、咲茉に風邪をひかないようシャワーを貸していることを正直に丁寧に説明すればいい。変に隠し立てする方がかえって不自然だ。

　そうと決まれば、と濡れたシャツを手に取った矢先。

「せんせー？　おっきな声がしたけど、どうかした？」

「ぴゅいっ」

　がちゃり、脱衣所の扉が開く。現れいずるは、子犬サイズの水竜で前を隠した咲茉。

「ちょっ、咲茉さ……！」

「あれ？　今の、咲茉の声？」

　さらにがちゃり。玄関の扉も開いた。

「なんだ、やっぱりいるんじゃ……な」

　入ってきたのは明日羽と、もうひとり……駒こま城き霞かすみ。

「…………あ」

　ぽかんとした声を漏らしたのは霞だった。今朝は一度も喋しやべっていなかったので、若虎は今初めて彼女の声を聞いた。たった一音でもわかるくらいに儚はかなく美しい声。水のように透き通り、夜のように静かで、身も心も委ねて眠ってみたくなるような甘く優しい声……。

　などという現実逃避を、もう一方の来訪者は許さない。

「な……な……な」

　顔を真っ赤にして、ぱくぱくと言葉にならない言葉を発する。

「あれ？　はーちゃん、みーちゃん！　二人とも来てたんだ！」

　のんきに笑ってひらひら手を振る少女は、竜のほかには一いつ糸し纏まとわず。

　そして隣に立つ男は、濡れた服を手に上半身裸で固まっている。

　この状況は、ちょっと無理かもしれない。誤解するなという方が。

「こ、の……ケダモノぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉおおおおおおおおおおおっっ！！！！」

　そう、明あ日す羽はの言う通り、そこにいたのはケダモノであった。

　人間は、服を着る生き物なのだから……。





　　　　◇






「変態。変態。変態。変態。変態。変態。変態。変態……」

　咲え茉まが着替え終わって事情を説明してからも、若わか虎とらは部屋の隅で正座しながら、反対側の隅からぶつぶつと聞こえてくる呪じゆ詛そと汚物を見るような冷たい視線を受け続けていた。

「あの、……白びやく檀だんさん」

「変態。変態。……なに変態。ロリコン。社会の敵」

「誤解です……その、咲茉さんにご用があったのでは」

「ええあったわよ。そこのロリコン野郎に一人で近づかないように伝えるご用がね」

　取りつく島もなかった。思春期の少女にしてみれば当然の反応かもしれないが、この調子では誤解を解くこともままならない。通報されなかっただけマシだったが。

「ダメだよはーちゃん、そんなコワイ顔しちゃ。せんせーもみーちゃんもおびえてるよ」

　当事者の咲茉は相変わらずのほほんとした様子で明日羽の方を咎とがめていた。独特な呼び名だが、明日羽だからはーちゃん、霞かすみだからみーちゃんなのだろう。

「うっ……ご、ごめんなさい霞」

「ぴゅー。ぴゅいぴゅい」

　そしてもうひとりの当事者である水竜は、何な故ぜか霞の頭にちょこんと乗っかっていた。

「ダメダメ、ほら笑って！　うにーっ」

「ひょっと、へま、ふにーっ……」

「…………（にこっ）」

　大変にぎやかで微笑ほほえましい光景。思わず置かれている状況を忘れそうになる。

「な、何見てんのよ。変態」

「すみません」

「はーちゃんっ、ヘンタイ禁止！　せんせーはあたしのためにお風呂を貸してくれたんだから、何も悪いことしてないよっ」

「だとしても、悪いこと考えてたかもしれないじゃない」

「えー？　あはは、せんせーに限ってそんなことないよ」

「どうして言い切れるのよ。今朝初めて会ったような人でしょ」

　若虎にも、咲茉がいくら人懐っこいとはいえここまで肩を持ってくれる理由が思い当たらない。咲茉はその質問を待っていたとばかりに、むふーっとドヤ顔を決めた。

「だって、竜好きに悪い人はいないから！」

「……っ。はぁ。わかったわよ。咲え茉まには敵かなわないわね……」

　観念したように溜ため息いきをつく明あ日す羽はの表情は、困った風でも呆あきれた風でもなく……どこか哀かなしそうな顔に見えたのは、若わか虎とらの気のせいだったのだろうか。

「変た……先生。咲茉に免じて、さっきのことは水に流してあげる」

「ありがとうございます」

「ただ、今度また咲茉におかしなことしたら、その時は確信犯と判断して警察のお世話になってもらうから。いいわね？」

「肝に銘じます。……今度？」

「今度よ。また来るから。あなたに先生になってほしいってお願いしに、何度でも」

　瞳に浮かぶ、固い決意。この子も、咲茉と同じだ。竜医になることを絶対に諦めない。

「私たちは、絶対に三人で竜医になるの。今までずっと諦めずに来たんだから、今さら先生候補がロリコンだったくらいで立ち止まるわけにはいかないのよ」

「誤解です。ロ……そういうのではないです僕は」

「だったら尚なお更さら問題ないじゃない」

「あれ……そうでしょうか……いや、そんなことないですよ！　問題あります！」

「何よ。あれだけハッキリ断ったからには、私たちを納得させるだけの理由なんでしょうね？　話してみなさいよ。今朝は緋あか音ねさんが止めに入ったけど、今なら話せるでしょ」

「あたしも聞きたいな。みんなでせんせーの困りごと、解決しちゃおう！」

「…………（じっ）」

　六つの瞳が若虎をまっすぐに見つめる。

　緋音の気遣いを思えば、答えたくはなかったが。黙秘を続けても状況は動かない。

「……わかりました、話しますよ」

　竜医としては七年のブランクがあること。最新の医療知識に精通していないこと。七年前に止まったままの過去の人間に、教師など務まらないこと。洗いざらいぶちまけた。

　話を終えると、明日羽は大きな溜め息をついた。

「そう……まさか、そんなものが理由とはね」

「……え？」

　これで納得してくれただろうかと顔色を窺うかがっていた若虎は、その一言に虚を衝つかれた。

「咲茉、霞かすみ！」

　ぺすゅっ、と指の擦こすれる音。たぶん指をパチンと鳴らしたかったのだろう。見事に失敗したのに堂々たる佇たたずまいの明日羽に、咲茉が敬礼のポーズで応じた。

「りょーかいっ！」

　そして霞と二人、室内に散開し……全力のガサ入れを開始した。

「ちょ……えぇ!?　な、何してるんですか！」

　突然の展開に驚きよう愕がくする若わか虎とらの叫びも無視し、タンスに食器棚に押し入れに、あらゆる収納スペースをひたすらまさぐる。状況が理解できず困惑していると、ベッドの下を覗のぞき込こんだ霞かすみから声が上がった。

「…………あ。あっ、た」

「ナイス、みーちゃん！」

「ま、待ってください！　それは！」

　律義に正座したまま制止するも当然通らず、集まった三人によってベッドの下の秘密はいとも容易たやすく暴かれてしまった。引きずり出されたダンボールの中身は、十冊や二十冊では利かない量のノート。明あ日す羽はが躊ちゆう躇ちよなく手に取り、パラパラとめくる。

「……医療記録の書き取りね。日付は……三年前」

「こっちはおととしの新聞だ。奥の方のダンボールは、もっと前のやつかな？」

「この論文の著者、今年の賢けん竜りゆう褒ほう章しようの受章者よね。つい去年書かれたものじゃない」

「病気のことだけじゃなくてケガのことなんかもわかりやすくまとめてある！」

　次々に暴露されていく、ノートの中身。

「どうしてあなたたちが知っているんですか……」

「緋あか音ねさんからは『本人は隠してるつもりみたいだから知らないふりしてあげてね』って言われてたけど。今時ベッドの下に物隠すなんて中学生でもしないわよ。……あ、七年前で止まってるんだったっけ？　じゃあ小学生よね」

　歯を見せて、悪戯いたずらっぽく笑う明日羽。

　隠せていたつもりだったが、どうやら緋音にはとっくにバレていたらしい。

　七年間。全国各地で公開された治療記録、新たな症例、それらに伴って発展してきた医療技術や新薬開発……手が届く情報を片っ端から集め、学び、調べ続けてきたことは。

「ねえ先生。これって全部、七年前に治せなかった竜の治療法を探すためなんでしょう？　竜災ドラグハザードの引き金になったっていう、白い竜の」

「……だとしたら、何だと言うのですか」

「止まってなんかないじゃない。七年前からずっと、立ち止まらずに戦い続けてる」

　手に取ったノートを宝物のように優しく胸に抱いて、明日羽は微笑ほほえんだ。

「はい、七年のブランク問題、これで解決ね。これでもまだ先生になってくれない理由があるって言うんだったら、それも教えなさい」

　またすぐ解決してみせるから、と強気に笑う明日羽に、若虎はまだ笑顔を返せなかった。

「……竜災ドラグハザードのことをご存ぞん知じなら、僕が世間で何と言われているかもご存知でしょう」

　最悪の竜医。医療ミスで史上最大の被害を出したとして、竜医業界から非難の嵐を浴び、事実上追放された人間。そんな人物が、新たな竜医を育てるなど許されるはずもない。

「最悪の竜医、って？　そんなの、たった一度失敗しただけでしょ！　一度の失敗で全てを諦めるって言うの？　諦めなかったから、このノートの山があるんじゃないの!?」

　強い語気は、自分たちの矜きよう持じを守るために必死なようにも聞こえた。たった一度道を断たれたくらいで諦めたりはしないという、自分たちの生き方を、否定させないために。

「たった一度でも、失敗は失敗です」

「……っ！」

「いいですか、白びやく檀だん明あ日す羽はさん。あなたも竜医を目指すならこれだけは肝に銘じておいてください。医者にはたった一度の失敗も許されない。命はひとつだから。一度の失敗で、たったひとつの、時にはもっと多くの命が失われる。……だから、たった一度失敗しただけ、だなんて軽々しく口にしてはいけません」

　それは、竜災ドラグハザードが巻き起こるその時まで貫き続けた、竜医・雛ひな谷や若わか虎とらの矜持であった。

「……ご教示、ありがとうございます。先生」

「っ……すみません。偉そうな口をききました。僕から言えたことではありませんね」

「いいえ。今の、すごく先生っぽかったわよ」

　その言葉で、隣の咲え茉まがにぱっと嬉うれしそうに笑う。今のやり取りでますます「せんせーに先生になってほしい」との気持ちを強めたようだった。

「ね、つまりせんせーが言いたいのって、最後の最後まであきらめるなってことだよね」

「ま、まあ。意識の持ちようの話なので、そのように取ってもらっても構いませんけど」

「だったらまっかせて！　あたしたちみーんな、あきらめないことには自信あるから！」

「…………（こくこく）」

「……はは。そのようですね……」

　彼女たちの諦めの悪さは、とっくに身をもって体験済みだ。

　さてどうしたものか。咲茉たちが本当にいくら断っても諦めないのなら、幼女がお婆ばあちゃんになるまでお願いされ続けることになる。ちょっとお互い、遠慮したいところだ。

　……そうなると、選べる手段は限られてきてしまう。困ったことに。

　そんな若虎の心情に助け舟を出すかのようなタイミングで、スマホの通知音がした。

「……あか姉ねぇからです。迎えに来てくれるそうなので、今日のところはひとまずそこでお引き取りください。……ノートも返してくださいね？」

　三人とも来てるよ、と返信しつつ、若虎は自分でも驚くくらい自然にふっと笑った。

　ベッドの秘密を暴かれて、過去の過ちとも向き合わされて、三人の女の子に付つき纏まとわれたり詰め寄られたり問い詰められたり。息の詰まるような出来事の連続なのに、彼女たちといると不思議と居心地の悪さは感じなかった。

「わかったわ、『今日のところは』、『ひとまず』ね」

　悪戯いたずらな笑みを浮かべる明日羽の手から、ノートを取り返そうと手を伸ばす。

「ダーメ。緋あか音ねさんが来るまでの間だけでも読ませてもらうから」

「あっ、あたしも！　これすっごい勉強になる気がするんだ！」

「…………（じっ）」

「……どうぞ、好きにしてください」

　宝物のようにぎゅっと握り締められて。

　このノートたちも、少しは浮かばれるのだろうか。

　これまで書き溜ため続けてきた、孤独な時間も、あるいは。





　　　　◇






「……おはよう、トラくん」

　翌朝、いつものように若わか虎とらを起こしてくれた緋音の顔は、いつもと違っていた。

「おはようあか姉ねぇ。どしたの、元気ない」

「そんなことないよ」

「嘘うそ。明らかに落ち込んでる」

　昨日の夕方、大慌てで咲え茉またちを迎えに来た時からずっと、緋音の表情は曇り続きだった。自分のせいで、若虎にも子供たちにも迷惑をかけた……なんて思っているのだろう。

「ごめんね、あか姉ぇ。ほんのちょっとだけ、今日は来ないかもって思った」

「……言ったでしょ、毎朝来るよ。健やかなるときも、病めるときも」

「うん、だから疑ってごめん。……じゃないね、ありがとう」

　いつもよりぎこちないやり取りをしてから、朝の日課を済ませる。竜たちも、緋音がいつもより元気がないことを察してか心配そうにしていた。

　食卓について、「いつも通り」の二人きりの朝食。

「アレ、あか姉ぇは気づいてたんだね」

「……？　何が？」

「ベッドの下のアレのこと」

「あ……う、うん。だってトラくん、毎朝お寝坊さんだから。ベッドの下の教材で毎晩遅くまでお勉強してたことくらい、わたしにもわかるよ……」

「それでかぁ。いざバレちゃうと、なんか恥ずかしいな……」

　傍はたから聞くといかがわしい会話をしているようだったが、当人同士はお互い何の話か理解しているし通じ合っているので何の問題もなかった。

「それを知ってたから、僕にあの子たちの先生になってもらおうと思ったの？」

「……それも、あるよ。あるけど、それだけじゃないの」

　数秒、呼吸をおいて。覚悟を決めたように口を開く。

「あの子たちは、トラくんと同じなんだ」

　思い出される、咲え茉まの発言。養成学校で落ちこぼれ扱いされ、挙げ句居場所を失った。

　竜医業界全体からバッシングを受け、半ば追放された若わか虎とらと、似た境遇だった。

「周りのみんなから無理だって言われて、のけ者にされて。それでもずっと……絶対に諦めないところが、同じなの」

　続いた緋あか音ねの言葉は、若虎の想像とは少し主旨が異なるものだった。

「わたしよりトラくんの方が竜医としてずっと優秀なのも、理由のひとつだけど……一番の理由は、トラくんが一番あの子たちの気持ちに寄り添ってあげられるからだよ」

「そんなこと。あか姉ねぇだって、親身で、信頼されてて」

「わたしはあの日、諦めたから！」

　若虎のフォローを塗り潰すように、緋音は叫んだ。

「わたしも、絃いとちゃんも、チームのみんなも！　きっと世界中の竜医が、あの白い竜の治療を諦めた！　トラくんだけが、最後までずっと諦めなかった……ううん、違う。今もまだ諦めてない！　もう全部投げ出しちゃったって、誰も怒らないのに！」

　七年分、積み重なったノートの山。患者を救えず、白衣を脱ぎ捨てたとしても、あの白竜の治療法を見つけ出すためだけに、ずっと戦い続けてきた証あかし。

「あの子たちのことだってそうだよ。他のどんな竜医や教師が諦めたって、無理だって切り捨てたって。トラくんだけは絶対に諦めないはず。だから、他の誰でもないトラくんに……雛ひな谷や若虎先生に、彼女たちの『先生』になってほしかったの……」

　緋音にとっては、七年前、若虎を残して避難したことが一番大きな傷跡だった。最後の最後まで若虎の力になってあげられなかったことが、一緒に罪をかぶってやれなかったことが、ずっと棘とげのように心に残り続けていた。

　きっと咲茉たちの教師に若虎を推したのは、雛谷若虎の竜医としての矜きよう持じを、尊厳を、肯定するためでもあったのだろう。

　諦めないことが、いつか実を結び、誰かを救うことになると伝えるために。

「……ありがとう。あか姉ぇの気持ちは、よくわかったよ」

　席を立ち、今にも泣き出しそうな緋音の頭をそっと撫なでる。

「まだ……終わってない、か」

　咲茉も言っていた。

　諦めたら、それで終わる。

　諦めない限りは、終わりじゃない。

　あの日、若虎が治せなかった白竜の病。ずっと諦めなかった七年分の想おもいを、知識を。次の世代を担う「最高の竜医」に託すことができるまでは、終わりじゃない。

　そして、託す手段があるとしたら、それは──。




「ぴゅぎいいいい─────っ！」




　突如、玄関の方から聞こえた甲高い泣き声。

「……今のは」

　小さな水竜の、ただならぬ様子の叫び。駆け足で外へと飛び出すと、そこには。

「あ……っ、せんせー！」

　咲え茉またち三人が、当たり前のように訪ねてきていた。

「ぴゅいいー、ぴゅいいー……！」

　屈かがみこんだ咲茉の腕に抱きかかえられた水竜は、鰭ひれ状の後ろ足を派手に擦りむいている。

「あ、あたしたちを見つけて水槽から飛び出して、転んで地面にぶつかっちゃって」

「……落ち着いて。医者の不安は患者に伝わります」

　不安そうな瞳をまっすぐ見つめ返すと、咲茉ははっとして背筋を伸ばした。

「ごめん、せんせー。落ち着きましたっ。大丈夫」

　医者の不安は、患者に伝でん播ぱし追い詰める悪性の感染症だ。冷静さを欠いては、どんなに軽傷の患者であっても助けられはしない。咲茉もそれは心得ていたようだった。

　改めて屈み込み、泣きじゃくる水竜の擦さつ過か創そうに目をやる。鱗うろこがひび割れ、少量ながら出血が認められた。雑菌が入り込むと治りが悪くなるので、洗浄、消毒、保護が必要だ。

「……あのっ！」

　部屋の中から救急箱を取ってこようと立ち上がった若わか虎とらを、咲茉が呼び止めた。

「あたしが、手当てしますっ！」

　まっすぐで真剣な眼まな差ざし。伝わってくるのは、事故にかこつけて実力をアピールしたいなどという打算ではなく、純粋に友達の怪け我がを治してあげたいという優しい想おもい。

「ではお願いします」

　逡しゆん巡じゆんの余地など現場には不要。即座の返答に、咲茉は面食らいつつも力強く頷うなずく。

「みーちゃんっ」

「…………（ごそごそ）」

　咲茉の合図で霞かすみが、抱えていたぬいぐるみからズルリと救急箱を取り出した。かたつむりみたいな独特のデザインだと思っていたが、殻の部分が収納になっていたようだ。

「えっと、まずは洗って……水道……」

　きょろきょろと見回すが、無い。水回りを司つかさどっていたのは他ならぬ水か竜れだ。

「ぴゅ……ぷぴーっ」

　すると、水竜は自ら水を噴き出して傷口を洗い流した。しみるだろうに、えらい。

「ご、ごめんね！　次は消毒……」

　救急箱から消毒薬を取り出し、ガーゼに含ませようとした咲え茉まを、

「待った」

　腕を掴つかんで制止する。

「へっ!?　せ、せんせ……？」

「水竜種、特に彼のような体の小さな個体には市販の消毒薬の使用は控えて」

　いきなり普段の敬語が消え、手短になった口調。人が変わったような態度に咲茉は面食らっていたが、明あ日す羽はは素早く手帳を取り出し、メモを取り始めていた。

「体内の水分量を調節してバイオリズムを正常に保つ水竜は体液中への不純物侵入に弱い。口こう腔くう内の濾ろ過か機構を通さず傷口から直接消毒薬を吸収した場合その分解と体外排出に多量の水分を消費し、先の放水や元々の流血とも合わせて脱水症状に陥る危険がある」

「え、えっとえっと……!?」

　まごつく咲茉に代わり、明日羽が疑問を口にする。

「……つまり消毒は不要ってこと？」

「消毒自体は必要。傷口から雑菌が入るのも不純物の侵入に変わりない。今回は消毒薬の代替品として、彼自身の体液に組成、ｐＨ値、浸透圧値が近い液体または体液そのものを利用する。こうして彼の鼻先にガーゼを当てて、軽く押し付けて」

　掴まれたままの腕で、咲茉は手にしたガーゼを水竜の鼻にあてがった。

「……体液、って、はなみず……？」

「水竜は鼻孔、両前まえ鰭びれ、背部両遊泳翼、尾先の計六箇所に、体表と鱗うろこの目地を覆う膜液の分泌腺を持つ。この膜液で鱗の隙間などを保護し体表を常に清潔に保つ」

　汚れや雑菌の付着と侵入を防ぐ膜液は、強い抗菌作用を示す天然の傷薬となる。

「これをガーゼ等で採取し患部に塗布して消毒と傷口の被覆保護を行い、続けて消炎鎮痛作用の軟なん膏こうを塗布、竜りゆう鱗りん由来の絆創膏パツチで患部を保護し乾燥を防ぐ」

　早口の説明に目を回す咲茉の腕を背後から掴んだまま、操り人形のように好き勝手に動かして処置を進めていく。救急箱から目的の道具を取り出し咲茉の手に乗せる作業は、いつの間に配置についていたのか緋あか音ねが行っていた。

「絆創膏が定着し鱗が再生するまで２、３日の経過観察とし、以上で全処置を完了」

　説明し終わる頃には早口よりもなお早い手際で全ての処置を終え、後に残るはこの短い時間に何が起こったのかわからない様子で互いにぱちくり見つめ合う咲茉と水竜。

「お疲れさま、トラくん～」

　隣で微笑ほほえむ緋音が、ほんの一筋流れた汗を拭いてくれた。それをスイッチとして、若わか虎とらの表情と雰囲気が普段の温和な青年のものに戻る。

「……やっぱり、お医者さんモードのトラくんはかっこいいなぁ」

　若虎が意識的に集中力を引き上げ、敬語を切り捨てて迅速な治療を行う様を、緋音は「お医者さんモード」と呼んでいた。おおよそ七年ぶりに引き出した集中状態、しかしそこには自分でも驚くほどに微み塵じんの衰えもなかった。

　その事実だけで、理屈でなく自覚するには十分過ぎた。

　ああ、医者としての自分は、まだ死んではいなかったのだと。

「あ……あの、せんせー……あたしっ……」

　すっかり泣なき止やんで大人しくなった水竜を抱えた咲え茉まの瞳は、微かすかに潤んでいた。

「あたし、また深く考えないで突っ走って。何もできないどころか、この子に余計に苦しい思いさせちゃうところだった……っ」

「ぴゅいっ。ぺろっ」

「わぷっ」

　自分を責めようとする咲茉を慰めるように、水竜が零こぼれかけた涙を舐なめ取った。

「……擦り傷には洗浄、消毒、保護。確かにそれは怪け我がをした竜への応急処置のセオリーと言えるでしょう。セオリーに従うことは迅速な治療のために大切なことですし、咲茉さんが行おうとした処置も完全に間違いというわけではありません」

「……でも」

「ええ。かといって、患者に適さない処置で苦痛を長引かせてしまうのは医者の本分ではない。あなたはそれをちゃんとわかっていたのですから、次はもっとうまくやれますよ」

　微笑ほほえみかけて、彼女の腕の中の水竜を優しく撫なでる。

「怪我や病気を診るのではなく患者を見てください。それが良い竜医への第一歩です」

「……はいっ！」

　背筋を伸ばし、元気よく返事。自責を引きずるのは良くないことだと知っている。

「とはいえ、水生種の身体からだの繊細さはたとえ教科書に載っていなくても押さえておくべき基本だと思います。どんな薬も、時には毒にもなり得るということも」

「あうっ……は、はいっ」

「他にもまだまだ、教えたいことが沢山ある。……だというのに僕は馬鹿なので、貴重な一日分の時間を無駄にしてしまいました」

「……えっ？」

　その言葉に戸惑う咲茉たちをよそに、くるりと背を向け、食卓へと戻っていく。全員が無言で見守る中、少し冷めたコーヒーを啜すすって。ふう、と一呼吸おいて口を開いた。

「半年」

　それまでよりも低いトーンで告げた短い言葉に、三人の背筋が無意識に伸びる。

「半年後の二月に、年に一度の竜医局による認定試験が行われます。今が七月なので、正確にはあと七ヶ月ほどですが」

　指折り数えてから、視線を三人へと向けて、続く言葉を。

「その試験にあなたたちを合格させられなかったら、その時こそ。僕を『先生』にするのを諦めていただけますか」

　長い沈黙、そして、三人の頭上に浮かんで見える疑問符。

「……もう。そんな言い方じゃわかりづらいよ、トラくん」

　ふわりと笑った緋あか音ねを見て、

「…………っ！」

　一番最初に気づいたのはどうやら霞かすみだった。

「えっと、うう～？　つまり、半年待ってほしいってこと？」

「…………（こしょこしょ）」

　目をぐるぐる回してうーんうーんと唸うなる咲え茉まに、霞がそっと耳打ちした。それを聞いた咲茉の顔が、みるみるうちに満開の笑顔へと変わっていく。

　この笑顔を、曇らせたくないと思った。心無い言葉を投げつけるどこかの誰かではなく、自分の手で彼女たちを導いてみたいと思った。胸の奥底に眠り続けてきた、とうに絶えたと思っていた竜医としての本能が、彼女たちを最高の竜医に育てたいと叫んでいた。

　理由はもう、十分過ぎるほどに揃そろっていた。

「じゃ、じゃあ、せんせー、あたしたちの先生になってくれるのっ!?」

「はい……とお答えする前に、ひとつだけ、確認を。……僕は最悪の竜医として、七年前に業界を干された身です。僕を恨む同業者も、決して少なくはないでしょう」

　竜災ドラグハザードの元凶、最悪の竜医の教え子ともなれば、様々な風評に晒さらされることだろう。ともすれば、教え子でしかなくとも同業者から敵視されるという最悪の事態も起こりうる。

「そんな人間が先生で、本当にいいんですか？」

「あたしたちは、せんせーがいいんですっ!!」

　咲茉は何十回とシミュレーションしてきたかのように、淀よどみなく高らかに言い放った。隣に立つ明あ日す羽はと霞も、力強く同意する。

　彼女たち自身が、そう望むなら。もう拒む理由だってどこにもないのだろう。

「……わかりました」

　深々と、頭を下げる。

「全力で当たらせて頂きますので、どうかよろしくお願いします」

　不思議と、顔を見なくても、歓喜の空気が伝わってくるようだった。

「ちょ、ちょっと、頭上げてよ!?　こっちがお願いしてる立場なのに……！」

　慌てふためく明日羽の声音にすら、隠しきれない喜びが滲にじみ出でていた。
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　両手を上げて跳び上がった咲茉の、ちらりと見えたお腹なかから。

　くう、と虫の鳴く声。

「……あ」

「あらあら～。咲え茉まちゃんったら、食いしん坊さんなんだから～」

「う、うぅ……だって、安心したら、一気におなかすいちゃって……もーっ、なんでこんなタイミングなのーっ!?」

「…………（なでなで）」

「あはっ、いいじゃない咲茉らしくて。とにもかくにもまずは腹ごしらえしろって、お腹なかの虫さんも言ってんのよ」

「待っててね～、いまみんなの分も用意しちゃうから～」

　今までとは違う、騒がしくて賑にぎやかな朝。

　緋あか音ねと二人で過ごす穏やかな時間も、若わか虎とらは気に入っていたが。

　これもこれで、悪くはないのかもしれない。

「では……皆さん一緒に朝食を取りつつ、最初の作戦会議といきましょうか」

「はいっ！　よろしくお願いしますっ、トラせんせー！」

　よく晴れた夏の日の朝のこと。

　元竜医・雛ひな谷や若虎は、三人の竜医のタマゴの『先生』になった。
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「着いたわ。ここが私の家」

　若わか虎とらが三人娘の教官となってから、わずか二時間後。

　最初の壁にぶち当たった一同は、その解決のために明あ日す羽はの家を訪れていた。

　若虎の住むサイト０Ｄゼロデイーより、緋あか音ねの運転で一時間半。閑静な住宅街の一角、緑溢あふれる公園の隣。その緑の一部であるかのように蔦つたが張り廻めぐる、大変年季の入った建物。

　白びやく檀だん明日羽の自宅である、その建物は。

「わぁーっ、すっごい！　はーちゃんち、ホントにお医者さんだ！」

　ガラス張りの正面扉に「スサノオ医院」と刻まれた、古びた病院であった。





　　　　◇






　遡ること、二時間前。

　若虎の教官としての初仕事……今後の方針を決める作戦会議において、早くも無視できない問題が発覚した。

「とりあえず、今のままでは認定試験を受けること自体ができません」

「な、なんですとーっ!?」




　竜医局主導の認定試験。

　竜医になるためのこの試験、受験資格を得る方法は大きく分けて二つある。

　ひとつは、咲え茉まが以前通っていたような竜医養成学校に入校し、所定のカリキュラムを修了したうえで卒業試験をパスすること。

　もうひとつは、国内いずれかの病院の竜医科に「候補生」として籍を置き、現役の竜医または元竜医の教育者等の監督下で一定期間──最低６ヶ月の指導を受けること。

　子供にしか務まらない竜医という職業の特殊性ゆえに、様々な特例が認められてはいるのだが、それでも最低限の受験資格としてこの二つのどちらかを満たす必要がある。

　そして、ざっと話を聞いた限り、咲茉たちはいずれの条件もクリアしていなかった。

「ど、どどどどうしよう……!?　せっかくトラせんせーに先生になってもらえたのに、試験受けられなきゃ意味ないよー!?」

「落ち着いてください、咲茉さん。さ、牛乳でも飲んで」

「はいっ。んくっ、んくっ」

「……き、緊張感無いわね……」

「ぷっはーっ！　やっぱり美お味いしい朝ごはんの後の牛乳はサイコーだねーっ！」

「…………おひげ……」

　ふきふき。

「むぐむぐ。えへへ、ありがと、みーちゃんっ」

「…………（にこっ）」

　しばし微笑ほほえましい空気を堪能してから、話を本題に戻す。

「多分、これに関してはさほど問題はないでしょう」

　子供たちに変な不安を植えつけないよう、若わか虎とらは柔らかく微笑んで続けた。

「まず、養成学校に今から編入するのは少々難しいですし、そもそもそうなると僕が教えられません。なので、どこかの病院の竜医科に候補生として所属してもらうことになります。僕が七年前まで所属していて、あか姉ねぇが今も竜りゆう看かんとして働いている病院……星せい京きよう総合病院の竜医科に、どうにかして掛け合ってみようかと思います」

　星京の竜医科は、国内でも最大規模の人員と設備を擁する竜医の花形だ。直属の養成学校も全国に十数箇所あり、新人教育の門戸も広く開かれている。優秀な候補生は積極的に招き入れ、所属する現役竜医の指導のもと、即戦力のエースを数多く育成してきた。緋あか音ねや絃いとも、養成学校出身ではなく星京竜医科での候補生時代を経て竜医となっている。

　もっとも、今の若虎の立場から交渉するのは難しい。だが現役の竜看である緋音の推薦があれば、今の時期でも候補生三人の受け入れくらいはしてくれるはずだ。

「……っ」

　しかし星京の名前を出した途端、咲え茉またち三人は一様に息を呑のんで固まってしまった。

「……どうかしましたか」

「あのね、トラくん……すっごく、すぅ～っごく言いづらいんだけどね」

　あまり言いづらそうには聞こえない。

「咲茉ちゃんたちが退学になっちゃった養成学校は、星京の系列なの……」

「…………なるほど」

　笑みを崩さないようにと固まった表情のまま、若虎は短く答えた。

「ん？　……たち？」

　ふと疑問に思う。養成学校を退学になったというのは、咲茉の話だったはずだ。

「そっか。私からはちゃんと話してなかったわね」

　明あ日す羽はが曇り顔で、どこか投げやりに語った。

「咲茉とは別の学校だし、もっとずっと前の話になるけど。私も、星京系列の養成学校を退学になってるのよ。竜医の適性皆無って言われてね」

「……そうでしたか」

　そして、必然。ぱちりと目が合う。

「霞かすみさんも？」

「…………（こくり）」

　おどおどしつつも、ゆっくりと首肯。

「霞ちゃんの方は、学校じゃなくて、もともと星せい京きようの系列病院に候補生として所属してたんだけど……その、竜医には向いてないって、追い出されちゃったんだって」

「……………………なるほど」

　今明かされる衝撃の事実。

　……というほどではない。既知の情報で予想はできたことだった。

　緋あか音ねは一番最初に彼女たちを紹介した時に、色々あってどの病院や学校からも指導を拒きよ否ひされてしまった子たちだと語っていた。頼れるのが若わか虎とらしかいないというのも、星京系列の病院をあてにできないという意味なら納得できる。

　星京は、優れた竜医を数多く輩出する反面、適性の薄い者には徹底して厳しい。積み上げてきたエリート教育のノウハウで能力の有無を判断し、「向いていない人間」は早々に切り捨てる。どんなに幼く秘めた才能があったとしても、一度落ちこぼれと判断されてしまえばそれで終わり。同じ門を二度くぐるのに、要する努力は計り知れない。

　医師は命を預かる仕事。当然、能力の足りない人間には任せられない。その思想自体は間違っているとは言い切れない。横暴にも感じられる極端なやり方ではあるが、星京竜医科はそのスタンスを貫くことで国内トップの座に君臨し続けてきたのだ。

　加えて、竜医とは子供だけが務められる特殊な医者だ。その生命は短く、即戦力以外を悠長に育成していけるような余裕がない。賢けん竜りゆう褒ほう章しようのような制度を設け、業界全体で竜医同士の競争を促しているほどに。

　……とはいえ。

「そういうことでしたら、星京は無理ですね。他の病院を探しましょうか」

「…………えっ？」

　制度や風潮は、どうやったって変えようがない。今問題なのはそこじゃない。

　さしあたって対処すべきは、あてが外れたタイムロスだけだ。

「ま、待って……先生。聞かないの？」

「何をでしょう？」

「何をって……どうして適性がないって言われたかとか、色々よ！」

「話したいなら構いませんが……それはあくまで前の先生の評価ですよね？　今のあなたたちの先生は僕です。適性の有無も、長所も、短所も……これから僕が実際にこの目で見て判断していくべきことでしょう」

　ぽかん、と呆あつ気けにとられた様子の明あ日す羽はの横で、咲え茉まが心底嬉うれしそうに笑う。

「きっと前のセンセーたちは、たまたま見る目が無かったんだよっ。はーちゃんも、みーちゃんも、優しいし頭もいいし、テキセーもあって、絶対竜医なれるもん！」

「お二人だけでなく咲え茉まさんもですよ。昨日お聞きした限りでは、あなたの前の先生の意見もてんで的外れでしたからね。少なくとも僕は信用してません」

「えへへー」

「で、でも私……！」

　なおも納得がいかない様子の明あ日す羽はをよそに、若わか虎とらは緋あか音ねへと向き直る。

「それとも、あか姉ねぇ。明日羽さんってもしかしてそんなにヤバいの？」

「まさか～。みんな、ちょっと個性的なだけだよ～」

「なら問題ありませんね。はいこの話はここまでです」

「……なんか、咲茉がもう一人増えたみたいだわ……」

　溜ため息いきをつきながらも、どこか嬉うれしそうに小さな微笑ほほえみを浮かべる明日羽。

　もとより、このポジティブさこそが若虎の領分だと、咲茉が思い出させてくれた。

「星せい京きよう以外にも、候補生の受け入れを積極的に行っている病院はあります。とはいえこの業界において星京の影響力は非常に大きい。一度星京がダメと言った子たちを、二つ返事で受け入れてくれる病院を探すのは……少々、時間がかかるとは思います」

「時間がかかっちゃうのは、よくないね～」

「最悪、試験の６ヶ月前までに見つからなかったら不戦敗だからね」

　今現在、星京と関わりのない竜医の知人など数えるほどしかいなかったが、まずは彼かれ等らをあたってみるのが最善だろうと思索を巡らせていると。

「あ……あの！　そういうことなら、私に提案があるんだけど」

　一同の注目が集まる中、遠慮がちに手を挙げた明日羽はこう続けるのだった。

「……うちの実家、一応病院よ」





　　　　◇






「ごめんくださーいっ！」

　大きな建物全体に響き渡るかのような声量で、咲茉が叫んだ。まるで道場破りだ。

「…………（おろおろ）」

「……咲茉さん。他の患者さんにご迷惑ですから、病院の前で大きな声は……」

「あ！　そ、そっか、そうだよね。ごめんなさいトラせんせー」

　しおしおと縮こまって小声になっていく様が、叱られた子犬のようだ。

「平気よ。今日は休診日だから」

　病院名の下の「休診日：木曜・日曜・祝日」の文字を指差す明日羽。そこに併記された診療科目は、外科、内科、小児科、耳じ鼻び咽いん喉こう科。

「ま、休診日じゃなくても大して人こないけど。見ての通りのボロ病院だしね」

「い……いえいえ。大変趣があっていいと思いますよ」

「無理してフォローしなくてもいいから」

「そっ、そんなことは決して」

「まったく。心にもないこと言えないあたりも、なんか子供っぽいわよね、先生って」

　褒めてるんだか貶けなしてるんだかいまいち判断に困る評価を下される。

「ところで、明あ日す羽はさん」

「なに？　……ていうか、完全に『明日羽さん』って呼ぶ方針にしたのね」

「はい。三人の扱いに、特別差異をつけるつもりはありませんから」

「ふ、ふうん？　あっそ」

　そっぽを向いて髪先くるくる、唇むにゅむにゅ、視線すいむすいむ。

　若わか虎とらからすれば、彼女の方こそ子供っぽくてわかりやすい。

「それで、何の話？」

「例のお願い、本当に僕からご家族にしなくてよろしいのですか？」

　ああそのこと、と事もなげに返し、明日羽はカラリと笑って続けた。

「もう何から何まで助けてもらっちゃってるじゃない。これくらい私にさせなさいよ」

「しかし、これは僕の都合で……」
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「何言ってんの。私たちの都合でしょ」

　ずいと詰め寄り、上目遣いで見つめる明あ日す羽はの瞳に、思わずたじろぐ。

「それに、一度ちゃんと話しておかなきゃって思ってたし……ちょうどいいのよ」

　ガラス扉の向こう、明かりの無い院内を見つめる。

　頑かたくなに見えるその佇たたずまいには、ほんのわずかな不安が見て取れた。

「…………まっ、くら……」

「むむむ。どうやって入ろっか？」

　咲え茉まと二人、自動ドアの前に並んでぴょこぴょこと交互に跳んでいるが、センサーの電源を落としているのか反応がない。

「反対側に勝手口があるけど、まずは緋あか音ねさんが駐車場から戻ってくるのを待っ……」

　言いかけた明日羽の言葉を遮って。




「おう、そこのおチビ達。今日は病院やってねえぞ」




　ドスの利いた低い声が、視界の外から飛び込んできた。

　振り向くと、そこにいたのは大柄な男性。口と顎に短く整えた髭ひげ、こめかみに派手な傷跡、サングラス越しでもわかる鋭い目つき。一目でわかるおっかないお兄さんだった。

　霞かすみは飛び跳ねるように咲茉の背後に隠れ、ガタガタと小動物のように怯おびえている。緊張した空気の中、男は一歩、二歩とこちらに近づき……、

「……って、あん？　明日羽じゃねえか。おかえり」

「ただいま、お父さん」

　ああ、なあんだ。お父さんかあ。

「……ええっ!?」

　弛し緩かんしかけた場の空気に突っ込むように、思わず驚きの声を上げた。

　明日羽の父親ということは、医者で、ここの院長だ。その先入観のまま何となく想像していた「町医者＆一児の父」像から、目の前の男性はあまりにもかけ離れていた。

　しかし似てな……くもない。むしろ意識すればするほど、目つきの鋭さやら堂々とした佇まいやら、明日羽そっくりな箇所ばかりが目についてくる。

「ま、初めての人はいつもこうやって驚くわなあ」

「お父さんの見た目が怖いってだけでしょ。……っていうか」

　じろり、と親譲りの鋭い視線が父の口元を突き刺す。

「いつから禁煙やめたんですかぁ」

「……いや、まだ火つけてねえから。アレだよ。ちょーっと口寂しかっただけだよ」

「だったらのど飴あめでも舐なめてなさいってのよ。そもそもお医者様が病院のすぐ外で堂々とタバコ吸ってんじゃないわよ、イメージ最悪でしょ」

「あっ、それはお前、喫煙者差別だろうが！　俺だってなぁ、休診日でもちゃんと子供とか来てねえタイミング狙ってんだぞ！」

「来てんでしょ！　子供！　今！」

　びしっ、と手を向けられた咲え茉まが、怖がる素振りなど微み塵じんも見せずににっこりと笑った。

「おはよーございますっ！」

「……………………はい、オハヨーゴザイマス」

　観念したのか、火のついていないタバコを口から外し、携帯灰皿に押し込む。

「ともかく大概にしなさいよね、医者の不養生なんてシャレになんないんだから。大体この間だって……」

　くどくどとお説教を始めた明あ日す羽はの背中を挟んで、お父さんの情けない視線が若わか虎とらたちに「たすけてくれ～」と訴えていた。

「あ、あの、明日羽さん……？」

「はっ……ご、ごめんなさい、見苦しいところを見せたわね……」

　んんっ、と咳せき払ばらいひとつで仕切り直す。

「改めて紹介するわ。こちら、父です」

「白びやく檀だん村むら正まさ、ここの院長だ。気軽に院長って呼んでくれや」

　サングラスを外して名乗った院長の、凛りんとした目つきと歯を見せる笑顔は、やはり明日羽とそっくりだった。第一印象の怖さに慣れればかなりイケメンなおじ様だ。

「はじめましてっ！　藤とう條じよう咲茉ですっ！」

「…………（おどおど）」

「んー、みーちゃんちょっと緊張しちゃってるみたい。ごめんね？」

「…………（びくびく）」

「お、おう。こっちこそおっかねえツラでビビらせてごめんな、おチビ」

　強めの口調から人の好よさが滲にじみ出でているところまで明日羽と瓜うり二ふたつだ。

「で、そちらのオニーサンは。うちの娘とは接点無さそうだが……」

　じろりと見定めるような視線。白衣でも着ていれば医療関係者と伝わったかもしれないが、あいにく若虎は普段着である。

「初めまして、雛ひな谷や若虎と申します。この度、娘さんの先生を務めさせていただくことになりました。どうぞよろしくお願いします」

「あん？　先生……？　教師にしちゃ、随分若く見えるが？」

「竜医の先生です。元竜医で。明日羽さんの勉強を、見させていただく、ことに……」

　言いながら、院長の視線が明日羽へと移っていることに気づいた若虎は言葉を止めた。

「……明日羽。お前、養成学校は退ク学ビになったんだったよな？」

　真剣な声音で問い詰められた明あ日す羽はが、決まり悪そうに目を泳がせる。

「学校とは関係ないわ。私たちが個人的にお願いしたの」

「初耳だ。昨日もそれで出かけてたのか？」

「そうよ。緋あか音ねさんの紹介で、先生の家にお邪魔して、そこで色々あって」

「そういう話を、何でもっとお父さんにしてくれねェんだ。寂しいぜ。泣いちまうぜ」

「ウッザ」

「やめろォ。そういうガチめの拒絶はやめろォ」

「ふん。話してなかったのは、その……ちゃ、ちゃんと決まるまでは余計な心配かけたくなかったから黙ってただけよ。悪い？」

「いや悪くない。むしろ良いぞ。ウチの娘が素直じゃない可愛かわいい、大変良い」

「ウッッッッザ」

「やめろォ」

　遠慮のない親子のやり取りにまたしても置いてけぼりにされていると、視界の端にふわふわ歩く影が映り込んだ。緋音が戻ってきたらしい。

　若わか虎とらの視線を追ってその姿に気づいた院長は、にかっと笑い。

「ま、立ち話もなんだ。中でゆっくり、麦茶でも飲みながら話そうや」

　一同を、白びやく檀だん家へと招き入れるのだった。
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　かろん。

　グラスの中を氷が転がる、軽やかで涼しげな音。

　病院内の応接室ではなく、院長と明日羽が住んでいる居住スペースに案内され、よく冷えた麦茶を出してもらう。咲え茉またちがロングソファに並んで座り、硝子ガラスのテーブルを挟んで向かいの二人掛けに若虎と緋音、誕生日席の位置に院長でテーブルを囲む形となった。

「そうだ、おチビ達。アイスもあるぞ、食うか？」

「アイスっ！」

　一瞬、目を輝かせた咲茉だったが、現時刻を思い出し鋼の心で踏みとどまる。

「お、お昼前だから、ゴエンリョしますっ……！　お昼ごはん入らなくなっちゃうので！」

　咲茉の旺盛な食欲を思うと、アイス程度は何の障害にもならなそうだったが、きちんと自制ができるのはいいことだ。

「おう、そうか。じゃ昼もウチで食ってけ」

「えっ」

　至極当たり前のようにさらりと言ってのけた提案に、若虎は面食らう。

「その、いいんでしょうか……？」

「遠慮すんなって、若先生」

　若わか虎とらだからなのか若いからなのか、そんな二秒で思いついたようなあだ名で呼ばれる。

「明あ日す羽はもそれでいいだろ？」

「ええ、そのつもりだったわよ」

「……では、お言葉に甘えます。ありがとうございます」

　若虎一人ならきっと遠慮していた場面。だが、咲え茉まや霞かすみは明日羽と一緒の食卓の方がいいだろう。そう考えて厚意を受けることにした。

「それじゃ～、わたしもお昼の準備、お手伝いしますよ～」

　ぽやんとした緋あか音ねの笑顔が、一同へと伝でん播ぱする。

「おー、よろしく頼むわ、緋音ちゃん」

「おまかせください～」

「……あれっ？　いんちょー、あかねぇと知り合いだったの？」

「ふふっ。わたし、何度かここにお邪魔したこともあるんだよ～」

　若虎も知らない事実だった。

　聞けば、かれこれ一年以上前。学生が一人、養成学校を退学になったという噂うわさを仕事仲間づてに知り、自分に何かできることはないかとその学生の家を訪ね、明日羽と知り合ったのだという。のちに同じ経緯で知り合った咲茉と霞を明日羽と引き合わせ、彼女たちが竜医になるための方法を探し回っていたそうだ。

　そんな事情さえ、かつての若虎の前ではおくびにも出さなかったのだから、若虎が緋音にかけていた心配の大きさは計り知れなかった。

「ま、俺はただの友達だって聞かされてたんだがな。まさか一緒になって、竜医の先生を探してたとは思いもよらなかったぜ」

「だ、だから、ちゃんと決まったら話そうと思ってたのよ！」

「いや、言われなかったから思いもよらなかったワケじゃねえよ。竜医に向いてねえって言われて退学になったって聞いた時。お前はもう……諦めたもんだと思ってたからな」

　重く、低く、ずしんと響くような声音に、思わずどきりとする。

「……その時は、確かに諦めてたかもしれないわ」

　強く反発するかと思っていた若虎は、その一言に驚いた。

「でも、咲茉と霞に会って。私よりずっと小さいこの子たちが、私と同じような状況でも諦めないで頑張ってるの見て。私だけがみっともなく挫くじけてらんないって思ったのよ」

　三人が、言葉も交わさずに見つめ合い、揃そろってふわりと笑う。

　最初から備わっていたわけではない。明日羽の不屈の心は、諦めない勇気は。咲茉と霞に分けてもらったものだったのだ。

「いい仲間じゃねえか。大事にしろよ」

「言われなくてもそうしてるわよ」

　隣に座る咲え茉まと霞かすみを、両腕でぎゅっと抱き寄せる。

「えへへっ。大事にされてまーすっ」

「…………（にこにこ）」

　仲良きことは美しき哉かな。和やかな光景に、若わか虎とらの頬ほおも自然と緩む。

「で、実際のとこどうなんだ若先生。娘は、明あ日す羽はは本当に竜医になれるのか？」

「……!?　ど、どういう意味よ」

「ん。……ああ聞き方が悪かったか。手段の方を聞いたんだ。養成学校以外に竜医になる方法があるっつーのも、俺ァ初耳だったしな」

「あ……、そのことについて、お父さん。ひとつお願いがあるの」

「おう、何だ。言ってみろ」

　大きく深呼吸して、明日羽は「お願い」を口にした。

「……うちの病院に、竜医科を新設してほしい」

　これが、若虎たちの導き出した最短の結論だった。

　スサノオ医院には竜医科がない。

　なければ、作ればいい。

　竜医科を作って、そこに候補生として所属すれば、認定試験の受験資格を得ることができる。それに、新しく作った竜医科なら、星せい京きようのしがらみなど最初から関係ない。

「……あァ？」

　しかし、それを聞いた院長の反応は芳かんばしくないものだった。

　威圧的なドスの利いた声に、霞がまたびくんと反応して涙目になる。

「ウチに、竜医科だァ……？　何でだよ」

「……竜医の認定試験を受けるには、養成学校を出るか、どこかの病院の竜医科に所属して指導を受ける必要があるのよ」

「何でわざわざウチなんだよ。どっかの、竜医科がある別の病院でいいだろうが」

「一度養成学校を退学になったから、よそで受け入れてもらえる見込みが薄いの」

「……[image: ][image: ]っ、はぁ」

　こめかみに手を当て、院長は大きく長い溜ため息いきをついた。

「竜医科を作るってことは、何か。ウチで竜を診るってのか。来んのか、竜がウチに」

「あ、あの……何か問題が……？」

　難色を示す院長に若虎が尋ねると、返ってきたのは衝撃的な発言だった。

「俺ァな。竜が嫌いなんだよ」

「……は、い？」

　若わか虎とらは耳を疑った。

　竜が嫌い？　そんな人類いるのか？

　だってあんなに可愛かわいくて、カッコよくて、つぶらな瞳で、力持ちで、ゴツゴツした鱗うろこがあったり、モフモフの毛皮があったり、大きな翼で空を飛べたり、魚よりも速く海を泳げたり、火を吐けたり、電気を発したり、水を凍らせたり、大きな花を咲かせたり、鉄を食べたり、子供を乗せて走ったり、瓦が礫れきを突き崩したり、重いものを運んだり、溺れる人を助けたり、人間の生活を支えてもくれる、不思議で魅力的な生き物なのに？

　人間は皆、その生態の多様性に心惹ひかれ、人間にない超自然的で強大な力の数々に憧れるものだと信じ切っていた若虎は、院長のような人がこの世に存在していることを十九年の人生で初めて知った。

「俺だけじゃねえ。おやっさん……先代の院長も、昔っから竜が嫌いでな」

「……もしかして、この病院に竜医科がないのは……」

「おう、それが理由だ」

　三十余年前、初めて竜という生物が発見され、竜医という職業が確立されて、世間は空前の竜医ブームに見舞われた。全国各地の病院がこぞって竜医科を設立し、養成学校を出た子供たちを片っ端から受け入れてもまだまだ人手が足りなかったために、候補生制度が運用されることになったほどだ。

「ま、そのブームに乗り遅れちまったせいで、ご覧の通りのオンボロ病院なわけだが……それはそれ、これはこれだ」

　重々しく語る院長の様子を見て、若虎は見込み薄だと思ってしまった。

　何せ、竜が嫌いという価値観は若虎には理解できない。説得のしようがない。

「……で、明あ日す羽は。お前は、そんなジイさんや父親の意向も一切合切無視してまで、ウチに竜医科を作って、竜医になりてえと。そういうワケか？」

「ええ。なるわ」

　間髪入れず、明日羽はそう言い切った。

　しばらく沈黙が流れる。真剣な表情で見つめ合う父と娘を、若虎や緋あか音ねがはらはらと見守る中、咲え茉まだけが全ての結果をわかっているようにずっとにこにこと笑っていた。

「うし、わかった」

「……えっ？」

「手続きの準備すっから待ってろ。えーと、確か役所からもらったマニュアルが診察室むこうの方にあったな……」

「あ、あの、いいの、お父さん？」

「あん？　作れっつうから聞いたんだぞ。いらねえならやめるが」

「い、いる！　いるから！」

「おう。素直でよろしい」

　慌てふためく明あ日す羽はに、院長はにかっと笑いかけた。

　若わか虎とらも困惑しつつ立ち上がり、頭を下げて感謝を述べる。

「あ、ありがとうございます……けど本当に、よろしいんですか」

「何だよ若先生、アンタまで」

「だって。竜、お嫌いなんでしょう」

「おう、嫌いだぜ。……けどなぁ」

　ごつごつした大きな手が、明日羽の頭にぽんと置かれた。

「娘とその友達が困ってんのを、テメエの好き嫌いで見過ごすような大人は、もっと嫌いなんだよ」

「……何よ、カッコつけて……」

　頭を撫なでられてむずがゆそうに身を捩よじる明日羽の顔と、照れくさそうに苦笑いする院長の顔。苦笑ひとつとってもそっくりの親子だった。

「えへへっ、ありがとーございますっ、いんちょー！」

「…………（ぺこっ）」

　咲え茉まと霞かすみも若虎に倣い、立ち上がってお辞儀をする。

　ともあれこれで、第一の壁は突破できた。
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「そんで、試験ってのはいつなんだ？」

　小一時間おいて、正午。

　緋あか音ねと明日羽が用意してくれた昼食を食べながら、院長は若虎に尋ねた。

「来年の二月中旬です」

「あと半年ちょっとか。あんま時間ねえな」

「……ええ」

　６ヶ月というのは最低限必要な時間というだけで、試験に合格するのに十分な時間ということではない。養成学校は二年間通うことを考えると、冗談のような強行日程だ。

「今回は見送って、その次の年の試験じゃダメなのか？」

　当然の疑問に、若虎は眉根を寄せて唸うなる。

「失礼ですけど……明日羽さん、今おいくつですか」

「歳とし？　十四よ」

「あたし、十歳！」

「…………（指で小さく「９」を作っている）」

　ふむ、と若わか虎とらは情報を整理し、ぶつぶつと呟つぶやき始める。

「十歳と九歳は全然いけるとして……十四は厳しいか……いやギリギリ……」

　そこまで声に出して、明あ日す羽はが汚物を見るような眼めで青ざめているのに気づく。

「誤解です!!」

「ロ……まだ何も言ってないじゃない。まだ」

「竜医の適正年齢の話ですからね!?」

　勿もち論ろんやましいところなどないが、親御さんの前というのもあって大慌てで弁明する。

　大前提。竜医は子供にしか務まらない。若虎の家に居着いた竜たちや、紅ぐ蓮れん亭で飼われている竜たちのように人慣れした個体ならともかく、多くの野生の竜は大人を警戒し、敵対する。下手に刺激しようものなら竜影ガスト共々襲ってきて手がつけられない。

　この『子供』と『大人』のボーダーラインが、そのまま竜医の適正年齢だ。成長差などを含めた数少ない例外はあるものの、一般に下は八歳、上は十六歳程度とされている。緋あか音ねも絃いとも、十五歳の時に竜医を引退し、それぞれ別の仕事に就いていた。

「再来年の試験を待っていたら、今十四歳の明日羽さんはすぐに年齢上限を迎えてしまいます。せっかく認定試験に合格しても、それでは……」

「なるほど。そりゃ仕方ねえな。今回の試験に全力を賭けるしかねえってわけか」

「そういうことになります」

「だったらよ。おチビ共の親御さんさえ良ければだが、試験までウチに住んだらどうだ」

　同じ医師という立場で猛勉強を経験したであろう院長が、我が事のように提案した。

「!?　むぐぐむぐっ!?」

「おう、ちゃんと飲み込んでからな」

　咲え茉まはさっきから妙に口数が少ないと思ったらどうやら凄すさまじい勢いでご飯を食べまくっていたらしく、あわや大量の米を喉に詰まらせそうになっていた。

「…………（さすさす）」

「もぐもぐ、んくっ。……いんちょーいいの!?」

「院長いいぞ。このデケエ家に慎つつましく二人暮らしだ、部屋なら余ってる。それに、病院の方の応接室を教室として使ってもらってもかまわねえ」

　魅力的な提案に、咲茉の瞳がキラキラと輝きを増す。

「はーちゃんとみーちゃんと一緒にずっとお泊り……！　それって、それってすっごく！」

「…………ごはんつぶ……」

　ちょい。ぱく。

「んへっ。ありがと、みーちゃん」

「…………（にこっ）」

　もはやお母さんだった。どうにもちょくちょく話の腰が折れる。

「……さすがにご迷惑になりませんか？」

「ご迷惑なもんかよ。これから教室探しに宿探しにと駆け回ったり、いちいち移動に時間食われてたんじゃ、そっちの方が勉強時間減ってこいつらにご迷惑だろが」

「それはその通りですけど……」

　実際、願ってもない提案ではある。院長の言うようにすれば、諸もろ々もろの準備を飛び越えて、すぐにでも指導を始められる。

「確かに、私たちは大助かりだけど……でも、そこまでしてくれるなんて」

「そこまでするもんなんだよ、親ってのは。子供おまえが相談さえしてくれればな」

「あ……」

「言ってんだろ、もっとそういう話をお父さんにしてくれって。娘が夢に向かって頑張るっつってんだから、それを応援するのが父親の務めだろうがよ」

　きゅっ、と唇を結んで黙り込んだ明あ日す羽はの瞳は、微かすかに潤んで見えた。

「……がと、お父さん」

「聞こえねー。合格したらもっぺん聞かせろ」

「[image: ][image: ]っ、うっさい！　ばーか！」

「おま！　お父さんに向かってばーかはねえだろ、ばーかは！　ばーかって言う方がばーかなんだぞ、このばーか！」

「言ったわね！　ばーかばーか！　ヒゲ！」

「お、お二人とも、そのあたりで……」

　年少組の教育に悪いし、やり取りの頭も悪い。

「えへへ、はーちゃんといんちょー、ホントに仲良しさんだねっ。いいなぁ」

「仲良くなんかないわよ！」

「えーそんなー仲良くないのかよーヤダー。寂しいぜー、泣いちまうぜー」

「ウッザ！」

「やめろォ！　ガチで泣くぞォ！」

　大の仲良しにしか見えなかった。




　それから、二回のおかわりを経てようやく食事を終えた咲え茉まが勢いよく席を立つ。

「ごちそうさまっ！　あたし、早速お母さんに電話してみるね！」

「あー待て待て、ウチの電話使え。俺からも話すから」

「？　あたし、一人でもちゃんとお話できるよ？」

「そういうわけにいかねえのよ。大人の役目ってやつだ」

　よっこらせと立ち上がって、咲茉と食器を片付けてから、院長が居間を出て行く。去り際、思い出したかのようにぽつりと言った。

「そうだ明あ日す羽は、使ってねえ空き部屋の案内してやってくれ。掃除もよろしく頼むな」

「ええ、わかったわ」

「四部屋だぞ」

「それもわかってる」

　ならよし、と扉が閉まる。

「……四部屋？」

　疑問に感じた若わか虎とらが、指折り数えてみる。咲え茉ま、霞かすみ、明日羽で三人。……いや、明日羽の部屋はもともとあるので、足りないのは二部屋だけのはず。

「なに二人して首傾かしげてるのよ。先生と緋あか音ねさんの部屋に決まってるでしょ」

「……ええ!?」

　さらりと言ってのけた明日羽に、若虎と緋音が声を揃そろえて驚きを返した。

「僕も一緒に住み込む……ってことですか？」

「当然でしょ。その方が手っ取り早いんだから。まさかあのボロ家から毎日ここまで緋音さんに送り迎えしてもらおうってんじゃないでしょうね？」

　そこを突かれると痛い。ちなみに若虎は運転免許を持ってない。

「で、でも、トラくんはともかく、わたしは先生じゃないよ～？」

「緋音さんもいてくれた方が、咲茉もきっと嬉うれしいと思うわ。霞もそう思うでしょ？」

「…………（にこっ）」

「はわわ……で、でも流石さすがにお部屋までご用意していただくのは……」

「ああ。それとも先生と同じ部屋の方がよかったかしら？」

「そ、そゆことじゃないよう!?　ただ、ホントにいいのかなって……」

「もし悪いと思うなら、毎朝美お味いしい朝ごはんを作ってくれればそれでチャラよ。お父さんならきっとそう言うと思うわ」

「あ、……あらら。……ふふっ、それは、うん、責任重大だね」

　厚意を素直に受け取って、緋音はぽやんと優しく笑った。

　認定試験までの半年間、これから毎日一緒の『受験合宿生活』。そんな字面ほど堅苦しくなりそうもない賑にぎやかな日々を想像して、若虎も笑みをこぼす。

　どうやら緋音には、これまでの七年間のような寂しい想おもいをさせずにすみそうだ。

「ですが、そうなるとひとつだけ気がかりがありまして」

「うん。あの子たちのことだよね～」

　緋音も思い至っていたらしい。

「あの子たちって？」

「うちに住みついている竜たちです」

「……あ」

　忘れていた、とばかりに明あ日す羽はの表情が固まった。

　やんちゃな水竜、大柄な赤熱竜、のんびり屋の風翼竜。

　若わか虎とらも緋あか音ねもスサノオ医院に住み込むとなると、彼らは毎日のごはんとおやつにありつけなくなる。それどころか、緑ひとつ見当たらない瓦が礫れきの山の真ん中に取り残されることになってしまう。仲の良い竜たちをそんな目に遭わせるわけにはいかない。

「ですが、院長は竜嫌いだそうですし。当然一緒に連れてくるわけにはいきませんよね」

「……そ、そうね！　それはちょっと、や、やめといた方がいいわね、うん！」

　急にしどろもどろしながら明日羽が言う。やはりまずいようだ。

「…………（しゅん）」

「うっ……」

　視界の隅に、わかりやすく肩を落とした霞かすみが映り込む。咲え茉まほどではないが、霞も彼かれ等らのことを気にかけていた。一同の視線の集中を感じたのか、霞はハッと顔を上げ。

「……………………（にこ、っ）」

　明らかに作り笑いとわかるぎこちない笑顔を浮かべてみせた。

「ううっ……！」

　わがままひとつ言わない、聞き分けのよ過ぎる振舞い。逆にとても心が痛い。

　まるで「うちでは飼えません！　元いたところに戻してらっしゃい！」との言いつけに、何一つ反発せず従いながらも全身で悲しみを発露する子供のようだ。きっとその後、雪の降りしきる中で元いた場所に戻した捨て猫に、涙を流しながらごめんなさいごめんなさいと謝り通して、泣き腫らした跡さえ親には隠し通すのだ。きっとこの子はそういう子だ。

「で、でも、うちで竜は……」

　困り果てた明日羽の服を、霞は小さくきゅっ、と掴つかみ。

「…………（ふるふる）」

　ぎこちない笑顔のまま首を横に振った。

「ううああっ……！　せ、先生ぇ……！」

「……か、可能なら連れてきてあげたいですね。彼らが心配なのもありますが、竜のいる日常生活に慣れておくことは竜医にとってプラスにもなりますから」

「トラくんもちっちゃな頃は竜に囲まれて生活してたもんね～。可愛かわいかったな～」

　その頃は緋音だってちっちゃな子供だったはずなのだが。

「そ、そうなの……？　じゃあ、あの……せめてあの、ちっちゃい子だけなら。それなら……お、お父さんも許してくれるかしら……？」

「ん……そうですね。治療した怪け我がの経過を診る必要もありますし。そうした名目で、僕から掛け合ってみましょう」

　父親想おもいと妹想いの板挟みに苛さいなまれた明日羽に院長の説得を任せるのは酷だ。そう考え若わか虎とらが告げると、明あ日す羽はの顔に安あん堵どが、霞かすみの顔に穏やかな笑みが戻っていった。

「…………（ぱぁっ）」

　守らなきゃ、この笑顔。

「……さっきから何やってんだ、お前ら……？」

「たっだいまー！」

「え、咲え茉ま。お父さん。……ど、どうだった？」

　いつの間にか戻ってきていた院長と咲茉に尋ねると、返事は二人揃そろってグッと立てた親指。どうやら咲茉ママによる合宿の許しは出たらしく。

　お祝いムードのままに若虎が水竜の件を院長に打診したところ、二倍のパワーとなったおねだり援護射撃によって、竜嫌いの牙城はあっさりと陥落したのだった。
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　認定試験に向け、順調過ぎるスタートを切り、様々な関門を一気にクリアした一行。

　共同生活のスタートに向けて残る問題は、ひとつだけとなった。

　水竜以外の大型竜たちのお世話を、誰に任せるか。

「なるほど、事情は心得た。それで我が居城を訪ねてきたというわけだな」

　白羽の矢が立ったのは、誰あろう彼女。居城改め『紅ぐ蓮れん亭』の主、倉くら畑はた絃いとであった。

「急なお願いでごめんね、絃ちゃん～……」

「構わぬ。たとえ野に生くる逞たくましき竜と雖いえども、かように荒れ果てた星墜おちの地に捨て置かれては、月を数うも儘ままなるまい」

　通訳すると、「いくら野生の竜と言っても瓦が礫れきだらけのサイト０Ｄゼロデイーに置いてけぼりにされたら数日と保もたない」くらいの意味である。

　一番小さい水竜だけは院長の許しを得たものの、２メートルをゆうに超える巨体の持ち主となれば簡単にはいかない。風翼竜も風を受けて尻尾を回すスペースの関係上、やはり一般家屋で暮らすには不便が多い。そんな悩ましいわがままボディを、様々な竜たちが不自由なく過ごしているこのカフェならば受け入れることができた。

「なに。我とて、かの竜たちとは知らぬ仲ではない。良かろう、他ならぬ盟友と緋あか音ね嬢の頼み、この我が聞き届けた」

「ありがとう、絃さん。よろしくお願いします」

「礼など不要。人に慣れた竜を新たに我が居城に迎えられるとなれば、我にとっても利の無い話ではないゆえな」

　あくまでビジネスの一環として引き受けてくれるというのは、若虎に余計な気遣いをさせないための絃なりの配慮かもしれない。

「ときに盟友よ。我が居城に出向いた用件は、それだけではないのであろう？」

「ええ」

　絃いとの視線を追って、キラキラと目を輝かせた咲え茉まと霞かすみの方を振り返る。

　二人を家に送り届けるついでに、絃のことも紹介しておきたかったのだ。

「うわあ、すごーい……！　こんなお店があるんだ……！」

「…………（どきどき）」

　ワクワクするものが溢あふれんばかりに並んだ店内を見回す咲茉と霞。暇そうにカウンターに寝そべっていたローズクォーツちゃん（淡たん紅こう鱗りん／八歳・メス）がむくりと起き上がり、咲茉の傍そばに降り立ってふんふんと匂いを嗅いでから、その頬ほおをペロリと舐なめた。

「うひゃあ」

「ほう、珍しい。『薔薇園の追憶ローズクオーツ』は我が愛いとし子ごらの中でも最も人見知りなのだが。こうも早く心を許すとは、盟友以来かもしれぬな」

　別席でお茶していた二人組のお姉さんが「あー、いいなー」と羨ましそうに咲茉を眺めていた。ローズクォーツちゃんは淡いピンクの鱗うろこと瞳で若い女性客に大人気だが、一いち見げんさんには基本的に塩対応のちょっぴり気難しい子である。

　やはり咲茉には、竜に好かれる特別な資質があるようだった。

「さて、小さき者よ。お初にお目にかかる。我が居城にようこそ」

　マントのように羽織った白衣をぶわっさあと派手に翻し、カッコいいポーズを決める。

「我が名はイト、人呼んで紅ぐ蓮れん十じゆう字じの蛇[image: ]聖女アスクレピオス。この紅ぐ蓮れん亭の主あるじにして、盟友と共にあまたの竜を救い廻まわった勇者の集いが末まつ裔えいである！」

　このように、絃の中では若わか虎とらは勇者でかつてのチームはその一行ということに勝手になっている。当代なので末裔でも何でもなく、「末裔」という響きが好きなだけである。

　ちなみに「人呼んで」とも言っているが、誰かに呼ばれたことは一度もない。

　初見の相手には大体こうやって名乗ってから、相手のドン引き具合でその後の対応の加減を決めるらしいが、果たして咲茉は。

「わぁあ……かっこいい！」

「かっこいい来ちゃいましたか……」

「ほう。我の魅力に気づくとは、なかなか見込みがあるな。小さき者よ、名は何という」

「あたし、藤とう條じよう咲茉です！　あのあのっ、イトさんは、魔女さんなのっ!?」

　奇抜な出いで立たちと怪しい雰囲気と意味不明な呪文の数々でそう思ったのだろう。現役時代はよく思いつきで謎の薬を調合したりしていたのであながち的外れでもない。

「フッ。面白いことを言う。汝なんじ、この白き衣が見えぬか？」

「あっ、白衣！　じゃあ竜医さんだ！」

「然しかり。だが、魔女も悪くはない。今後は蛇へび[image: ]づえの魔女と名乗ろうか……」

　このように気分で名乗りを変えたりするので、わざわざ律義に覚える意味がない。

「いいなぁ、白衣……！　あたしも着たい！」

「…………（こくり）」

「ふっ。小さき者たちも竜医を目指す身なれば、いずれ纏まとう機会もあろうぞ」

「二人は自分の白衣を作ってもこんな風に雑に着ては駄目ですよ」

「人聞きが悪いな盟友。昔はちゃんと袖を通しておったわ。今は丈が合わぬだけだ」

　咲え茉まと霞かすみ、二人の羨望の眼まな差ざしが絃いとの胸のあたりに注がれるのが傍はた目めにもわかった。

「……む～。トラくん、今どこ見てたの～……」

「……や、別に。咲茉さんたちの視線の先を何となく追っただけですが？」

「へぇ～……」

　緋あか音ねのジト目から逃れようと目を泳がせると、今度はローズクォーツちゃんと目が合う。なんだか彼女にもジト目で見つめられている気がした。

「ふっふん。しかし、こうして慕われるのも悪くはない。我はこれでも先輩竜医、先達としての助言ならば求められずとも告げてやろうぞ」

「それは助かります。僕だけでは教えきれないこともありますから」

「よろしくお願いしますっ！」

「うむ。素直で好ましいな、小さき者よ」

　なでりなでりと絃が咲茉の頭を撫なでまわす。

「して……聞いていた話では、小さき者はもう一人いたはずであったが？」

「ああ、もう一人はお留守番です。あまり小さき子ではないですけど」

　もともと咲茉と霞を家に送り届けるついでだったので、明あ日す羽ははついてきていない。

「ふむ、そうか。ではその三人が、次代の勇者の集いというわけだな」

「勝手に勇者一行にしないであげてください……」

　竜と戦うわけではなく治すのが竜医の仕事だ。咲茉はどことなくカッコいい響きに目を輝かせていたが。

「不満か？　では、他にふさわしい名でも与えてやることだ」

「……？　チーム名、ということですか？　特に考えていませんでしたが……」

「トラせんせー、チーム名ってあった方がいいの？」

「うーん……特にそういうわけでは。僕らもつけてませんでしたよ」

　そもそも七年前の若わか虎とらたちのチームにも特別な名前がついていたわけではなかったし、誰も名付けなかったのは別段必要なかったからだ。せいぜい統率役が「雛ひな谷や班」などと便宜的に呼ぶ程度。それで不便も支障もなかった。

「何を言う、盟友。我らには『紅ぐ蓮れん十じゆう字じ』の名があったではないか」

「それ絃さんの二つ名の一部じゃなかったんですか!?　七年越しの初耳ですよ！」

「盟友は紅ぐ蓮れん十じゆう字じの不死鳥勇者フエニツクスだぞ」

「嫌ですよ恥ずかしい！　何勝手に二つ名つけてんですか！　そもそも、赤い十字ってそんな気軽に掲げていいものじゃないんですからね!?」

「えー、かっこいいのに、フェニックスせんせー」

「咲え茉まさんまで……！」

「フッ、愛うい愛い。なかなか話のわかる有望な小さき者ではないか」

　子供なりにカッコいいのが好きなのはいいが、絃いとのようになってしまわないか心配だ。

「ね、じゃあイトさんにチーム名つけてもらおーよ！　かっこいい名前にしてくれるよ！」

「ダメです！」

「盟友ー。我この小さき者気に入った。ちょうだい」

「ダメですってッ！　僕の大事な生徒です！」

　ヒートアップしたままに口走ってから、絃がニタニタと笑みを浮かべているのに気づく。

「フハハハッ。独占欲が強いのだなぁ、盟友は」

「ふえへへぇ……」

「…………（じっ）」

　咲茉は顔をふにゃふにゃにとろけさせ、霞かすみはほんのり赤らめた顔で若わか虎とらを見つめていた。

「であれば、小さき者らの集いの名は、やはり盟友が決めるがよい」

　そもそもまだチーム名をつけるかどうかも決めていないのだが。

　とはいえ、いつか三人の絆に名前をつけてあげたいと思うことがあったら……その時は、『先生』の自分がプレゼントすべきだろうと、心の片隅に留とめ置いた。
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「咲茉ー。荷物の準備、終わったのー？」

「んー、今やるー！」

　夜。藤とう條じよう家、リビング。気だるげな母親の問いに、咲茉はテレビに釘くぎ付づけのまま答えた。

「今やるーって、テレビ見てんじゃないの」

「あ、待って消さないで！　クジドラ見たらすぐやるから！」

「もー、いつまで経たっても終わんないぞー」

　やんわりと咎とがめつつ、母も歯ブラシを口に咥くわえたまま、咲茉とソファに並んで「九時のドラゴンニュース」を一緒に見ることにした。

『時刻は午後九時になりました。ドラゴンニュースの時間です』

『ドラドラ～！　コンバンドラ～、みんな元気カナ～？　クジドラくんだよ～！　今夜もボクたちドラゴンに関するニュースをお伝えしていくドラ～！』

　畏かしこまった雰囲気のニュースキャスターと、やたらハイテンションなドラゴンの着ぐるみが並んで竜関連のニュースを報道していくこの番組。いつ見てもカオスである。真面目なニュース番組なのか子供向けのミニコーナーなのか、未いまだに方向性がわからない。

『今夜はなんと、スペシャル特番！　話題沸騰のアノ人に、ゲストに来てもらっちゃったドラ！　色んなお話、聞いちゃうドラよ！』

『賢けん竜りゆう褒ほう章しよう最年少受章者として今注目を集めておられます、この方です。どうぞ』

　紹介を受けて画面に現れ、丁寧にお辞儀をしたのは。

『竜医、原はら戸ど咲さ久く先生です』

　咲え茉まと同じ十歳で最優秀竜医に選ばれた、今をときめく美少女だった。

「あー！　咲久ちゃんだ！」

　まるで友達がテレビに出たかのように興奮する咲茉に、母は尋ねた。

「……咲茉。あんた、この子のこと知ってんの？」

「え？　うん、知ってるよ。超有名人じゃん！」

「や、なんか友達みたいに言うもんだから、知り合いなのかと思ってさあ」

「んー、けど確かに、どこかで会ったことある気もするんだよね」

「……気のせいじゃないの。咲茉、竜の顔はすぐ覚えるのに人の顔覚えるの苦手だし」

「そうかなぁ。そうかも」

　雑談をする間にも、画面上の咲久はテキパキと質問に答えていく。

『最年少受章とのことで注目を集めておられますね』

『ありがとうございます。身に余る栄誉ながら、大変喜ばしく思っております』

『今後の抱負なんかも、聞かせてほしいドラ～！』

『賜った栄誉に驕おごることなく、いち竜医としてこれまで以上に医療や救護活動に励む所存です。また、携わっている医療研究の方でも、近々成果をご報告できたらと思います』

　大人びて真面目な態度の女の子から、聖人君子のような発言が次々に出てくる。見た目以外に彼女が十歳と思える要素がひとつもない。

『国内での活動を継続するということでしょうか。賢竜褒章を受章されたということで、原戸先生の島行きの件に関しても注目が集まっておりますが』

『現状、その予定はございません』

「咲茉ー。島って何のことだっけ」

「天てん焔えん島じまっ。賢竜褒章をもらえるくらいすっごい竜医さんじゃないと、行っちゃダメなことになってる島だよっ」

「あー、野生の竜が山ほど住んでてすっごい危ないんだったっけ。前に聞いた聞いた」

「お母さんの方だって忘れっぽいじゃん！」

　唇を尖とがらせる咲茉に、ごめんごめんと空謝りする。

『でも、もったいないドラよ～。今までの受章者はみーんな島に行ってるドラ！』

『小娘の思い上がりに聞こえてしまうかもしれませんが。この先、私などよりも優れた竜医が大勢生まれ、国内の医療現場を支えてくれれば、私も憂いなく島に行けますから』

『おっと、お茶ちや目めな発言ドラね。これ電波に乗せちゃってよかったドラ？』

『あら。では、今後の竜医業界のさらなる躍進と発展を祈って、という言葉に変えさせていただきます』

　口に手を当て優雅に微笑ほほえむ素振りも、隣のアラサーキャスター並に大人びて見える。

　一方、ソファから乗り出してムフーッと鼻息を荒くするもう一人の十歳からは、自分こそがその「優れた後進」になってみせるという気概が見て取れた。

『とはいえ、国内でやり残したこともありますし、島であってもなくても、患者がいればそこが私にとっての現場ですから。これからもやるべきことは変わりません』

「おおお……咲さ久くちゃんカッコいい……！」

『立派なお考えです。そうした精神は、やはり先達から学び育まれたものでしょうか？』

『そうですね。まだまだ先輩方に学ぶべきことはたくさんあると思います』

『誰か、尊敬してる先輩はいるドラ～？』

『はい……』

　そこで、咲久はスタジオのキャスターや着ぐるみではなく、カメラに目を向けた。

『私の最も尊敬する先輩は──』

　力強い、まっすぐな視線。

　咲え茉まはその時、画面を通してではなく、咲久本人と目が合った気がした。




『──雛ひな谷や若わか虎とら先生です』




　同じ憧れを、見ている気がした。




『えっ……？』

　スタジオが気まずい沈黙に包まれる。

「ん……？　雛谷？　雛谷若虎さんって、ついさっきご挨拶に来た咲茉の先生の名前じゃなかったっけ。え、なに。あの先生、放送禁止なの？」

　娘は、問いかけに応えない。吸いつけられたかのように微動だにせず画面を見つめ、歓喜と昂こう揚ようが入り混じった熱っぽい表情で、画面の向こうの少女を見つめ返していた。

『……えと……こ、これ、ホントに大丈夫なヤツ……？』

「ふはっ。『ドラ』はどーした、クジドラくん」

『い、一旦ＣＭです』

「コントか。後でぬいぐるみと入れ替わってたら笑っちゃうぞ」

　咲え茉まが何も答えないので、全部母の独り言になってしまっていた。

「……良かったじゃん。最高の竜医と、先生の好みまで似ててさ。そんな人に教えてもらえるんだから、咲茉、頑張んなさいよ」

　彼女の爛らん々らんと輝く瞳は、言葉などなくとも雄弁にその心中を語っていた。

　──はやく、あの子のいる場所まで、行きたいな……と。





　　　　◇






　夏の夜空は、蒼あおい。

　波間に浮かぶ月も、また蒼い。

　潮風に濡ぬれて月明かりに煌きらめく鱗うろこも、劣らず蒼い。

「──♪────♪──」

　虫も寝静まった時間帯。

　さざなみの寄せ返す音を伴奏に。

　一匹の竜と、一人の幼女が、歌っていた。

「♪──♪──────」

　それは詞ことばなき竜の歌。

　青海に臨む崖で、波打ち際の浜辺で、月光そそぐ洞穴で。

　憩いを求めて羽を休める竜たちを、心地良い眠りへと誘う優しい子守唄。

「────♪────♪」

　見上げるほどの巨体を持った、翼のない海竜。

　その巨体のほんの鱗一枚分ほどのスペースに収まるサイズの幼女。

　芸術作品の一幕と見み紛まがうほどに、神秘的な光景だった。




　幼女の名は、霞かすみ。

　竜に育てられた子供である。




「……きょうは、みんな、なかなかねつけなかった」

　ふたりの歌に癒いやされに集まった竜たちが、ようやくみんな寝静まった頃。

　歌を止め、霞はぽつりと呟つぶやいた。

　原因は、何となくわかっている。

「……ル、ルゥ。ゥルルゥ……」

「ししょう。かすみのこと、そんなに、しんぱい？」

　寂しそうな声を上げた「ししょう」に、霞かすみは微笑ほほえむ。

　彼女は、霞の歌の師匠で、命の恩竜で、育ての親。

　種族は違えど、歌で心を通わせ、我が子のように寄り添って過ごしてきた。

　その霞が、なんと竜医になるために明日からこの海辺を発たつことになったのだ。

　当然、歌の最中によそ事を考えるくらいに、寂しくもなる。

　霞が竜とばかりコミュニケーションを取って、人とあまり言葉を交わさない子であることを、ししょうは察していた。人間たちの中でうまくやっていけるのか、不安だった。

　以前にも、この海辺にほど近い病院で、見習いとして取り立ててもらったことがあったようだが、その時はすぐに落ち込んで帰ってきたものだ。

「だいじょうぶ」

　そんな親心を察したように、霞は口にした。

「こんどは、みんなが……いるから」

　その心安らかな笑顔に、ししょうは思い出す。

　先刻、霞を送り届けにきた大人の人間。遠目に見ても、すぐに思い出せた。

　彼らはかつて、自分を治療してくれたことのある人間だった。

　そして、一緒にいた霞と同じ年頃の幼女。この近辺の竜たちとはほとんど顔見知りになっている、元気で明るい竜好きの子だ。
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　あの人間たちと一緒の場所なら、きっとこの子も寂しくはないのかもしれない。

「……ルゥ」

　自分は寂しいけど。

「ししょう。かすみは、おんがえしが、したい」

　覚えたての単語を使うように拙く、霞かすみが呟つぶやく。

「ししょうがいなかったら、かすみは、うみがこわかった。かすみがここに、いられるのは、ししょうのおかげ」

　今よりもっと小さい頃、海難事故に遭い船から投げ出された霞を、ししょうが救い、育ててきた。おかげで、この広い海は恐怖の象徴ではなく、霞のふるさとになった。

「いままで、いっぱい、いっぱい、もらったもの……かえしに、またもどってくるから」

　新たな居場所を見つけた霞。

　けれど、帰ってくるふるさとはいつだってこの海だ。

「だから、よふかしは、だめ」

「……ル？」

「すききらいも、だめ。でも、へんなものもたべちゃだめ」

「……ル、ルウ」

「けがしちゃうから、けんかもだめ」

　どちらが母親かわからなくなるような言いつけの数々。

「からだを、おだいじにして。ながいきしてね。ししょう」

　聖母のような微笑。それから、スイッチが切れたようにとろんと目を細める。

「ウルゥ」

「ん……おやすみ、ししょう」

　背中の小さな温ぬくもりに。

「────♪────」

　しばらくおあずけになるであろう、「娘への子守唄」を、歌ってあげた。





　　　　◇






「おはようございます、院長。改めて、今日からよろしくお願いします」

「よろしくお願いしまーすっ！」

「…………（ぺこり）」

　そして、迎えた『合宿』初日。

「おう……よく……よく来たな、ん」

　大荷物を持って朝のスサノオ医院に集まった若わか虎とらたちを、やたらとファンシーなパジャマ姿の院長が寝ぼけ眼で出迎えた。

「ちょっと、お父さん……初日くらいしっかりしてよ、恥ずかしい」

「あはは、いんちょー、おねぼうさんだ？　よーしっ」

　院長とは対照的に朝から元気いっぱいな咲え茉まが、純白のつば広帽子を手に悪戯いたずらな笑みを浮かべる。帽子に向かって小声で何やら囁ささやくと、中からおもむろににゅっと伸びた首。

「ひゃっ……！」

　驚いて声を上げた明あ日す羽はにつられ、院長もぴくんと目を開く。

「……んあ……？　……っ、り、竜かッ!?」

「ぴゅいっ！　ぷぴーっ」

　気づくのが一瞬遅く、帽子の中から顔を出した水竜の水鉄砲は見事院長の顔面をスナイプした。

「ぶわっぷ！　おう気が利くじゃねえか最高に涼しいぜ目も覚めたぜありがとな！」

「ぴゅーいっ」

　一気に目を覚ました院長の半ばヤケクソじみた感謝に、水竜は嬉うれしそうな声を上げた。

「えへへ、よかったね、ピュリィ。これから毎朝の目覚まし係はキミの仕事だね」

「ぴゅい！」

「おう……そりゃ、いいや、期待しちゃうぜ……」

　げんなりしつつも笑顔は絶やさないプロの父親っぷりに感心しつつ、ふと耳慣れない響きを思い返して呟つぶやく。

「ピュリィ……？」

「ぴゅいっ」

　復唱する形で呟いた言葉にも、水竜は反応して首を向けた。

「この子の名前だよ。せんせー、今まで名前つけてなかったでしょ」

「えっ。……ええ。別段、僕の飼い竜というわけでもなかったので……」

　これまで、考えたこともなかった。

　医者が患者に、名前など授けない。その意識が先行していたためだろうか。

「ダメだよ、家族なんだから。ちゃんと名前で呼んであげないと！」

「家族……そう、ですね」

　口にしたのは、随分と久しぶりな気がする言葉だった。

「キミも、今日からよろしく。ピュリィ」

「ぴゅいっ！」

　仲良く微笑ほほえみ合う竜と人とを眺めて、院長は溜ため息いき交じりにこぼす。

「竜が家族の生活ね……また随分、楽しくなりそうじゃねえか。なあ明日羽」

「……それ、皮肉で言ってるの？」

　さあな、と空返事しながら手癖でポケットをまさぐる院長の口に、明あ日す羽はが棒付き飴ロリポツプを包みも剥はがさないまま突っ込んだ。





　　　　◇






　スサノオ医院の使われていない応接室を模様替えした、簡素な教室。

　咲え茉ま、明日羽、霞かすみの三人が横一列に並び、長机を挟んで若わか虎とらと向かい合う。

　竜医認定試験まで、残り２１９日。

　ここから歩み出す、最初の授業だ。

「きりーつ！」

　がたん、と元気よく立ち上がった咲茉を、明日羽と霞がぽかんと見つめる。

　多分、何の示し合わせもしていなかったのだろう。ほんの数秒、直立不動の咲茉を見つめてから、二人は同時に笑い、彼女に倣って起立した。

「れいっ！」

　机にぶつけそうなくらい、深く頭を下げる。

『よろしくお願いします！』

　朝の教室に、二人分……いや、二とほんのちょっと人分くらいの挨拶が響いた。

「よっ、よろしくお願いします」

「ちゃくせーき！」

　そしてまた、元の位置に座り直す。

　開始の号令を受けた若虎は、言い知れない感動を覚えていた。

　昨日の夜からずっと、どんな風に何を教えていくべきか、最初は実力テストでもやってみようか、実技との兼ね合いは、スケジュールの足並みは……など、様々なシミュレーションを重ね、万全の態勢で臨んだ最初の授業ではあったが。

　なんのことはない、号令という儀式を経ただけで。そんな前準備の段階よりもはるかに強く、自分が「先生」としてそこに立っていることを実感させられる。

　教壇の景色。まっすぐに見つめる生徒たちの瞳。部屋の後ろに置かれた水槽で気持ち良さそうにぷかぷか漂うピュリィの姿も、『教室感』の増強に一役買っていた。

「それでは、本日の授業を始めます」

　いっそう気を引き締めながら、若虎は授業開始を告げた。

「って言われても、教科書とか何もないんだけど」

「今日はそれで構いません。あとから必要だと思ったら用意しますし、皆さんもお手持ちの参考書などがあれば持ち寄ってください。ただ」

「ただ？」

「僕の目的は、皆さんを型に嵌はめることではないので。教科書通りの授業をするつもりはないというのは、最初にお伝えしておきます」

　竜医というのは、知識だけを詰め込んでなれるものではない。そもそも子供の頭脳というのは大量の知識を詰め込むのには適していないし、現場で求められるのは知識そのものではなく、それをもとに何を考えどう応用するかという対応力だ。

　だから若わか虎とらは、教科書通りの知識は試験の要点程度に抑え、自身の経験した症例や事故事例などを取り扱い、考える力を身につけさせる方針を立てた。

「とはいえ、何を教えるにも、まずは現状を知ることから。皆さんの力を軽くチェックさせていただくため、このようなものをご用意したのですが……」

　三部の小冊子を三人に配っていく。ノートの切れ端に手書きの拙い問題用紙。

「ふおおー……なんか学校っぽい！」

「実力テストってことね」

「はい。……ですが、時間制限は設けません。何を見て調べても構いませんし、皆さんで相談して解いていただいても結構です」

「え、そんなんでいいのっ？」

「制限時間なしってことは、解くスピードは問わないわけ？」

　無論、本番の認定試験には制限時間がある。しかし今は本番ではない。

「速度は経験でカバーしていくものです。初めのうちは、間違った知識を頭に入れないことの方が大事ですので。まずは、一問も間違わないことを意識してみてください」

「……わかったわ。で、咲え茉まがもう解き始めてるけど」

「あれっ!?　あ、スタートって言うまでダメだった!?」

　相変わらずせっかちな咲茉に苦笑してから、改めてテストの開始を告げた。

　基本的に形式は「こうした症状の竜がいる、原因は何か？」の一問一答だ。そのほとんどは若虎の実際の経験に基づき、また過去の試験問題とも照らし合わせてある。引っかけ問題のような意地悪も少なくし、シンプルな知識や思考を問うものばかりを用意した。

　しばらく、黙々と問題を解いていく一同。五分ほど経たって、状況に変化が訪れる。

「んー……？　ううーん……」

「咲茉、どこかわからない所あった？」

「はーちゃん。これって何て読むんだっけ？　サカサマサカナ……？」

「……それは、逆げき鱗りんね。サカナじゃなくてウロコ」

「あー！　これウロコかぁ！　ありがとはーちゃん！」

　漢字の読み方とはいえ、明あ日す羽はが最初にコミュニケーションを図ったのである。

「ちなみに、逆鱗とは何のことでしょうか」

　そこで対話を終えようとした二人に、質問を投げかけてみる。

「えーっと、ゲキ、ゲキ……そう！　ゲキおこ！　ものっすごい怒ること！」

「……竜医学的には、竜の喉に一枚だけ生えている通常とは逆向きの鱗うろこのこと」

　二人の性格がそのまま出たかのような回答だ。

「はい、どちらも間違いではありません」

「やったぁ！」

「……『逆げき鱗りんに触れる』って、ことわざみたいなものでしょ？　そっちも正解なの？」

「まあ、実際の試験でゲキおこなんて答えたらバツになりますけど」

「あうっ」

「逆鱗が怒りの象徴だという直感自体は、竜医的には間違いでもないんですよ」

　テストを小休止し、小話程度の雑談を始める。

「竜は、たとえ子供相手であろうと、逆鱗に触れられることをひどく嫌います。それはもうゲキおこするほどにです。では一体なぜなのでしょう？」

「……？　なぜって、その……び、敏感だから？」

「なぜ敏感なのでしょう」

「びっ、敏感な所は敏感なのよ！　あんまビンカンビンカン言わせないでよね!?」

　何な故ぜか逆鱗に触れたようだ。

「では、咲え茉まさんはどう思いますか？」

「えっとね、喉のとこは他より痛いの。逆さまに生えてるからグサーッて刺さりやすいし、刺さっちゃうと血がいっぱい出て大変だから、触られるだけで危ないんだ」

　丁寧に彼女なりの言葉で解説してくれた所見は、ほぼほぼ正答。

「あ……！　そっか、逆鱗直下には主要な動脈や神経が集中してるから！」

「その通り。お二人とも、正解です」

　逆鱗は、竜にとっての急所だからだ。特に火を噴ける竜などは咽部の火か炎えん嚢のうが体温調節の役割も果たしている場合が多い。痛みに敏感なのも神経が多く通っているから。逆鱗に触れられると本能的に生命の危機を感じて、結果ゲキおこで拒絶するのである。

「このように、大抵の物事には理由があります。患者が苦しんでいるなら、必ずそこにも理由があるはずなんです。……それを考え続けることを忘れないでください」

「はいっ！」

「わかったわ」

　各々納得してテストに戻った咲茉と明あ日す羽は。二人の今のやり取りだけでも、それぞれの能力や思考のパターン、長所短所が見て取れた。

　明日羽は、根本的な自信の無さの表れなのか、詰め込んだ知識ばかりを頼ろうとする傾向にある。知識量は最年長ゆえか随一で、ヒントさえ得れば冷静な思考で結論を導けるが、ひとつひとつの知識の結びつきが弱い。「知ってたのに答えられなかった」の典型だ。

　一方の咲え茉まは、下手な新米竜医よりもはるかに多くの竜と触れ合ってきた経験からか、知識は無くとも知恵として直感的に物事を捉えている。自身の経験だから疑いも迷いもせず、最短ルートで結論を出す。「よく知らないけどわかってた」といったところか。

　どちらが優れているという話ではない。知識量という元々の武器が多い子は経験を積むことで大きく伸びる余地があるし、直感に頼った思考は状況判断の正確さを欠く。

　それぞれが長所でもあり、短所でもあるのだ。

　……とはいえ、この程度の短所で前の先生たちがこぞって匙さじを投げたというなら、早計にも程があるというもの。これで適性皆無なんてことは絶対にない。

「……？　…………？？」

「今度はどうしたの、咲茉」

　再び手を止め無言で首を傾かしげる咲茉を目ざとく見つけ、明あ日す羽はが助け舟を出す。

「あ、はーちゃん。えっとね、これ何だろう……？」

「ず、随分先の方の問題まで進んでるのね？　えっと、なになに……」

「…………（ちらちら）」

「……え、何これ。背中のこれ、こんなの見たことない……」

　ちらりと問題を覗のぞき込こんで、ああこれか、と若わか虎とらも納得した。

　背中に金属質の板状器官が立ち並ぶ竜が、体力低下と四肢の痙けい攣れんで苦しんでいるという状況。若虎の経験した珍しい症例を組み合わせて考えたオリジナル問題だ。

　背中の板は体温調節器官で、主成分は鉄。擦こすり合わせて熱を生み、身体からだ全体を温めるための器官。背板の補強を目的とした鉄分補給の際、落ちていた強力磁石を誤飲し、背板の一部が着磁、摩擦運動をうまく行えず軽度の低体温症に陥った。これが正答。

　考え抜けば正解に到達できなくはないものの、それでも超難問。これを難なく解けるようなら、ともすれば知識面では合格者のレベルに追いついているとまで言える代物だ。

「ど、どうしよう。わかんないわ」

「どうしてもわからなければ空欄にするか、もしくはその考えに至った理由を順序立てて説明すること。当てずっぽうで答えてはダメです。偶然正解しても身につきませんから」

　せっかくの助け舟も難問の重さに沈みかけ、二人してうんうん唸うなる咲茉と明日羽。

「むむむむむむぅ……！　はいせんせー！」

「はい、咲茉さん」

「頭を！　冷やします!!」

　勢いよく挙手し立ち上がると、背後の水槽に目配せ。アイコンタクトで通じ合ったピュリィが、水槽から首を伸ばして咲茉に水を噴きかけた。

「……咲茉さん？」

「ぷはっ！　すっごく頭がスッキリした気がする！　これが竜と一緒に暮らすってことなんだねせんせー……！」

「……違うと思います。あとそれ、当然試験本番ではできないので癖にしないように」

「はい……」

　しょんぼりする咲え茉まに、若わか虎とらは心ばかりのフォローを入れる。

「けど頭を冷やすというのは良い線行ってると思います」

　ヒントにもなる含みを込めた言葉。咲茉はフクロウみたいに「？」と首を傾かしげていたが、明あ日す羽はは鋭く気づいたようで再び問題文に目を走らせていた。

「…………（おろおろ）」

　そして、そんな様子の二人に、さっきからしきりに視線を送っている霞かすみ。

「…………（ふいっ）」

　と思ったら、声をかけずに俯うつむいてしまった。

　霞の短所は、おそらくここ。三人の中で一番わかりやすい。

　極度な無口ゆえのコミュニケーションの欠如。明日羽とは違う理由で、自分に自信が持てないタイプ。おそらくチーム医療においては最も大きい足あし枷かせになってしまう部分だ。

　考えに自信が持てなくても、まずは仲間に発信することが大事なのに、と思いつつ霞の答案をこっそりと覗のぞき込こむ。

「………………、ッ!?」

　そこには、「じしゃくをたべた」と書かれていた。

「か、霞さんッ！」

「!?!?!?!?（びくびくびくーっ）」

　天敵に遭遇した小動物のように、霞の小さな身体からだが思い切り跳ねて椅子から転げ落ちた。

「どわぁ、みーちゃん!?」

「あ、す、すみません急に！　お怪け我がはありませんか……？」

「…………（ふるふる）」

「何やってんのよこのロ……先生！」

　酷ひどい言いがかりをつけられそうになったが黙っておく。

「あれ？　みーちゃんの答え……もしかしてこの問題わかったの!?」

「…………（こくり）」

「えっ、すごいじゃない霞！」

「……で、では、お二人にどうしてその解答になったのか教えてあげてください。正解だけ教えてもお二人のためになりませんので」

「あ、てことはやっぱりこれで正解なのね」

「そっ……それはどうでしょうね」

　しまった。が、この際それはもういいだろう。若虎の興味は完全に霞に移っていた。

「…………（おろおろ）」

「それとも、僕がいると話しづらいのでしたら、しばらく退室していましょうか？」

「…………！（ふるふる！）」

　がんばって話してくれるらしい。

　それから霞かすみは、たどたどしくも一生懸命に、解答のプロセスを教えてくれた。

「……せなかの、いた。てつで、できてて……」

「鉄……なのねこれ。骨だと思ってたわ」

「ちが、とびだしてる、の」

　驚くべきことに、それも正解だ。血中の鉄分から形成された塊が体外に露出しているため、背板による発熱は血管を巡って全身にスムーズに行き渡りやすい。

「じしゃくを、たべて……せなかが、じしゃくになった」

「背中がくっついちゃったんだ！」

「……でも、それと衰弱、痙けい攣れんに何の関係があるの？」

「いたを、こすって、からだを、あっためるから……できなくなって、さむくなった」

「低体温症……！　確かに、身体からだの震えと衰弱はその症状だわ！」

「みーちゃん、ホントにすごいっ！　なんでわかったの？」

「……しってた、から」

　今日何度目かわからない驚きよう愕がくに、若わか虎とらは言葉を失った。

　知ってたはずがない。この問題は若虎が自分の経験を組み合わせて考えたオリジナル問題。現実に起こりうる症状ではあるが、丸っきり同じケースは記録にないはず。

　つまり霞は、若虎が問題のベースにした症例の全てをどこかで閲覧し、それぞれを知識として記憶していて、それらを組み合わせて結論を導き出したということになる。

　まるで彼女自身が既にどこかで最先端医療に従事したことがあるかのような、圧倒的な知識量、気づきと応用力。候補生を数日経験しただけで身につくようなものではない。

　一体どれほどの情熱を、この小さな身体に秘めているのだろう。咲え茉まや明あ日す羽はほど表には出さなくとも、霞も「絶対に竜医になる」という固い決意をもってここにいる。

　……だからこそ、若虎は歯は痒がゆくてならなかった。

　彼女が「知ってたのに答えなかった」ことが。
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　お昼を挟んで、眠気と戦う午後。

「……っはあ。で、できたわよ」

　最後にテスト問題を埋め終えたのは明日羽だった。

「お疲れ様です。これで三人の答案が集まりましたので、チェックしていきますね」

　子供たちに休憩を与えながら、答案に目を通していった。

　咲え茉まは一番早く解答を終えたが、ざっと見ただけでも凡ミスや勘違いでの誤答が多い。染みついた癖というものはそう易やす々やすと矯正できるものでもなさそうだ。

　次に明あ日す羽は。慎重に時間をかけただけあり、ほとんど正解だったが、咲茉と協力しても手元の参考書で調べても答えがわからなかった問題はいくつか空欄になっていた。

　そして霞かすみ。……全問正解。しかし、全問正解者が一人いるのにもかかわらず、残る二人の解答に間違いや空欄があるのは、彼女がそれを仲間と共有できなかったためだ。

「……みんな、惜しいな」

　思わず、口に出すべきでない言葉を口走ってしまい、慌てて取り繕う。

「い、いえ！　現時点で惜しいということは、ここから余裕をもってぐんぐん上を目指せるってことですから！　順調なスタートですよっ、頑張っていきましょう！」

「フォロー下手かっての」

　採点を終えたテスト用紙をそれぞれに返却していく。一喜一憂の表情だ。

「皆さんの苦手分野、弱点はおおむねわかりました。うまく弱点を克服していけば、皆さんはきっと素晴らしい竜医になれるはずです」

「えへへっ。がんばって、三人で絶対に竜医になるぞーっ！　おーっ！」

「へっ。お、おーっ」

「…………ぉー」

　決意を新たに団結する三人を見て、ふと。

　今の今まで大事な質問をしていなかったことに気づいた。

「そういえば皆さんは、どうして竜医になりたいのですか？」

　三人の情熱と執念の、原動力。竜医になりたいと思った動機を。

「はいっ！　あたしは、夢を叶かなえるため！」

「夢、ですか。それは一体どんな？」

「世界中の竜とお友達になる！　それがあたしの夢なんだっ！　そのために、竜と一番近くに居られるお仕事がしたい！　だから竜医になる！」

「それは、素敵な夢ですね」

　途方もなく大きな、文字通りの夢物語。だが不思議と、咲茉なら成し遂げそうに思えた。

「私、は……医者になればうちのボロ病院を助けられるから」

「明日羽さんは親孝行者ですね」

「っ、お、お父さんにはコレ言わないでよ！」

　きっと院長なら泣いて喜ぶだろうに。でもそれが鬱陶しいんだろうなと苦笑する。

「…………おん、がえし」

「恩返し。どなたか、お世話になった方が？」

「…………（こくり）」

「霞かすみはね。昔、竜に命を救ってもらったことがあるの」

　事情を知る明あ日す羽はが補足して説明してくれる。

「海の上で事故に遭ったところを、大きな海竜に助けられて。それからその竜とずっと一緒に暮らしてきたそうよ。その恩返しに、たくさんの竜を癒いやしてあげたいんだって」

「竜に育てられた、と……？」

　何それ羨ましい、とよだれが垂れそうになるのを抑えつつ、彼女の持つ不思議な雰囲気の由来に思い至った。竜に育てられたというのなら、多少の無口も納得できる。

「ね、せんせーは？」

「僕ですか？　僕は……」

　咲え茉まの期待に満ちた眼まな差ざしに、遠い記憶を呼び起こす。




『どんな病気も、治してあげられるドクターになりなさい』




「父……養父が、竜医でした。小さな頃は、いつも周りに竜がいて……病気や怪け我がをすれば、父が即座に治してくれた。ずっと憧れていました。ですがある日父は、」

「……天焔島に行ったんでしょ」

　僕のもとを去った、と言おうとしたところに、明日羽が割って入った。

「あれ。どうしてご存ぞん知じなんですか？」

「ご存知も何もないわよ。お父さんってことは、大人でしょ？　大人なのに竜医なんて、竜医の歴史上たった一人しか存在しない」

　知ってて当たり前、とばかりに明日羽が溜ため息いきをつく。

「まさか先生が、あの伝説の竜医、成なる滝たき熊ゆう二じ郎ろうの息子とはね」

　成滝熊二郎。世界で唯一の大人の竜医。そして、今から三十余年前、世界で初めて竜を治療した最初の竜医でもある。現在ははるか海の向こう、「竜の生まれる地」と称される特別禁止区域指定の秘境・天てん焔えん島じまへと渡り、医療と研究に従事している。

「そんな凄すごい人が身内にいたら、そりゃ憧れもするわよね……」

「憧れも、確かに理由の一つです。けど僕は、父が僕に託していったこの国の竜たちを、咲茉さんのように世界中とまでいかなくとも、この目と手の届く範囲の全ての竜たちを。どんな病気からも救い守ると誓いました。それが、僕が竜医を目指した理由です」

　窓の外、遠く広がる空を見つめ、遥はるか向こうの父に想おもいを馳はせながらそう告げた。

「……せんせー、カッコいい」

「…………（きらきら）」

　本当は、守れなかったんだけど。などと口にするのは、この羨望に満ちた眼まな差ざしに泥を引っかけるような行為にも思えたので、野や暮ぼな口は閉じておいた。

「皆さんにも、そんな竜医を目指してほしいです。それでは休憩終わり。解いてもらった問題を解説しながら、本日の復習を始めていきますよ」

「も、もうちょっとだけ休ませてよ!?」

　その日一番情けない、明あ日す羽はの悲鳴じみた抗議が飛び出すのだった。
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「ふふふ～」

　その日の夜。仕事から帰った緋あか音ねが、なんだかとてもご機嫌だった。

「むふふふ～」

「どうしたの、あか姉ねぇ」

「ふふ～、何だと思う、トラくん～？」

「うーん、何だろう」

　こういうのも男ならちゃんとわかるべきなんだろうか、と思いつつ何の心当たりもない。

「実はね。ひそかにオーダーしておいたものが、ちょうど今日届いたの～」

　そう言って、緋音は三つの紙袋を取り出した。

「ちゅうも～く！　今日はみんなに、プレゼントがありま～す！」

「えっ、何なに、あかねぇ!?」

　どうやら自分ではなく、三人のことで喜んでいたようだ。こういうところが緋音らしい。

　予期せぬサプライズに目を輝かせた咲え茉またちに手渡された、紙袋の中身は。

「……白、衣？」

　医師の象徴。穢けがれ無き、純白の装い。

「わっ、わぁあ！　うわーっ！　白衣だー！　こ、これ、ホントにもらっていいの!?」

「ふふっ、どうぞ～」

「ありがとうっ、あかねぇーっ！　だいすきーっ！」

「ふわぁ。んふふっ、わたしもよ～」

　全身全霊ではしゃぐ咲茉はもちろん、涙目で宝物のように白衣を抱きしめる明日羽も、無言でひたすら目を輝かせる霞かすみも、全員が心の底から喜んでいるのが伝わる。

「ねえねえねえ、せんせー！　着てみていい!?」

「ええ。竜医になるまで着ちゃダメなんてことはありませんよ。どうぞ」

　竜医にとっての白衣は、万能の鎧よろいでもある。あらゆる局面を想定し、耐熱耐寒耐電耐たい蝕しよく耐刃と様々な機能を備えた最新鋭の防護衣。竜の脱皮殻など貴重な素材を利用して製造するため大変高価ではあるものの、値段に見合った安全性は保証されており、竜医になるまで着てはダメどころか研修生であっても着用が推奨されている。

「わぁ……！　ぴったりだ！」

　真っ白に煌きらめく白衣を羽織り、くるりと一回転。

「ね、似合うっ？　ピュリィ！」

「ぴゅいぴゅーいー！」

「ちょっと水かけてみて！」

「ぷぴーっ！」

「水！　スッゴイはじく！　ぼーすいスゴいっ！」

「ぷぴゃー!?」

　興奮ボルテージマックスの咲え茉まが流れるようなスピード感で白衣の耐水性を検証した。

「うんうん、一気に雰囲気出るね～。みんな似合ってるよ～」

「ありがとう、緋あか音ねさん……嬉うれしい……」

　にこにことご満悦げな緋音の耳に、そっと囁ささやく。

「……けどあか姉ねぇ。これ高かったんじゃないの」

「未来の竜医さんへの、先行投資だから～。でもトラくんが三人を合格させてくれなきゃ、無駄になっちゃうけど～？」

「い、イジワル言わない。そこは安心して大丈夫だから」

　この希望に満ちた笑顔を、絶やすつもりはない。

「ねえ、せんせー、みてみて！　三人お揃そろいだよっ！」

「…………（にこっ）」

「ええ。よく似合ってま……って、えっ」

　そこでようやく、白衣の胸に縫い付けられたお揃いのアップリケの存在に気づく。

「ちょっ、あか姉ぇ！　アレまでつけたの!?」

「あ、気づいた～？　チビトラくんマーク～」

　胸元でガオーっと存在感を主張する、デフォルメされたトラのアップリケ。

　若わか虎とらが七年前に着ていた白衣についていたのと同じものだった。

「え、これせんせーともお揃いなのっ!?　わーい！」

「ふ……くくっ。チビトラっ……可愛かわいいじゃない先生……子供、みたいで……ぷふっ」

「かっ、からかわないでくださいよ……！」

「…………（にこにこ）」

　何だか無性に恥ずかしい思いをしつつ、雛ひな谷や若虎の魂が受け継がれていくのを感じるようで、内心ちょっぴり嬉しかった。

　バラバラな夢を見据えながらも、同じゴールに向かって走る、三匹の小さなトラ。




　──小さき者らの集いの名は、やはり盟友が決めるがよい。




　自然に、すとんと胸に落ちるように。その名前は若わか虎とらのもとに「降りてきた」。

「──『リトルタイガー』」

　彼女たちに、ぴったりの名前。

「チーム・リトルタイガー。……なんて、どうでしょうか。皆さんのチーム名」

「[image: ][image: ][image: ]っ……！」

　嬉うれしさが限界値に達したのか、若虎の胸にダイブする咲え茉ま。

「最っ……高だよっ!!」

　顔を真っ赤にし、慌てて引ひき剥はがしにかかる明あ日す羽は。

「ちょっ、何ひっついてんのよ、このロ……先生！」

　余った白衣の袖で口元を隠しながら、くすくすと笑う霞かすみ。

　それぞれの長所、短所はバラバラでも……三人でひとつのチームなら、きっと一人ひとりより大きな力を生み出せる。もっと遠くへ踏み出せる。

　今までは別々に竜医を目指してきた三人が。

　揃そろいの白衣で、並んで踏み出す、今日が最初の第一歩だ。
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「久しいな、小さき者よ。我は紅ぐ蓮れん十じゆう字じの蛇[image: ]魔女アスクレピオス！」

「久しぶり、イトさん！　あたしはリトルタイガーの小さき者ですっ！」

　謎の挨拶を交わし、咲え茉まと絃いとは実に一ヶ月ぶりの再会を祝した。

「ぴゅいー。ぴゅぴゅいぷいぷぴ」

「お主もな、『清流の旋律ピユリイ』。息災であったようで何よりよ」

「ぴゅい！」

　咲茉が紅ぐ蓮れん亭に遊びに来るときは、ピュリィもいつも一緒だ。

「ぐぉうおーう！」

「わはぁっ、スターライトちゃん、元気だった？」

「ぼふぅーふっ」

「ごめんねエクリプスくん。ここのところテスト続きで」

「みぅーみぅ」

「やっと会いに来れたよ、ローズクォーツちゃん」

　店に入るなり竜たちに囲まれ、あっという間に紅蓮亭よくばりセット状態に。最近のテスト地獄を頑張るため自制してきた咲え茉まにとっては、嬉うれし過ぎるご褒美だ。

「テスト漬けとは盟友も厳しい指導をする。まあその盟友は昨日もここへ来ていたがな」

「えっ、ズルい！」

「意地でも時間を確保して竜たちに会いに来るからな盟友は。気持ち悪……いや上客だ」

「むむぅ～……せんせーめっちゃドラ充じゆうしてるぅ……」

　竜とのふれあいに対する執念で若わか虎とらに負けたのが、咲茉はなんだか無性に悔しかった。

　若虎が咲茉たちリトルタイガーの先生となり、スサノオ医院での受験合宿生活が始まってから、二ヶ月半が経たった。暑かった夏も過ぎ、木々は彩りを増し、秋めく風が残暑を吹き払っていく日々。秋が、そして冬が少しずつ近づいてきていた。

　試験までは残り１５０日を切っている。実技指導に進むための座学のノルマを、ようやく昨日咲茉がクリアし、三人揃そろって次のステップに移れるという節目の日でもあった。

「ふむ、実技指導か……それで、我が愛いとし子ごたちの手を借りたいと？」

「あっ、ううん。今日は単純にみんなに会いたかっただけだよ」

　日を浴びて咲く花のような満開のスマイルに、絃いともつられて相好を崩す。

「そうかそうか、愛うい奴やつめ。やはりうちの子にならぬか小さき者よ」

「えへへっ、気が向いたらね！　それよりも、今日は……あ！」

「ぴゅい……！」

　店内を見回していた咲茉が、何かに気づいて嬉しそうに駆け寄る。

「ぐぁうー。ぐこっ、ぐこっ」

「グッカ！　久しぶり！」

「……………………ぬーん」

「ヌロールも、元気だった？」

　若虎の家に住んでいた赤熱竜と風翼竜。ピュリィと同じように、咲茉から授かった名前を呼ばれ、二匹は揃って嬉しそうな唸うなり声ごえを返した。

　離れて暮らすことにはなったものの、今では紅ぐ蓮れん亭の面々ともすっかり仲良くなり、カフェを手伝ったりお客さんと遊んだりと充実した日々を過ごしているようだ。

「えっへへー。ピュリィも、みんなに久しぶりに会えて嬉しいよね」

「ぴゅいっ！」

「ぐぁぐがぁ。ぐがっがっ」

　交わす言葉など絃にはわからないが、長年連れ添ってきた兄弟のような気安い仲の良さが、傍はたから見ているだけでも伝わってきた。

「ね、グッカ。キミにお願いがあるんだ！」

「ぐぁぐ？」

「ピュリィと一緒に、あたしのサプライズクッキング、お手伝いしてくれないかな？」
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　それから、数日が過ぎた朝。

「ふぁ。おふぁよー、へんへぇ」

「ぴゅいー……」

　早寝早起きの咲え茉まにしては珍しく眠たそうな顔と声が、洗面所で若わか虎とらを出迎えた。

「おはようございます、咲茉さん、ピュリィ。けど歯磨きしたまま喋しやべらない」

「ふぁい」

　お行儀の悪さを注意すると、咲茉はおもむろに天井を仰いで口をあーんと開けた。

「ぷぴー……」

　そこに向かって、いつもより少し弱い勢いで噴き出されるピュリィの噴水。

「ぶくぶくぶく……ぺっ」

　絵面自体は少々よろしくないが、ピュリィ……水竜種の噴き出す水は別段汚くはない。それどころか、高度に発達した濾ろ過か機構はそこいらの浄水器よりもよほど高性能で、ご家庭の水道水よりも清潔な水を噴射できる。彼らの別名が『水清竜』と呼ばれる所以ゆえんだ。

「ふぁぁ……ありがとーピュリィ」

「ぴゅいー」

「……咲茉さん。最近夜更かししていませんか？」

「へっ!?」

　半眼のままぼーっとしていた姿に若虎が当然の疑問を投げかけると、まるで電流が走ったかのような勢いで咲茉が目を見開いた。こんなにわかりやすい図星があるだろうか。

「そ、そ、そなことないよ!?」

　猛然と首を振る咲茉の頭上で、心なしかピュリィも縮こまって見えた。

「ピュリィ。キミも咲茉さんに付き合って夜更かししてるんじゃないか？」

「ぎぴゅっ!?」

　咲茉よりわかりやすい図星、早速見つかった。

「ど、どうしてわかるの、せんせー……？」

「二人ともいつもより元気がないので。毎日見ていればそれくらいはわかります。……とやかく咎とがめはしませんが、もし無理をしているなら課題の量を調整などはできますから。調子が悪いのなら隠したりしないでくださいね」

「あ、それはっ、だ、だいじょぶ、ですっ！　朝ちょっとだけ、ねむいだけだし！」

　それは大丈夫、ということは、夜更かしは勉強とは関係ない別の事情なのだろうか。

「……何にせよ、お大事に、ですよ」

「はっ、はいっ！」

　軽く釘くぎを刺し、若わか虎とらは手早く顔を洗って洗面所を出て行った。

「……咲え茉ま？　先生と何かあったの……って、ひっ!?」

　入れ替わりで入ってきた明あ日す羽はが、咲茉の頭上の違和感に気づいて小さく叫んだ。

「ぴゅい？」

「び、びっくりした……ピュリィ、いつも頭にフィットし過ぎてて見えづらいのよ……」

「あははっ。はーちゃん、なかなか慣れないねー」

「……っ。わ、悪かったわね」

「んーん。悪くなんかないよ。それがはーちゃんのいいとこだもん」

「なにそれ」

　何な故ぜかにこにこと嬉うれしそうな咲茉につられるように、明日羽も微笑ほほえんだ。

「……で、先生のことだけど。もしかしてあのこと、バレちゃったの？」

「ううん。ちょっとアヤしかったかもだけど、まだヘーキだよっ」

「そ。私も霞かすみも、できることは何でも手伝うつもりだから。何かあったらすぐ言うのよ」

「えへへっ、ありがとー、はーちゃん！」

　いつもの笑顔で、本気の心配をかわされた気がして。

　明日羽は、ほんの少しだけ寂しかった。
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「ふぁあ。おはようさん……」

　いかつい顔とファンシーパジャマのマリアージュをキメた院長が、眠そうにご登場。

「おはようございます、院長」

「おはよー、いんちょー！」

「もー、だらしないわね。もう緋あか音ねさん出かけちゃった時間よ」

「いいだろ、休診日くらいゆっくり起きて来たってよォ……」

　じょりじょりと顎を掻かきながら、寝ぼけ眼で新聞を取りに玄関まで。

「どォわァァ!?」

　ほどなくして、ドッキリを仕掛けられた芸人のような派手な叫び声が聞こえた。

　駆けつけると、そこにいたのは。

「のすーん」

「な、なんだこいつは！　おチビの客かァ!?」

　首の長いぬぼっとした顔つきの竜と、腰を抜かして倒れ込んだ院長のツーショット。

「あ、いらっしゃい！」

「いらっしゃいじゃねんだよ！　いつからウチは気軽に来れる竜の相談所になった！」

「ああ、すみません院長、相談もなしに。僕が咲え茉まさんにお願いしたんです」

　実技指導に備え、人脈ならぬ竜脈が豊富な咲茉に、困ってるお友達がいたらここに来てもらうよう触れ回っておいてほしいと伝えてあったのだ。

「のずぅん！」

「あー、大丈夫だよ。この人、大人だけど怖くないよ。顔は怖いけど」

　怖い顔の大人を警戒してゆらゆらと首を振り回していた竜を、咲茉がなだめる。刺激しないよう、若わか虎とらは院長を助け起こして室内へと戻った。

「ったく……朝から心臓に悪いんだよ……指導に必要ってんなら仕方ねえけどよ」

「ピュリィがいても、まだ大きい子は慣れませんか」

「竜は竜だろ、サイズだけの問題でもねえ。人間、どうしたって慣れねぇモンはある。なんせ俺の竜嫌いはおやっさん譲りの筋金入りだからよ、そう簡単にいかねえ」

　院長の遠い目に、若虎はふと前々からの疑問を投げかけた。

「前院長のこと、おやっさんって呼んでますけど……お父様とは違う方なんですか？」

「おう、俺の嫁さんの父親だな。結婚する前から医大で世話んなってた人でよ」

　そこまで聞いて、しまったと思い口を噤つぐむ。院長の妻……すなわち明あ日す羽はの母親は、今はいない。離婚か死別か、踏み込んだことは聞いていないが。

「んだよ、別に気にするこたねえって。明日羽の前で話題にしなきゃ、構やしねえよ」

　ばんっ、と背中を叩たたかれる。

「そのうち、酒の席ででもじっくりと話してやらァ」

「……僕、未成年ですよ」

「はっは、じゃあしばらくお預けだな」

　しばらく先。それは、いつになるのだろう。若虎の二十歳の誕生日より先に、認定試験の日が訪れる。その先のことを若虎は何ひとつ考えていなかった。リトルタイガーの皆を試験に合格させることが、今の自分にとっての全てだったから。

　三人が合格して竜医になったら、「先生」の自分は何者になるのだろうか。

　そんなことをぼんやりと考えていると、玄関から咲茉がどたばたと戻ってきた。

「せんせー！　たいへんたいへん！」

「どうしました？」

「お友達のお友達が、お腹なか壊しちゃったみたい！」

　ついに来たか、と息を呑のむ。お腹を壊してしまった子には申し訳ないが、咲茉たちに実技経験を積ませるチャンスがようやく巡ってきた。

「わかりました。では、皆さん白衣に着替えて。チーム・リトルタイガー、出動です！」

　先のことはいい。今は、目の前のことだけ考えて走っていよう。

　三人を導く間は、迷っている暇などないのだから。
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　病院のすぐ傍そばの公園で、患者はうずくまっていた。

　大きな身体からだを囲むように集まった竜たちが心配そうに咲え茉まに道を空ける。見たところ、命に関わるような症状ではなく、竜影ガストもしばらくは発生しなそうだ。が、かといって苦しむ患者の前で医者が悠長に構えていていい道理などない。早急な処置が望まれる。

　駆けつけたリトルタイガーを先に行かせ、若わか虎とらは公園の入り口付近で立ち止まった。

「……僕はこのくらいの距離まででしょうかね」

　大人の自分がこれ以上近づいては、無闇に患者を刺激することになってしまう。

　とはいえ、竜医候補生の咲茉たちによる医療行為は、教育責任者の監督・指導の下で行われなければならないため、完全に彼女たち任せにもできない。

「何かあれば指示します。咲茉さん、まずはやれそうなことを考えてみてください」

「はいっ！」

　座学においても、そしてこれから指導していく実技においても、若虎はとにかく「考えさせる」指導を常としてきた。患者が苦しむ理由を、考えて考えて考えて見つけ出す、それができる竜医になってもらうために。

「ウグゥゥゥ……」

「大丈夫？　お腹なか痛いんだよね。変なもの食べちゃったのかな？」

　患者のお腹を優しくさするも、苦しそうに呻うめくばかりだ。

　少し離れて様子を窺うかがう明あ日す羽はに、咲茉が声を上げて尋ねる。

「はーちゃん！　お腹痛いときって、どんなのがある？」

「過食。毒草誤飲。消化困難な異物の誤飲。あとはウイルス性の消化器疾患、かしら」

「では明日羽さん、それらの候補からどのように症状を特定しますか？」

「第一に触診。腹部に膨満が見られれば、過食の可能性大。あとは消化できないような固いものを食べてしまってた場合、牙に痕跡が見えるかもしれないわ」

「わかった、調べてみるね！」

　枝葉を伸ばすように知識を引き出す思考、その速度も随分と鍛えられてきた。あとは実践経験。見て触って身につけることで、明日羽の武器は盤石なものになるだろう。

「よしよし、あーんしてね……」

　一方、既に腹部を触診し異常なしと診断していた咲茉は、速やかに口内の確認に移っていた。迅速な行動の一方で、一旦立ち止まって仲間の意見を仰ぐことも忘れない。

　二人とも、初の実技指導とは思えないくらいに落ち着いていた。

「……あ！　はーちゃん、ビンゴかも！　歯の形、変！　欠けて丸っこくなってる！」

「やっぱり、固いものを食べちゃったみたいね……なら、上から出してもらいましょう」

　誤飲してすぐの処置であれば、吐き出させるのが一番良い。現状で痛みを訴えているようなので、胃の手前あたりに異物が引っ掛かっている線もある。

「…………（じっ）」

　一歩引いた位置から、周囲に目を走らせているのは霞かすみだ。その視線が、若わか虎とらも公園に着いた時点で目をつけていた遊具を捉えた。流石さすがの気づきと観察力だった。

　何を見つけましたか、と声をかけたい気持ちを抑える。彼女には、自分の意見を自分から伝えられるようになってほしい。

「……霞！　何か見つけた？」

　そう思っていたら、明あ日す羽はが先に声をかけた。これもチームワーク、悪いことではない。ぱっと顔を上げた霞が、公園の奥にある遊具……ブランコを指差す。

「ブランコ……？　あっ、チェーンが欠けてるわ……」

「あれ食べちゃったのかぁ。もうっ、食いしん坊さんだなぁ。ほら、ペッしよ、ペッ」

　嘔おう吐とを促すように、お腹なかから胸、胸から首の付け根と、さする場所を上げていく。

「っ、咲え茉まさん！」

　それがあまりに滑らかな動きだったため、注意するのが一瞬遅れた。

　咲茉の指先が、ほんのわずかに。患者の逆げき鱗りんを触っていた。

「グルルァァァ!!」

　獰どう猛もうな叫びを上げて、患者が暴れ出す。大きく開いた顎が、咲茉の腕に噛かみついた。

「!?　い、嫌っ……！　咲茉ぁっ！」

　明日羽が取り乱して悲鳴を上げるが、咲茉は振り返ってにこりと笑ってみせた。

「大丈夫、痛くないよっ。歯も丸いし、白衣もガンジョーだから」

　噛まれていない方の手で、患者の頭を優しく撫なでる。

「ごめんね、痛かったよね、怖かったよね。あなたを傷つけるつもりはないから……」

　しかし、患者は一向に落ち着かず、咲茉の腕を放そうとしない。少々まずい状況だ。このまま患者が我を忘れて暴れ続け、体力を消耗していくと……最悪、竜影ガストが出る。

「────♪」

　その時、若虎も予想していなかったことが起きた。

　霞が、歌を歌い始めたのだ。

「……まさかこれが、例の……？」

　咲茉や明日羽から、話だけは聞いていた。霞は、育ての親の竜に子守唄を教わったと。

「ウゥ……ゥ……」

　歌を聞いた途端、それまで暴れていた竜が次第に大人しくなり始めた。

　竜の苦痛を緩和し、安らぎを与える癒いやしの歌。他に類を見ない、霞かすみだけの技能だ。

　やがて患者は、すっかり大人しくなって咲え茉まを解放した。

「グゲッ、ゲホッ！」

　次いで、金属片を吐き出した。暴れ回った反動でなのか、誤飲した異物が喉の近くまでせり上がっていたらしい。

「あ！　ペッできたね！　よしよし！」

「ムグゥ、ケホッ、カホッ……」

「もう平気？　痛くない？」

「グルルゥン」

　よかった、と喜ぶ咲茉に、明あ日す羽はが声を投げかける。

「……胃洗浄！　その破片が錆さびてたら、体内に錆さびが残って良くないわ！」

「…………（ふるふる）」

　霞が首を横に振る。若わか虎とらの見解も同じだった。

「明日羽さん。ブランコのチェーンを見てみてください」

「え……？　あ、変に色が変わってるところがある……？」

「彼が舐なめたり齧かじったりして錆をこそげ取っていた跡です。もともと錆を摂取し分解して養分とする種ということですね。なので、体内に残った錆はそのままでも平気かと」

「あははっ、やっぱり食いしん坊さんだ！　アイスの棒ずっと舐めてるタイプだね！」

　同じく食いしん坊の咲茉にも、謎の共感があるようだった。

「咲茉さん、腕は平気ですか？　帰って院長にきちんと診てもらいましょう」

「ヘーキだよっ、このくらい……」

　にこにこ笑いながら戻ってきた咲茉を、明日羽がギュッと抱きしめた。

「はーちゃん？」

「怖く、なかった……？　咲茉……！」

「……ん。うん。心配かけてごめんなさい」

　咲茉が、腕を伸ばして明日羽を抱きしめ返す。

　多少のトラブルはあったが、最初の実技指導はこうして何とか無事終えることができた。

「では、咲茉さんの診察が終わったら、反省会しましょうか」

　とはいえ、実技指導の本義は振り返りにこそあるのだが。すっかり一山越えた気でいた咲茉の笑顔が、ぴしりと固まるのがわかった。
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「お疲れ様でした。本日の授業はここまでです」

「ありがとうございましたっ！」

　みっちりと復習が取り行われ、既に日は暮れかけたものの、すっかりへとへとの明あ日す羽はと霞かすみに比べ、咲え茉まはまだまだ元気があり余っているようだ。

「それじゃ、あたしたちちょっと出かけてくるね！」

「ぴゅい！」

「え、今からですか？　どちらへ……」

「ごめんせんせー、急いでるんだ！　夜ごはんまでには戻るから平気！」

「行ってらっしゃーい……」

「…………（ひらひら）」

　グロッキーな明日羽と霞が手を振って見送る頃には、咲茉は既に教室を出ていた。

「随分と慌ただしいですね……明日羽さん、行き先はご存ぞん知じですか？」

「さあねー。知らないわー」

　知ってるなこれは。同じように霞にも視線を向けてみる。

「霞さんは何か……」

「…………（ふいっ）」

「じーっ……」

「…………（ちらっ）」

「じぃーっ……」

「…………（きょどきょど）」

「先生。口で『じーっ』て言うのキモいわよ」

「もう少しオブラートに包んでくださいよ」

　棘とげのある罵倒が素直に心に来る。

「咲茉に限って、危ないことしてるわけじゃないから平気よ」

「……そうですね。勉強にもそこまで支障は出ていませんし」

　事情を知っていそうな明日羽と霞が容認しているのだから、危険もないのだろう。

「私はむしろ、今朝のことの方が心配だわ……」

「咲茉さんが噛かまれたところですか？」

　あの後、院長にも一応診てもらったが、傷はなかった。歯が丸く削れていたのもあるが、それでも白衣越しでなかったら危ないところだった。緋あか音ねの用意してくれた白衣に感謝だ。

「幸い怪け我がはなかったけど、痛くなかったはずないわ。それなのにあの子、顔色一つ変えないまま……私一人慌てふためいて、情けない話よ」

「そういうのは慣れですから」

「……っ。慣れ、ね……」

「それに明日羽さんのような視点もチームには必要なんですよ」

　思うに、咲え茉まは竜と深く関わり過ぎて、必要最低限の恐怖心すら失なくしている。

　治療中に竜に一度噛かみつかれれば、大抵の竜医は痛みを知って及び腰になるものだ。竜とは本来、強大で人の手に余る生き物だと身をもって実感できる。その力を恐れて慎重になるくらいが竜医としてはちょうどいい。適度な恐れは、より良い治療につながるものだ。

　しかし咲茉にはそうした恐れが見られない。いつか多くの竜医が恐怖をもって後退すべき場面に出くわした時、彼女は迷わず前進を選ぶだろう。かつて若わか虎とらがそうしたように。

　明あ日す羽はは逆に恐れ過ぎるくらいであるが、それでも咲茉には見習ってもらいたい。

「そういう部分は、明日羽さんがしっかり伝えてあげてくださいね」

　明日羽にとっては得意分野だろう。彼女は普段から仲間によく気を配っている。

「ふ、ふん。言われなくたってそうするわよ！」

　赤らめた頬ほおを隠すように顔を背け、明日羽は教室を出て行った。

「…………（ぺこり）」

　次いで、霞かすみもぱたぱたとその後をついていく。

　誰もいなくなった教室でひとり、若虎は小さく溜ため息いきをついた。

「……とはいえ、克服は難儀だな」

　実技を通じて、より明確になった個々の弱点。恐怖を知らず前のめりな治療を行ってしまう咲茉と、気づきは鋭いもののやはり仲間にそれを伝えられない霞。後方で全体のサポートに徹した明日羽のフォローが無ければ、治療はもっと難航していただろう。

「……次の患者は、明日羽さんに診てもらうことにしようか」

　明日羽の負担を減らすためにも、次回は咲茉や霞にもサポートに回ってもらうべきかもしれない。いつまでも明日羽がサポート役でいては、経験もなかなか積めない。実経験不足が明日羽の最大の弱点なので、その克服のためにも必要な措置だろう。

　それに一度後方に回れば咲茉や霞にもサポート役の苦労がよくわかるかもしれない。普段の自分のやり方を客観的に見つめ直すいい機会にもなるはずだ。

「そういえば、僕もあか姉ねぇには苦労かけてばかりだったな……」

　若虎や絃いとを始め、破天荒で個性的なチームメイトたちをまとめて面倒見てくれていた縁の下の力持ち。みんなのお姉ちゃんだった緋あか音ねには、今でも感謝が絶えない。

「……で、そのあか姉ぇを思い出してお腹なかが空すいてくるのはどうなんだ」

　くうと鳴ったお腹を、飼い主の帰りを待つ猫のような気分でさすり、苦笑した。





　　　　◇






「うむ。美味であるぞ、小さき者よ」

「ホントっ!?　やった！」

　カフェ紅ぐ蓮れん亭。師のお墨付きをもらい、歓喜する少女の声が閉店後の店内に響いた。

　もう何度目になるかの訪問。若わか虎とらたちに内緒で毎日授業が終わるたびに訪れていたここで、咲え茉まは絃いとに料理を教わっていた。

　若虎と緋あか音ねに、日頃の感謝を込めたサプライズディナーを振舞うために。

「グッカの火加減のおかげだねっ。イエーイ！　ハイタッチ！」

「ぐるるん……」

　見上げる体長の竜に向かって両手を構えた咲茉に、グッカはふるふると首を振った。

「あ、そっか触っちゃダメだった」

　赤熱竜は、石炭様の鱗うろこを高温化してヒーターのように周囲の空気を温める。ドライヤーやガスコンロの代わりにすらなる彼の身体からだは、迂う闊かつに触れば大おお火傷やけどだ。

「火傷する前に気づけたのは成長だな。日々の学びが活いきている証拠だ」

「ぐるぅる」

「オレが教えてやったからだろ、って言ってそうな気がする！」

「うむ、我もそんな気がする」

「ぼるるぅふ……」

　いかにも呆あきれた様子で、高温の溜ため息いきをついた。

「ぴゅいぴゅーいっ」

「やだなぁ、もちろんピュリィの水加減も忘れてないよーっ」

　褒められたピュリィが誇らしげに胸を張る。火と同様に水も料理の肝。具材を洗ったり鍋に水を注いだりするばかりでなく、大おお雑ざつ把ぱな目分量で調味料を加える咲茉をフォローするように細かな水量の調整までしてくれていた。

「ぴゅふぃーっ？」

「ぐるぅ、ぐぐぅ」

「ぴゅぴゅい！」

「ぐるぅあう！」

「こらこら、ケンカしないのっ」

　睨にらみ合あう二匹を咲茉が優しく宥なだめる。

「我には喧けん嘩かというよりも、どちらがより小さき者の役に立っているかで微笑ほほえましく張り合っているように見えるな」

「そんなの、どっちもだよーっ。手伝ってくれてありがとう、ピュリィ、グッカ！」

　満面の笑みで感謝を告げる咲茉に、両者もほだされて矛を収める。

「絃さんのマルがもらえたから、サプライズ作戦決行は明日！　明日もよろしくね！」

「ぴゅいっ！」

「ぐがうっ！」

「盟友も教師冥利に尽きるであろうな。可愛かわいい教え子と可愛い竜たちが一緒になって自分のために料理を振舞ってくれるとあらば、泣いて喜ぶに違いあるまい」

「えへへっ。だと嬉うれしいなぁ……ずっと秘密にしてきたし、いっぱい喜んでほしいなぁ」

　若わか虎とらには今日まで、数えきれないほどたくさんのものをもらってきた。少しでも恩返しがしたい、自分にできることは何だろう。

　そう考えた時、若虎が比較的得意ではないもの、そして咲え茉ま自身がもらって一番嬉しいものといえば、お腹なかいっぱいの美お味いしい料理だった。

　いつも美味しいごはんを作ってくれる緋あか音ねにも、ささやかながらの恩返しだ。自分が料理を覚えれば、この先緋音を手伝ってあげることもできるかもしれない。

　その代償として、ちょっぴり夜更かしが続いてはしまったが。二人への恩返しのためなら、朝ちょっとだけ眠くなってしまうことくらい安いものだ。

「喜んでくれるかなぁ。喜んでくれるといいなぁ」

　二人の笑顔を想像して、思わず自分まで笑みがこぼれてしまう。

「んへへぇ……楽しみ」

「サプライズなのだろう、そんなバレバレの態度で良いのか？」

「ダメだけど、にやけちゃうよーっ！」

　こんな可愛い子に大切に想おもわれて、盟友の幸せ者めと絃いとは苦笑するのだった。
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　そして、迎えた翌日の夜。

「食材おっけー、調理器具おっけー。キッチンスタッフ、準備かんりょー」

「ぴゅい」

「ぐぁうー」

「これより、サプライズクッキング大作戦を開始しますっ」

　こっそり連れてきたピュリィとグッカと共に、行動開始。グッカは身体からだが大きくて白びやく檀だん家のキッチンには入れないので、先日竜の治療を行った近所の公園で道具を広げている。

　若虎ターゲツトは現在、明あ日す羽はの頼みで個人補習にお付き合い中。注意を引いている間に作り終えた料理を食卓に並べ、疲れた若虎を歓迎する算段だ。

「…………（ぐっ）」

「ありがと、みーちゃん。がんばるね！」

　傍そばで見守る「お料理食卓に届ける係」霞かすみの応援を受け、咲茉はぐっと親指を立て返した。

「ぐらららららぅ……！」

「おおう、気合入ってるねグッカ！　でもお料理焦がしちゃダメだよ、練習通りにね！」

　いつもより熱の入った鳴き声に、やんわりと注意する。

「ぴゅひぃ……」

　反面、ピュリィはなんだか調子が悪そうだった。吐き出す水にもいつもより勢いがない。

「ピュリィ？　大丈夫？」

「ぴぃ、ひぃ、ぷぴぃ……」

　昨日は作戦決行に備えていつもよりぐっすり眠ったはず。寝不足が原因でないなら……。

「もしかして熱い……？　グッカ、もう少し熱抑えられるかな」

「ぐ、ぐぁぐっ？」

　普段より高い体温は無意識だったのか、グッカは戸惑いを見せた。急に言われても、そんなすぐに身体からだは冷ませない。

　まごつくグッカに、苛いら立だちを顕あらわにしたのはピュリィだった。

「ぴぃぃ……！　ぴゅぎぃ！　ぷぎぃ！」

「お、落ち着いてピュリィ！　今、お水かけてあげるから、ねっ」

　ジタバタと不満を見せるピュリィを、水飲み場へ移そうと抱き上げる。一瞬、哀かなしそうな表情を見せたグッカに向かって、

「ぴゅばーっ！」

　ピュリィが勢いよく水を吹きかけた。

「がぁう……っ!?」

「あっ!?」

　じゅう、と蒸気が噴き上がり、急冷された鱗うろこに亀裂が入る。

　人間に喩たとえてみれば、凍傷にも等しい激痛。投げつけられた理不尽に、吠ほえる。

「……！　ぐがぅぁあああ!!」

「ダ……ダメっ……！」
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　教室の扉が、勢いよく開けられた。

「…………!!」

「霞かすみさん？　ど、どうかしましたか」

　息を切らし、血相を変えて飛び込んできた霞の様子に、ただならない気配を感じる。

「……た……たす、けて」

　何かを察したらしい明あ日す羽はが、白衣を羽織って飛び出し、霞も慌てて彼女に続く。

「ちょ、お二人とも！　一体何が……!?」

　怪け訝げんに思いつつも、若わか虎とらも二人を追った。




「……咲え茉まっ！」

　辿たどり着ついたのは先日の公園。少女と水竜と赤熱竜とが、揃そろってうずくまっていた。

「あっ……だ、ダメだってば、はーちゃん。せんせー連れてきちゃ……」

「んなこと言ってる場合じゃないでしょッ！」

　霞かすみが涙目になりながら咲茉を助け起こす。

「っつぅ……！　あはは、白衣着ておくんだったかなぁ」

「咲茉、あなた火傷やけど……！」

「ピュリィが冷ましてくれたから平気。あたしより、ピュリィとグッカを見てあげて」

　痛みを噛かみ潰つぶすように歯を食いしばり、必死に笑顔を取り繕う。

　グッカの局所的に黒ずんだ表皮、ひび割れた鱗うろこ。ピュリィの部分的に乾いて変色した鱗と、咲茉の肩から腕にかけての軽い火傷。おおよその状況は掴つかめた。

　不幸中の幸いか、彼らは若わか虎とらの友達だ。大人の若虎でも治療にあたることはできる。

「……咲茉さんを病院へ連れ帰ります。お二人は、彼らの手当てを」

「えっ……」

　明あ日す羽はの声に、戸惑いの色が見えた。

「わ、私が……!?」

「このまま衰弱が進むと不ま味ずいです。僕もすぐに戻りますが、速やかに処置を」

「い、いいよ、はーちゃんっ。だいじょぶ、あたしが手当てするから！」

「咲茉さんは今、白衣も着ていない怪け我が人です！　大人しく治療を受けてください！」

　拒む咲茉の手からぐったりしたピュリィを抱え上げ、明日羽に託そうと差し出す。

　しかし明日羽は一向に受け取ろうとしない。心なしか顔も青ざめて見える。

「明日羽さん？　早く！」

　焦る気持ちのまま、一歩、詰め寄る。

　拒む明日羽の指先が、ピュリィの鱗にほんのわずかに触れた瞬間。




「いっ……イヤぁああっ!!」




　電流が走ったかのように、明日羽は叫び声を上げてピュリィから飛とび退のいた。

「……明日羽、さん？」

「あ……っ、ち、違……！」

　慌てて弁解しようとする明日羽の瞳は恐怖に染まり、声は戦慄に震え。

　言葉で取り繕える段階をゆうに超えていた。

「……わかった。僕と霞さんで何とかする。明日羽さんは咲茉さんを病院へ」

　声のトーンを落として「モード」に入ると、叱られた子供のように明あ日す羽はの肩が小さく跳ねた。威圧感を与えるつもりは無かったのだが、今はそこまで構っている余裕がない。

「ピュリィの治療は、前に一度見てるから霞かすみさんにもできる。できるね？」

「…………（こくっ）」

「ま、まって、せんせー。こんなケガ何ともないよ、あたしも手伝えるからっ！」

「チームの仲間を頼ることを覚えて。咲え茉まさん一人が無理したらそれはチームじゃない」

「っ、……はい」

「行って、明日羽さん」

　観念した咲茉を連れ、明日羽が公園を後にする。

「霞さん。水飲み場の水道水を濾ろ過かフィルターに通して患部の十分な冷却と洗浄を。その後の消毒と保護処置は前回と同じく自然分泌の膜液で」

　霞に手短に指示を出し、グッカの巨体へと向き直る。放水を浴びたであろう箇所から、ひび割れが広がるように周囲の表皮を侵食していた。

　普段は雨などが降っても休眠状態でやり過ごし、徐々に体温を上げて身体からだを乾かすのが赤熱竜の生態だ。しかし代謝を活性化した赤熱状態にあるときに冷水を浴びると、急冷された鱗うろこが破損し表皮が脆ぜい化か、隙間風のように入り込む外気と浴びた水の自然乾燥による気化熱の二段構えで絶えず体温が奪われ続ける。強引に身体を温め続けるエネルギーもそう残ってはおらず、時間が経たてば経つほど弱っていく。一刻の猶予も許されない状況だ。

　上着を脱ぎ、水を浴びていない背中に被かぶせる。

「グッカ、十秒ほどで構わない、そこに熱を集中してくれ」

「……ぐるぁう」

　力なく返事してから、赤熱竜は背中にありったけのエネルギーを集中し加熱を始めた。その十秒の間に、若わか虎とらは茂みから手頃な小枝や枯れ葉を物色する。

　ちょうど十秒。そこで上着が発火した。

「きゃ……っ」

「下がってて。ピュリィは火に近づけないように、離れて治療を」

　上着を背中から降ろし、怪け我がした側の地面に敷いてその上に枯れ枝や枯れ葉をかぶせ、火の勢いを強めていく。見る間に焚たき火びの完成だ。

　代謝だけで十分な熱を作れないのであれば、外部から熱を供給する。低体温症治療の考え方としては一般的。基礎体温が高い赤熱竜であれば、直じか火びでの加温も適正処置だ。

「ぐう……ぁう」

　寒さに震え苦しんでいたグッカの表情が、次第に穏やかになっていく。

　見た目には少々荒療治ではあるが、これが現状で最速の処置だ。

「傷口が乾き、十分に身体が温まったら、皸アカギレ用の軟なん膏こうを塗布、傷口全体を絆創膏パツチで保護する。ご近所の人にバレないうちに火を消して、処置完了」

「…………（ぱちくり）」

「そちらの治療は？」

「ぁ……っ、も、もう、おわる」

　流石さすがの手際だった。過去に一度見て知識として取り入れていたことも大きいのだろう。

「お疲れ様。助かりました」

「…………それ……いい、の……？」

　霞かすみが指差した「それ」は、もちろん即席の焚たき火び。

「良くはないです。加温治療目的であっても延焼や発煙などの二次被害を防ぐため直じか火びの使用は避けるべきだ。携行テントなどを展開し、風かぜ除よけを施したうえで電気ヒーターなどで暖を取る方がはるかに適切です。よほどの緊急事態でない限り真ま似ねしないように」

　そもそも公園で許可なく焚き火をするのは違法である。先生の身でありながら真似してはいけない治療を行ってしまったことを猛省しつつ、そうせざるを得なかった緊急事態だったことに改めて汗を拭う。テントもヒーターも今は手元になく、どこかから調達していたら衰弱が深刻化してしまっていただろう。

「…………それも……だけど……」

「あ……もしかして、この上着のことですか」

　こくり、と遠慮がちに霞が頷うなずく。

「それこそ良くはないですよ。一昨年おととしの秋に、あか姉ねぇにプレゼントしてもらったんです。暖かくて、お気に入りで……今年の冬も、これで越すつもりでした。……けど」

　患者が無事でよかった。

　それは、口にせずとも霞には伝わる気がした。

「あか姉ぇには、あとで謝ります……」

　こっぴどく叱られるだろうか。治療のためなら仕方ないと笑って許して、陰で悲しい顔をされるより、そっちの方が何倍もマシだった。
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「事情はわかりました」

　眉根を寄せ、頬ほおをぷくっと膨らませ、腰に手を当てて仁王立ち。

　誰が見てもご立腹の緋あか音ねの前に、若わか虎とらと咲え茉まは自主的に並んで正座していた。

「ピュリィちゃんがすぐに水で冷やしてくれていたのと、院長の見事な手当てによって、跡が残らない程度の軽い火傷やけどで済んだのは幸いでした。それは二人に感謝してね」

「はい……」

「でも、そういう怪け我がを防ぐために渡した白衣を着ていかなかったのは許しません」

「……ごめんなさい」

　話を聞いたところによると、咲え茉まは若わか虎とらのために二匹と協力して料理を作ってくれようとしたらしい。ここ最近夜更かしが見られたのも慌ただしく姿を消していたのも、ひそかに料理を勉強していたからだという。

「たとえばね。咲茉ちゃんのお母さんが、自分の知らない所で咲茉ちゃんが怪我したって知ったら、どう思うかな？」

「悲しい、と思う」

「そうだよね。特に咲茉ちゃんはやんちゃだから、ほんとはいつも見守ってたいくらいだと思うの。それでもこうして院長の所にお泊りさせてるのは、院長やトラくん、周りの大人を信用してるから。もちろん、わたしにも責任があります」

「……いや、今日のことは完全に僕の監督不行き届きで……」

「ソウダネ。トラくんは昔から危機意識が足りないもんね。咲茉ちゃんよりずうっと」

　普段のおっとりした緋あか音ねからは考えられないくらい棘とげのある口調。積年の不満を煮詰めたようなジト目が突き刺さる。

「……コートも燃やしちゃうし」

「それは……本当にすみませんでした……」

「……でも悔しいけど、それが最善の治療だったっていうのは話を聞いたらわかります。グッカちゃんが大事無かったのはトラくんの判断のおかげ。だからその話はここまで」

　若虎への個人的な恨み節を早々に切り上げ、緋音は改めて咲茉に向き直った。

「今回は運が良かったけど、竜医なら同じ失敗を二度と繰り返しちゃダメだよ。そのために必要なこと、咲茉ちゃんはわかる？」

「お、大人に内緒で一人で危ないことをしない。もしもに備えていつも白衣を着る」

「うん。よくできました。もう忘れちゃダメだよ」

　にこりと笑いかけ、涙目の咲茉の頭を優しく撫なでた。

「でも言葉だけで信用しちゃうほどわたしは甘くないので、今から罰を与えます」

「バツ……！」

　息を呑のむ咲茉に、緋音はにこやかな表情のまま罰の内容を告げた。

「このあと、わたしの夜ごはんの準備をお手伝いすること」

「……へっ？」

「あ、そんなことでいいのって思ったでしょ。お手伝いしてもらうってことは、咲茉ちゃんに教えながら作るぶん完成が遅くなるってこと。いつもより長くお腹なかペコペコに耐えてもらいます。みんな一緒に、連帯責任でね。それがわたしも含めたみんなへの罰」

　それを聞いて、咲茉はようやくいつもの明るい笑顔を取り戻す。

「う……うんっ！　あたし、バツがんばる！」

　早速くうと小さく鳴いたお腹なかをぽふっとセルフパンチ。

「それじゃ、そこで正座して待っててね、トラくん」

「……はい……」

　若わか虎とらへの罰が他のみんなより重いのは、当然のことだった。





　　　　◇






　それから一時間ほど。

　藤とう條じよう家に頭を下げに行っていた院長と付き添いの明あ日す羽は、ピュリィとグッカの経過観察と病院への引き渡しを請け負っていた霞かすみが各々の役目を終えて帰宅し、なおも正座を続けていた若虎の足が限界を迎えるかといった頃にようやく、全ての料理が食卓に並んだ。

「いただきまぁーすっ！」

　すっかり元気を取り戻した咲え茉まが、甘んじて受けた空腹に任せるまま台風のようにごはんを呑のみ込こんでいく。竜もかくやの凄すさまじい食欲だ。

「また喉詰まらせっぞ、おチビ」

「んぐむぐもごもご……もご」

「…………（さすさす）」

「ごくん。ありがと、みーちゃん」

　すっかり定番化したやり取りの後、咲茉はほんの少し顔色を曇らせて霞に尋ねた。

「みーちゃん。ピュリィとグッカ、平気そうだった……？」

「…………ちゃんと、なかなおり、できたよ」

「そっか……よかった」

　二匹の怪け我がに自責を感じていた咲茉は、その一言で胸を撫なで下おろした。

「ねえ、せんせー。ピュリィとグッカ……水と火みたいに、種族が違ったらケンカになっちゃうのは仕方のないことなのかな。ふたりは、兄弟みたいに仲良しのはずなのに……」

　確かに、今回彼らが負った怪我は、互いの相性の悪さを象徴するものだった。乗り越えようがない種族の壁。それを咲茉が認めることが何を意味するか、若虎にも伝わった。

　人と竜もまた、別の種族。決して乗り越えられない壁があるのではないかと。

「……今日のことは、喧けん嘩かじゃありませんよ。どちらも咲茉さんの力になってあげたかったからこそ、ほんの少しはりきり過ぎてしまっただけですから。言葉も通じない相手にそれだけ慕われている咲茉さんなら、種族の違いなど些さ細さいなことだとわかるはずです」

　適当な気休めではない。咲茉はこれまで、言葉の壁すら乗り越えてたくさんの竜と友達になってきたのだから、不安に思うことなどないはずだ。

「世界中の竜と友達になるのでしょう？」

「……なる」

「なれますよ。今までやってこられたのだから、不可能なわけありません」

「うんっ。えへへっ……ありがと、せんせー！」

　太陽のような笑顔が、食卓を囲むみんなを照らす。

　やっぱり、この子には笑顔が何より似合う。

「……っ」

　ただ、壁を乗り越えられるのは……乗り越えようとする意志を持つ者だけ。

　自ら壁を作ろうとしてしまう人物に関しては、その限りではない。

「……明あ日す羽はさん」

　唯一、咲え茉まの笑顔に照らされても曇ったままでいた明日羽の顔をまっすぐ見つめる。

「間違っていたら申し訳ないのですが……ひとつ、教えてください」

「な……に」

　かすかに絞り出された震え声。

　きっともう、質問の内容はわかっていた。

「明日羽さんはもしかして……竜に触ることができないのではありませんか？」

　返答としては、十分過ぎる沈黙だった。





　　　　◇






「お、若先生。ここで会うのは珍しいな」

「あれっ……院長」

　その夜。考え事をしたままスサノオ医院の外を歩いていると、白く細長い棒を口に咥くわえた院長と鉢合わせた。

「この時間帯はいつも見かけないと思ったら、喫煙スペースにいたんですね」

「まあな、一人の時間は誰にだって必要だ」

「もしかしてお邪魔でしたか」

「構わねえよ。若先生も一服どうだ？」

「……では、いただきます」

　院長の差し出した棒付き飴ロリポツプを受け取り、包みを剥はいで口に入れる。

「甘い……ブドウ味だ」

「良かったじゃねえか、ブドウ糖とれるぞ」

「医者の発言としてどうなんでしょう、それ」

　市販の棒付き飴のブドウ味は大体香料由来で、糖分量に他の味との差異はない。

「偽薬効果プラセボって知らねえのか。効くと思えば効くんだよ、要は思い込みだ」

　ガリゴリと豪快に飴あめを噛かみ砕くだきながら笑い飛ばす。確かに、喫煙所で飴を咥くわえて禁煙できる人が言うのだから、思い込みを乗りこなすことも大切かもしれない。

「なあ、若先生はカブトムシって触れるか？」

「えっ……急に何の話ですか」

「思い込みに呑のまれちまう人間の話だ。ちなみに俺はゼッテー無理。ガキの頃はカブトムシだろうがセミだろうが余裕だったが、今じゃ触るどころかウゾウゾ動いてるのを見んのもキツい。特にきっかけなんてのはねえ、いつの間にか無理になってた」

「はあ……？」

　そこまで聞いてもまだ話の筋がわからない。単なる世間話だろうか。

　ちなみに緋あか音ねも夏の家屋に出没する無敵の黒い虫が大の苦手だったが、悲鳴を聞きつけた風翼竜……ヌロールがいつも長い舌で捕まえてくれたので、夏場の彼は神様だった。

「同じようにだ。ヘビやワニが理由もなく嫌いな人間だって大勢いる。玩具おもちやのヘビにだって跳び上がってビビるし、ワニなんて親の仇かたきみてえにハンマーでメタクソに叩たたくしな」

　後者は少しニュアンスが違う気がするが、それで院長の言いたいことは伝わった。

「……つまり、明あ日す羽はさんが竜に触ることができないのもそれと同じで、特別なきっかけや理由はない……と？」

「そういうこった。本人が言うにゃ、鱗うろこの質感がわけもなく苦手過ぎて、触ろうとしただけで気分悪くなっちまうらしい。……もしかすっと、俺が常日頃から竜が嫌いだ嫌いだ言いながら育てて来ちまったせいもあるかもしれねェけどな。そこは、すまん」

　院長の竜嫌いがおやっさん譲りの筋金入りなら、明日羽のそれも院長譲りの根深い問題ということだろうか。

「……僕が、気づくべきでした。ピュリィを迎え入れることを決めた時の態度も。三ヶ月も一緒に暮らしても一向に慣れない竜との距離も。サインは確かにあったのに」

「あいつが頑かたくなに隠したがってただけだ。あのチビドラゴンと暮らすことを決めたのも、あいつなりに何とか乗り越えたいとあがいた結果だ」

「院長、言ってましたよね。人間どうしたって慣れないものはあると。……それでもいつかは慣れるだろうという考えは、僕の甘えだったんでしょうか」

「ま、慣れってのも結局、別の思い込みの積み重ねでしかねえからな。恐怖心や嫌悪感を慣れで克服しようなんてのは、ひとつの思い込みをまた別の思い込みで覆い隠すってことだ。がむしゃらに時間を重ねたところで、確実に上う手まくいくなんて保証はねえよ」

　それを思えば、彼女の前で「慣れ」という言葉を軽々しく使い過ぎてきた。

「でも……だとしたら、明日羽さんはどうして竜医になろうと思ったのでしょう」

　犬や猫が苦手で触れない人が、犬猫専門の獣医を目指すだろうか。獣医になりたいだけなら別の動物でもいい。鳥や爬は虫ちゆう類るいを専門にする道も動物園で働く道もある。

　何より、明あ日す羽はに至っては父親がヒトの医師だ。

「……病院を継ぐだけなら、何も苦手なはずの竜医じゃなくてもいいはずなのに」

　思わず呟つぶやいてから、ハッと気づく。

「かかっ。何だ明日羽のヤツ、若先生にはそんな風に言ってたのか。嬉うれしいね」

「す、すみません。本人からお父さんには言うなと……今のは聞かなかったことに」

「そりゃ無理だな」

　どうしよう、困った。明日羽に口の軽い男だと思われてしまう。

「けどな、違ちげぇんだ若先生。あいつが竜医を目指すのには、別の目的があるんだよ」

　少し寂しそうに苦笑しながら、院長は懐からシワひとつない封筒を大事そうに取り出した。中に入っていたのは何通かに分けられた手紙と、一枚の集合写真。

　十人前後の白衣を着た人間が並んだその写真に、若わか虎とらは見覚えがあった。

「白びやく檀だん桜さ穂ほ。俺の嫁さん……つまり明日羽の母親だ」

　院長の指先が、列の端に凛りんとして立つ綺き麗れいな女性から、中央に座る壮年の男性へと移る。

「こっちの人がアンタの親父さんだってのは、前に明日羽から聞いた」

「……その通りです。成なる滝たき熊ゆう二じ郎ろう……僕の養父で、恩師でもある人です」

　世界で初めて竜の治療を行った最初の竜医にして、今なお現役であり続ける唯一の大人の竜医。現在ははるか海の向こう、竜の秘境、天てん焔えん島じまにて活動している。

　その成滝と、明日羽の母親が一緒に写真に写っているということは、つまり。

「奥さんは、天てん焔えん島じまにいらっしゃったんですね……」

「研究者として招しよう聘へいされて、もうかれこれ十年くらいずっとな。はっ、わかるぜ若先生、そのツラ。おおかた離婚したか死に別れたとでも思ってたんじゃねーのか？」

「うっ……す、すみません……」

「残念でした現役ラブラブ円満夫婦でーす。十年分のラブレター見せてやろうか、お？」

「慎んで遠慮します。胸焼けしそうだ……」

「ンだよ失礼だな」

「……ですが、色々とつながりました。竜に触れるのが苦手なはずの明日羽さんが、それでも竜医を目指す本当の理由。お母さんに、会いに行くためなんですね」

「ああ。父親としちゃ、少し寂しいけどな」

　天てん焔えん島じまに行く方法は、竜の生態研究で功績を修めベテランの研究者としてスカウトされるといった例外を除けば、たったひとつ。

　年に一度、その年の最も優れた竜医として、賢けん竜りゆう褒ほう章しようを受章すること。

　ただ竜医になるだけではない。限られた活動期間の中で一番の功績を残し、天てん焔えん島じま行きの切符をもぎ取る。それが明日羽の原動力だった。

「おかしな話だって思うか？　一言帰って来いって言やぁいつでも会える。家族なんだ、子供のワガママに付き合う義務がある。……ところがな、言わねえんだ。明あ日す羽はは一度も、母親に会いてぇなんて当たり前のワガママですら口にしたことがねえんだよ」

「……いえ、わかりますよ。僕も同じですから」

　たとえかけがえのない家族であっても、過酷な天てん焔えん島じまで必要とされている父を子供の都合で連れ戻すなんてしたくない。誰よりも誇りに思うからこそ、その居場所を、仕事を、邪魔するような足あし枷かせにだけはなりたくない。

　再会するなら、自分から。並び立つに相応ふさわしい人間になって、同じ舞台に上がりたい。

「なあ、若先生。そういう明日羽の信念を汲くんでもらったうえで、初日と同じ質問をするぜ。娘は……明日羽は、本当に竜医になれるのか？」

　あの時とは、意味がまるで違う質問。

　昨日までの若わか虎とらなら、なれます、してみせますと即答していたのだろう。

「わかり……ません」

「……感謝する。気休めも諦めも聞きたかねえ。考え続けてくれてるならそれでいい」

「わからないんです。どんなに強い気持ちがあっても、それとは裏腹に身体からだが竜を拒んでしまうのなら、手の打ちようがないかもしれない。経験からアドバイスしようにも、竜が苦手な人の気持ちなんて僕には想像も理解もできなくて、きっと何を言っても嘘うそになる」

「嘘臭く聞こえたって縋すがるしかねえだろ。今の明日羽にとっちゃ、若先生、アンタの言葉だけが最後の糸だ。これまで誰に何と言われようが、何度折れようが挫くじけようが、あいつは立ち上がってきたが……今アンタに見限られたら、今度こそ完全にヘシ折れて終わる」

　外壁にもたれた背が、ぞわりと冷える。人ひとりの人生を担う重圧。とうに決めていたはずの覚悟は、それでも実感を伴えばこうも重たくのしかかる。

「卑ひ怯きような物言いだってこたァ俺にもわかってる。だが、愛する娘の夢は、叶かなえてやりてぇのが親心ってモンだ。……若先生。娘を、明日羽をよろしく頼みます」

　そう口にして、深々と、頭を下げる。

「……っ」

　頭を上げてくださいとは言えなかった。自分が少しでも重圧から逃れようと必死なように思えたから。

　何も言えず黙ったままの若虎を残して、院長は室内へと戻っていく。

「……正念場か」

　誰にともなく呟つぶやいてから、溶け残った飴あめを噛かみ砕くだいた。





　　　　◇






　それから、明あ日す羽はとの接し方がわからないまま、あっという間に一週間が過ぎた。

　表向きはいつも通り、真面目で熱心でたまに優しく笑う白びやく檀だん明日羽のままで日々の勉強に勤いそしんでいたが、それでも教室の雰囲気は重苦しいものだった。若わか虎とらと明日羽の間にどこか気まずい空気が漂っているのを、咲え茉まも霞かすみも敏感に感じ取っていた。

　ピュリィも無事に退院し戻ってきたが、以前にも増して恐怖心を隠せなくなってしまった明日羽に、ピュリィの方が気を遣う始末だった。

　何より、あれ以来実技の授業にだけ明日羽が参加しない。

　怪け我がをした竜が咲茉に助けを求めてきても、明日羽は何かと理由をつけて教室にひとり居残った。決して仮病などではなく、本当に竜の手当てをする自分を想像しては体調を崩してしまっていたようだった。

　その間にも咲茉と霞は着々と経験を積み、皮肉にも明日羽の穴を埋めるように人一倍張り切って成長していった。リトルタイガーの中で明日羽だけが取り残されていく焦燥感が、若虎の目からもよくわかった。

　今のままではいけない。そんな焦りばかりが、全員の中で膨らみ続けていた。




「……お疲れ様でした。今日の授業はここまで……っと？」

　いつもより重いトーンで終業を告げた時、見計らったように若虎のスマホが鳴る。

　緋あか音ねからの連絡だった。夕飯の買い物をして帰るつもりが、今日は遅くなっちゃうからかわりにお買い物してきてほしい、とのことだった。

「それなら、私が行ってくるわ」

「えっ、お一人でですか？　僕が頼まれたのですから、僕も……」

「もう、三歳児のおつかいじゃないっての。そのくらい一人で平気よ」

　苦笑する明日羽にそれ以上何も言えないまま、教室から出て行く背中を見送る。

「……せんせー、はーちゃんとケンカした？　ダメだよ、ちゃんと仲直りしないと」

「えっ。し、してませんよ」

　どうやら咲茉は、気まずい雰囲気の原因を二人の喧けん嘩かだと思っていたらしい。

　どちらかが悪い喧嘩なら、謝って仲直りして済むのだから楽なものだ。

「ちがうの？　せんせーもはーちゃんも、最近元気なかったから」

「……やはり、わかりますよね。すみません、それは僕の問題です」

「せんせーの問題なら、あたしたち全員の問題だよっ」

　何言ってるのあたりまえでしょ、とばかりに、咲茉はしれっと言ってのけた。

「だから、ねっ。お悩み相談！　何でも話して！　あたしたちが力になるから」

「…………（こくこく）」

「咲茉さん、霞さん……」

　二人の健けな気げさと、明あ日す羽はを大切に想おもう気持ちに心が動く。自分一人でうじうじと悩んでいるより、二人に相談した方が道が開けるかもしれない。

　そう考えて、若わか虎とらは打ち明けた。竜に触れない明日羽を、どう指導したらいいのかわからなくなってしまっていることを。

「……うーん……あのね、あたしハッキリ言うよ」

「どうぞ」

「わかんないっ！」

　どかーん。背後で爆発が起こってそうなくらい勇ましく堂々と言い放った。

「はーちゃんが竜ニガテなことは知ってるけど、あたしは竜大好きだから、はーちゃんの気持ちはあたしにはわかんないよ。でも、そんなの関係なくあたしとはーちゃんはずっと大切な仲間だったし、これから先も変わらないんだけど、それじゃダメなのかな」

「ぴゅい！　ぴゅいぴゅい！」

「ね。カラダにさわれなくたって、ピュリィとはーちゃんは家族だもんね」

「…………（こくり）」

　触れられないくらい些さ細さいなこと……咲え茉まも霞かすみもピュリィも、全員がそう思っている。

「ですが、今のままでは……」

「……あたしが突っ走ったり、みーちゃんがあんまりおしゃべりしないのを直さなきゃなのと同じで、はーちゃんも弱点をコクフクしないといけない、ってこと？」

「…………（しゅん）」

「ねえ、せんせー、やっぱりちゃんとコクフクしないと、竜医にはなれないの？」

「……っ、それは」

　最初の授業の日。弱点を克服すれば、みんな素晴らしい竜医になれる。そう教えたのは若虎自身だ。その言葉が呪いのように彼女たちにまとわりついてしまっていた。

　咲茉も霞も、自分の弱みを理解し、乗り越えるための努力もしている。けど、やはり心に染みついた癖というのはそう簡単に抜けてはくれない。まだ幼く柔軟な咲茉と霞ですらそうなのだから、二人より年上の明日羽にとってはもっと難儀な話だ。

　そして、咲茉の問いに肯定することは、「完全無欠の人間以外は竜医になれない」と答えるようなものだった。

「……いえ。そうは、言い切れませんね」

　若虎にだって、緋あか音ねにだって、絃いとにだって、伝説の竜医と呼ばれた熊ゆう二じ郎ろうにでさえ、欠点のひとつやふたつある。でも、みんな竜医になっている。

「わぷっ。せんせー？」

「…………？」

　二人の頭に手を乗せ、無言で撫なでる。明日羽に見つかったら怒られそうだ。

「ありがとう。今のお話だけで、ずいぶん気持ちが楽になりました」

「？　よくわかんないけど……うんっ、元気になったならよかった！」

「…………（にこっ）」

「ぴゅいっ！」

　咲え茉またちからもらった元気を、明あ日す羽はにも分けてあげられるだろうか。

「…………ぁ」

「どうしました、霞かすみさん？」

「あめ」

　飴あめ……ではなく雨だろうか。窓の外を見るが、天気はむしろ晴れに近い薄曇り程度。今朝の天気予報でも降水確率は０％だった。しかし、霞がここまではっきりと言うのだからきっとこの後に予報にもない雨が降り出すのだろう。

　霞の予報を聞いた若わか虎とらは、何を言われるでもなく玄関へと駆け出していた。




「……雨？」

　今まさに出かけるところだった明日羽を呼び止め、傘を手渡す。

「降るような空には見えないけど……一応持ってくわね。ありがと」

　いかにも作り物の笑顔でどこかよそよそしく接する明日羽に、心配を隠せなかった。

「明日羽さん。やはり僕もついていきます」

「いいって言ったでしょ」

「何となく、今のあなたを一人にできなくて」

「やめてよ。……咲茉と霞の手前言わなかっただけで、私は今、一人になりたいの」

　貼り付けたような笑顔のままで、明確な拒絶。

「……ちょっと、そんな顔しないでよ。咲茉も、霞も、ここ最近すごく頑張ってて……その上、私に変に気まで遣わせちゃってるんだから、せめて買い物くらい力になってあげたいじゃない。そのくらいの意味よ」

「とてもそうは見えません」

「だったらもっと、そう見えるように振舞うだけよ。私はお姉ちゃんなんだから、もっとしっかりしないと……しないと、いけないのに……」

「……お姉ちゃんだからって、何でも我慢できるわけじゃないでしょう。僕の前でくらい、立派なお姉ちゃんでいようとしなくてもいい」

「やめてってば。咲茉と霞どころか、先生にまでそんな風に甘やかされたら、私、本当にダメになる。……ただの意地に見えるかもしれないけど、その意地が今の私の支えなの」

　実の母親にさえ素直に会いたいと甘えられなかった少女の横顔を、翻る髪が隠す。行ってきます、と短く告げて足早に去っていく背中に、若虎は半ば叫ぶように問いかけた。

「明あ日す羽はさん！　あなたはまだ、諦めていませんよね!?」

　返事は無い。

「あなたが諦めない限り、僕もあなたを諦めませんから！　絶対に！」

　院長に最後の糸だと言われた、自分の言葉。届いたと信じて、小さな背を見送る。

　まだ雨は降り出していないのに、何もない空はひどく淀よどんで見えた。





　　　　◇






「ふぅ……」

　何度目かわからない溜ため息いきをつきながら、明日羽は上の空で住宅街を歩く。

　両手の買い物袋の重みすら、今の自分には心地良かった。

「……先生」

　出がけに言われた若わか虎とらの言葉が、今も胸の中でぐるぐると泳いでいる。

　かつて星せい京きようの養成学校で先生だった人たちは皆、明日羽が竜に触れられないと知ると、匙さじを投げて切り捨てた。お前に竜医の適性はない、大人しく諦めろと。

　当然だ。竜に触れられない竜医などいてたまるか。

　だから今まで何度も何度も何度も、克服しようと努めてきた。そして、何度も何度も何度も失敗してきた。今もまだ一向に、竜に対する恐怖を克服できてはいない。

　三ヶ月も同じ家で過ごしてきた、咲え茉まや霞かすみとさして変わらない付き合いの、あんなに小さな竜相手さえ。指先が触れただけで、ちっぽけな期待と自信は泡のように弾はじけて崩れた。

　そんな情けない明日羽を、若虎だけはまだ諦めないでいてくれる。

　若虎にだけは、失望されたくない。今度こそ乗り越えないと、自分はきっともう二度と立ち上がれなくなってしまう。

　だから、今度こそ、今度こそ、今度こそ。

　……そう唱え続けて、どれだけ経たったのだろう。

　ぽつり。鼻先に、冷たい感触。

「ホントに降ってきた……」

　忠告通り傘を受け取っておいてよかった、と手元を見やる。

　両の手に、それぞれ重たい買い物袋。

「……っにやってんのよ、バカ明日羽……！」

　さっきのスーパーに忘れてきてしまったのだ。なんて間抜けな。

　走って取りに行こうと振り返った明日羽の頭上を、巨大な影が通り過ぎる。

「……ウソでしょ。万ばん嵐らん竜りゆう!?」

　はるか空を舞っているのは、五年に一度、姿を現すか現さないかと言われる超希少種。空を飛ぶだけで大雨が降る、嵐を呼ぶとされる種だ。

「そりゃ予報も外れるってのっ。こんなの、予知できる人いるわけないわよ……！」

　そして、ちょうど頭上にそれがいるということは、既に走って戻っても間に合わないということだ。咄とつ嗟さにあたりを見回し、雨宿りできそうな場所を探す。

　幸いすぐそこの公園に、屋根付きの休憩所があった。全力で駆けこんだが、それでもわずかに追いつかれたほどに速い雨足。ずぶ濡ぬれとまではいかずとも、身体からだを冷やす程度には洗礼を浴びてしまった。

「はぁ……ホント、何やってるのよ私……」

　ちゃんと忘れずに傘を持っていれば、やり過ごせたはずの通り雨。ほんの些さ細さいなうっかりが、今の自分には余計に効く。

「こんなおつかい程度も満足にこなせないなんて……三歳児バカにできないじゃない」

　自嘲の笑みをこぼしながら、雨宿りして帰る旨を伝えるべく若わか虎とらに電話を掛ける。

『……もしもし、明あ日す羽はさん？』

「もしもし。ごめんなさい、せっかく傘もらったのに、お店に忘れて降られちゃった。しばらく雨宿りして帰るから、少し遅くなるわ」

『大丈夫ですか？　迎えに行きましょうか』

「ううん、平気。ていうか、今来たら大変よ。なんせ、あの万ばん嵐らん竜りゆうが出たんだもの」

『えええ!?　な、何ですって!?　みみみ見たい見たいやっぱり迎えに行きますッ!!』

「もー、何言ってん……」

　希少種の出現に興奮する若虎を、笑い飛ばそうとした明日羽の言葉が不意に途切れる。

　その視線は、休憩所の入り口を塞ぐ大きな影に吸いつけられていた。

『明日羽さん、今どちらにいるんですか!?　僕もそっちに……、明日羽さん？』

「……ぁ」

　そうだ。何も雨あま除よけに屋根を求めるのは、人間ばかりではない。

　来客は、逃げ場のない密閉空間を、埋め尽くさんばかりの巨体。

「グゥー、モゥ……」

「……っ、ひ……ぃ……！」

　そしてその巨体は、全身余すことなくびっしりと、分厚い鱗うろこに覆われていた。

『もしもし、明日羽さん？　どうしました？　明日羽さん！』

　固まって動けないままの明日羽の耳元で、異変に気づいた若虎の声が遠くくぐもる。

「……は……っ、は……っ！」

　声が震える。鼓動が速まる。閉じられない口から恐怖が溢あふれ出でそうなのに、喉の奥が潰れたみたいに呼吸が乱れる。

「グモゥ……？」

　そんな明あ日す羽はの様子を不審に思ったのか。来訪者は象のような太い脚でのそりと一歩、また一歩と距離を詰め、キリンのような長い首をもたげてじっと見つめてくる。

　嫌だ。怖い。来ないで。あっち行って。こっち見ないで、近づかないで。

　近づかれさえしなければ、触れさえしなければ、いつも遠くで見てきた竜たちと同じ。

『明日羽さん、返事を！　明日羽さん！』

　先生の声。そうだ、先生。先生に教わったことを思い出すんだ。

　落ち着け、よく見て。たくさん勉強してきた。大丈夫、よく知っている。

　巨体を支える太く強きよう靭じんな後ろ脚。高木の葉を食べるために伸びた首。スタンダードな草食竜。樹木を抱きかかえる体勢を保持するだけの前脚に爪は無く、鋭い牙も持たない。種としてはグッカのような赤熱竜の近縁だが、彼に比べて基礎体温はきわめて低く、ヒトよりほんの少し上くらい。総合的に見ても、まったくもって無害な種。

　ただ、象やキリンと違って、全身に鱗うろこが生えているというだけの……。

「……うろ、こ……」

『鱗……？　……まさか明日羽さん、今、そちらに』

　ざらり。

　全身に触れた鱗の感触が、全ての情報を塗り潰した。

「グゥゥー、モ」

　明日羽の身体からだに寄り添った竜の、いやに優しい鳴き声が、すぐ耳元で聞こえた。

「ぃ……っ、いやあああああああああああああああああ！！！！」

　全力で突き飛ばしていた。無我夢中で、何を叫んでいるのかもわからないまま、おぞましい鱗の感触から逃れようと必死で。

「……モゥ」

　はっきりと拒絶の意思を受け取った草食竜は、哀かなしそうな、申し訳なさそうな、そんな表情と声を残して後ずさりし、休憩所からとぼとぼ出て行った。

「うあああ……っ、やだ、もうやだ……っ！」

　とめどなくこぼれてくる涙。竜りゆう鱗りんに触れた恐怖からではない。

「何で、無理なのよ……！　どうして結局、いつまで経たっても、ダメなのよっ……！」

　どうあっても恐怖を乗り越えられない自分に対する、絶望からくる涙だった。




　ひとしきり泣き腫らし、外の雨足が弱まってからようやく、明日羽は若わか虎とらとの通話の最中だったことを思い出した。いつの間にか放り出していたスマホを拾い上げ、暗くなった画面を見る。通話はとうに切れていたが、手に取った瞬間に再び着信が来た。

「……もしもし」

『もしもし、明日羽さん!?　よかった、つながった……！』

　息を切らしたような声。走っているのだろうか。

「……ごめんなさい」

『いつものスーパーに向かってます！　今いる場所を教えてください！』

「ごめんなさい」

『明あ日す羽はさん？　場所を……』

「……ごめん、なさい。先生。やっぱり私、」

　全て吐き出して楽になろうとした言葉が、途中で止まった。

「……っ！」

　ふらふらと歩み出た休憩所の外、弱まった雨の向こう側。

　さっきの草食竜が、木陰でぐったりと倒れていた。

「そんな……どうして」

　呆ぼう然ぜんとしながら、倒れた竜の様子を確認する。

　グッカもそうだが、熱系の竜は雨などを察知するとあらかじめ休眠状態に入ってやり過ごし、急激な体温変化を防いで不調を未然に防ぐ知恵を持っている。それなのに雨に打たれて衰弱しているということは、活動状態のまま雨の中にいたということ。

　雨の中、体温を高く保っていた理由……考えるより先に、身体からだが思い出す。

　さっき全身に触れた鱗うろこは、そっと寄り添ってきた竜の身体は、温かかった。

「バカ明日羽……！　私の、せいだ……！」

　震える明日羽を見て、寒さに凍えていると思ったのだろう。

　彼は明日羽を温めようとしてくれていたのだ。

　それなのに、一方的に突き放して、雨の下に放り出して、弱らせてしまった。

　考え得る限り最低の行為だ。竜医を志す人間が、竜を傷つけてどうする。

『……明日羽さん。状況を』

　耳元の低い声に、はっと我に返る。

「先、生」

『そこに弱った竜がいる、それは想像つく。患者の種族や症状、細かい現場の状況を教えて。今その場で明日羽さんができる処置を一緒に考える。止まらないで、考え続けて』

「……っ、うん……」

　いつもより低く、いつもより早口ながらも、心の深い場所に響いて安心できる声。わずかに落ち着きを取り戻した明日羽が、患者の状況を説明する。

　万ばん嵐らん竜りゆうの出現による急な大雨で、雨宿りしようと公園の休憩所に入ってきたこと。震えている自分を見て、温めようと寄り添ってきたこと。それを突き放したせいで、高い体温を維持したまま雨の中に放り出され、急激な体温低下で衰弱していること。

　余すことなく詳細に、隠し立てなく正確に。伝えるべきことを伝えた。

『状況は大体わかった。明あ日す羽はさんの説明は筋が通っていてわかりやすい』

「やめてよ、こんな時に気休めなんて……」

『事実、迅速な説明と伝達は迅速な治療と救護につながる』

　今まさに「お医者さんモード」に入って実践しているだけあって、説得力があった。

『明日羽さん、何か身体からだを拭けるものは？　濡ぬれてないタオル、上着、何でもいい。まずは現状以上の体温の低下を防ぐ』

「……一応、鞄かばんに、白衣が」

　以前の咲え茉まの一件から、何ど処こへ行くにも白衣だけは持ち歩くようにしていた。

『白衣は水をはじくから拭き取りにはあまり適さないが……今はそれで拭いてあげて』

「……っ、わ、……わかっ、たわ」

　白衣を取り出して広げ、スマホをスピーカーホンにして濡れた地面に置く。

　ほどなくして震え出す手。思い出される先の感触に、全身が総毛立ち、硬直する。

「なんなのよ、ばか……布越しでも、無理なの……！」

『……どうしても無理なら、首元に掛けてあげるだけでいい』

「よくないわよ！　こんなに身体が大きいんだから、それこそ気休めにもならないってことくらい、私にだってわかる！　私なんかよりこの子の方がずっと苦しいってことだって、全部、全部、わかってるのに!!」

　この期に及んで、ほんの少しの布越しの接触すら我慢できない自分に嫌気がさす。

　なんて情けない。目の前の患者も優先できないような人間が、やっぱり竜医になんて。

『落ち着いて。大丈夫、もうじきその公園に着く』

　ああ、最悪だ。

　今自分は、白衣を持ってここにいるのに。竜医として患者の前にいるのに。

　何もできないまま、先生に助けてもらうんだ。

「…………そんなの、嫌よ」

　最後に残った、ちっぽけな意地が。

「だってこの子は、私のせいで苦しんでるの」

　今の明日羽を形作ってきた、絶対に折れない大切な意地が、叫んでいた。

「たとえあと十秒で先生が到着するとしても、何もしないで見てるだけなんて一秒だってしたくない。私が手当てする。私にできることも、できないことも、全部やる！」

　諦めない限り、まだ終わりじゃない。

『わかった。あなたを頼る』

　極めて手短に、何よりも欲しかった言葉が返ってきた。

『幸いそこは公園だ。近くに十分な長さの枝がないか探して』

「……！」

　これまでの授業で鍛えてきた状況判断の思考力が、瞬時に若わか虎とらの意図を捉える。

「わかった！　それなら多分、私にもできるわ……！」

　身を翻し、植え込みへと駆ける。太さも長さも手頃な枝はすぐに見つかった。

「枝の先に白衣を巻き付けて、それで拭く！　合ってるわよね？」

『うん。合ってる』

　単純なことだ。触れられないなら長物を使えばいい。動物園にいるワニの身体からだを掃除する時、手で直接洗ったりはせずにデッキブラシを使う。巻き付ける分表面積は下がり効率は落ちるが、何もしないよりは遥はるかにマシだ。

　自分にもまだできることがある。わずかな希望が明あ日す羽はを奮い立たせた。

　竜医の適性とか、資格とか、今は何もかもどうでもいい。

　目の前で苦しんでいる患者が、今の自分にとっての全てだ。

「ごめんなさい……ごめんなさい。こんなことしかしてあげられなくて……」

「モゥ……」

「私は大丈夫だから。今は休眠……えっと、ゆっくり休んで。この後、ちゃんと暖かい所に連れて行ってもらうから、ね。今は目を閉じて、安心しておやすみなさい」

「…………グゥー」

「……ありがとう。さっきは突き放しちゃったけど、あなたの優しさは伝わったわ」

　即席のブラシで濡ぬれた身体を拭かれ、徐々に安らいでいく呼吸。頸けい部ぶ、四肢の付け根と末端、退化した背中の翼、心臓付近。摩擦で少しでも熱が増すよう強めに擦こする。

　上向きになっている面をあらかた拭き終えた頃には、竜は穏やかな寝息を立てて休眠し、枝先に巻き付けた白衣はすっかり汚れていた。

「……白衣が白いのは汚れるためだとか、昔お父さんが言ってたな……」

　当時から意味不明だと思っていた言葉だったが、今の明日羽には何となくわかった。

　ちっぽけな応急処置で汚れた白衣が、何だか勲章のように思えたから。





　　　　◇






「ご協力感謝します。あとは私たちが引き継がせて頂きます」

「……よろしくお願いします」

　しばらくして駆け付けた近場の大病院……星せい京きよう系列の救急隊に、患者を引き渡す。

　やはり白衣では水の拭き取りが満足にできたとは言えない。他にも冷えや衰弱が原因で感カ冒ゼを患っていないかどうかの確認など、やるべきことは山ほどある。

　救急ヘリに据え付けられたコンテナへと運び込まれる竜に、明日羽は小さく手を振った。

　曇り空へと飛び去っていくヘリを見送っていると、肩に温かい感触。

「……何でずっと隠れてたのよ、先生？」

　いつの間にか傍そばに来ていた若わか虎とらが、上着を肩にかけてくれていた。

「星せい京きようの竜医とは何となく顔を合わせづらくて……直接の面識はないのですが」

「そんなの、私だって同じよ」

「そうでしたね。ともあれ、お疲れ様でした、明あ日す羽はさん」

「……疲れるようなことなんて何もできてないわ。むしろ、あの程度で疲れてるようじゃダメダメよ」

「そうかもしれません。でも、今のあなたにできることは全てやり切ったはずです」

　肯定も、否定もしない。黙り込む明日羽に背中を向け、若虎は空を仰いだ。

「あなたは最後まで諦めなかった。結果、患者は救われた。今はそれで十分でしょう」

　もっとも、本物の竜医になってからは、そんな甘えは許されないが……と続けようとした若虎の背中に、ぽすん、と小さな重みがのしかかった。

「……お父さんの顔にね」

　くぐもった声が、背骨に直接響く。

「大きな傷、あるでしょ。あの傷、私のせいなの」

　院長の、こめかみから頬ほお骨ぼねのあたりにかけてえぐられたような傷跡。見るからに人の手によらないものを、明日羽は自分のせいだと語る。

「四歳の時ね。お父さんとお母さんと一緒に、大きな自然公園にピクニックに出かけて。そこで、ほんのちょっとお父さんが見てない間に、私、近くにいた野生の竜に触っちゃったの。ごつごつ、ざらざらした鱗うろこに……そして、絶対触っちゃいけない鱗に」

「……逆げき鱗りん」

「パニックになった竜から、お父さんはちっちゃな私を庇かばって、鋭い爪でざっくりやられちゃって。あっという間に血で真っ赤になって、お父さん死んじゃうんじゃないかって、怖かった……本当に怖かった。今でも竜の鱗の感覚で、その日のことを思い出すの」

　……ああ、これだ。

　明日羽が竜に触れられない理由。咲え茉まとは正反対に竜に対して過剰な恐怖心を抱く理由。最初の実技指導で咲茉が逆鱗に触れ噛かまれた時、あれほどまでに取り乱した理由。

　全ての原点が、そのトラウマにあったのだ。

　院長は、特別なきっかけは無いと言っていた。けれど、きっと明日羽に余計な自責の念を負わせたくなくてそう言い聞かせていたのだろう。あの人らしい不器用な思いやりだ。

「わかります……と言ったら、軽薄に聞こえますか」

　自分にも、竜災ドラグハザードという大きなトラウマがある。ふとしたきっかけで、何もできなかった無力な自分を思い出しては、悪夢に苛さいなまれる夜と寝覚めの良くない朝を繰り返してきた。

「僕と明日羽さんは、似てると思います」

　竜が苦手な子に、理解や共感なんてできないと思っていた。

　けど違った。憧れの親に近づきたくて上を目指してきたことも、トラウマを抱えたままでも前に進もうともがいてきたことも、一人きりでは何もできなかったことも。全部、若わか虎とらがこれまで経験してきたことだ。

　もし仮に自分が、竜が苦手だったとしても。雛ひな谷や若虎は父に憧れ、竜医を志しただろう。矛盾に思えた明あ日す羽はの夢は、自分に重ねてみればいとも簡単に納得できた。

「明日羽さん。僕はあなたに、竜医になってほしい」

「……っ」

「あなたは今日、自分の立場も、想おもいも、遠慮も、打算も、これまで誰かに言われてきた言葉たちも全部捨てて、ただまっすぐに患者と向き合った。目の前の患者を助けることに全力を注いだ。それは、僕が……竜医、雛谷若虎が大切にしてきた信念と同じものです。僕はあなたのこと、誰よりも竜医に向いていると思います」

「でも……っ！　私、ダメだったじゃない！」

「何がです。何もダメなことなんてありません」

「だって私、あれだけ追い詰められて切羽詰まっても、結局、あの子の鱗うろこに触れることすらできなかった。誰よりも竜医に向いてない自分を、最後まで克服できなかった！」

「最後って何ですか。まだ終わってません」

「でも、もう試験にも間に合わないわ。……もし、竜医の神様がいるとしたら。私は咲え茉まや霞かすみみたいに愛されてない。竜が苦手な奴やつなんて、神様に嫌われて当然なのよ……」

　最後の弱音は、ほとんど泣き声に変わっていた。

「……明日羽さん。克服は、しなくても大丈夫です」

　咲茉に気づかせてもらった考えを、口にする。

「……え？」

　呆ほうけた声を出す明日羽に、向き直り、頭を下げた。

「申し訳ありません。今まで僕は、皆さんの弱点を克服することが成長への道だと考えてきました。……それは間違いでした、忘れてください。すみませんでした」

「はっ……はああ……？」

　急に何を言われているのかわからない様子で、明日羽は目を丸くする。

「咲茉さんの猪ちよ突とつ猛もう進しんなスタイルも。霞さんの繊細なコミュニケーションも。明日羽さん、あなたの竜を恐れる気持ちも。全部、克服すべき弱点なんかじゃない。あなたたちを形作る大切な個性です。無理に矯正する必要なんてない」

「で、でも、それじゃいつまで経たっても……！」

「できないことは、仲間が補い合えばいい」

　辿たどり着ついてみれば、当たり前の答えだった。

　咲え茉まが我先にと突っ走るなら、恐怖心を知っている明あ日す羽はが腕を引き注意すればいいし、人一倍周りを見ている霞かすみが彼女の見落としに気づくだろう。

　霞が自分の気づきを伝えるのに時間がかかるなら、咲茉が迅速な行動でカバーできるし、よく気を配る明日羽が彼女の考えを汲くみ取とって聞き出すだろう。

　明日羽が竜を恐れて触れられないなら、咲茉が明日羽の分まで竜と触れ合って彼らのことを知ればいいし、霞の歌は暴れ回る竜さえ大人しくさせてくれる。

　一人ひとりが別々に竜医を目指すなら、確かに弱点の克服は重要かもしれない。

　けどそうじゃない。三人は、リトルタイガーは、三人でひとつのチームだ。

　互いが互いを助け合うだけで、最高のパフォーマンスが発揮できる。

「思えば初日の実技指導の時から、皆さんはそれができていました。各々の得意分野を最も活いかせる立ち位置で互いをフォローし合えていた」

　なのに若わか虎とらは、個々の弱みにばかり目が行って、どうしたら弱点を克服できるかだけを必死に考えていた。そうじゃない。完全無欠の人間になんてなれないし、ならなくていい。だったら足りない部分は補い合って、長所を伸ばせばいい。

「一人で何でもこなせる立派なお姉ちゃんになんかならなくていい。咲茉さんを、霞さんを、もっと頼ってあげてください。あの子たちも、明日羽さんと同じくらいかそれ以上に、あなたの力になりたいと思っているんです。……だって、ほら」

「あ……」

　若虎が指差した方向。雲間から差し込んだ夕日に、架かる虹。

　その下を、四人分の傘を持った咲茉と霞が歩いて来ていた。

「明日羽さんは、竜医の神様に愛されていますよ」

　歯止めを失ってぼろぼろと大粒の涙を流す明日羽に向かって、若虎は微笑ほほえみかける。

「だって明日羽さんは、最高のチームと……、さ、さ……」

　見上げた笑顔が赤く見えたのは、きっと夕日のせいだけではないのだろう。

「さ、最高の先生に出会えたのですからね！」

「……照れるくらいなら言うなってのよ……」

　少しでも明日羽を安心させようと、気を回してみせたのがバレバレである。この人にはもっとこう、大人の余裕みたいなものは無いのだろうか。

　大体そんなこと、わざわざ口に出して言わなくても。

「……とっくに、知ってるのに」

「えっ、な、何がです？」

　絶対教えてあげない、とばかりに。

　明日羽は若虎に向かってべーっと舌を出した。

　雨はもう、上がっていた。
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『……かすみ、おいしゃさまに、なりたい』

　夢を見ていた。

　それは遠い記憶で、いつも心にしまっていた大切な想おもい出だったから、霞かすみにはこれが夢だとすぐにわかった。

『竜医になりたいということですか？』

　大柄な影の、温かくて、優しい声。霞は頷うなずいて、ゆっくり続けた。

『かすみ、ししょうにはいつも、いっぱい『いやし』をもらってるから、ししょうがびょうきになったときは、かすみがなおしたい。くませんせい、みたいに』

『霞くんは、とても優しいのですね。あなたのような竜想いの子が竜医を目指してくれるなら、この業界の未来も安泰というものです』

『あん、たい……？』

『大丈夫ってことです』

　にこりと微笑ほほえむ影につられ、霞の相好も崩れる。

『よろしければ、私が懇意にしている医師団に、推薦状を認したためましょう。今の霞くんの知識量なら、すぐに現場に出ても大丈夫なくらいでしょうから』

『あ……ありがとう、ございます、くませんせい』

『……本当は、誰よりもあなたの先生になってほしい青年がいるのですけどね。彼は今、大きな壁にぶち当たってしまっている。あなたとの出会いは彼にとって良い刺激になるかもしれませんが……それは私ではなく、運命が手引きすべきことなのでしょう』

『…………？　よく、わからない……』

『はは。すみません』

　ごつごつとした大きな手が、霞の頭を撫なでた感触は、はっきりと思い出せる。

『いつか霞くんが、その青年と出会うことがあったら……私の代わりに、彼を支えてあげてくれると嬉うれしいです』




　目を開く。

　薄暗い部屋。

　肌寒い空気。

　冬の朝の光。

「……すぅ……」

　隣の温ぬくもりと、柔らかな寝息。

「おはよう、エマちゃん」

「むにゅ……むにゅ……」

　昨日の夜、眠れないからと霞かすみの部屋を訪ねてきた咲え茉ま。一緒にベッドにもぐりこんで、ワクワクに満ちた未来の話を語り合ううち、どちらが先だったか眠りに落ちていた。大切な人の想おもい出を夢で見たのは、大切な人の隣で眠っていたからかもしれない。

　初めてこの家に来た日の夜も、咲茉は同じように霞の部屋を訪ねてきた。けれどその時は、彼女は母親と離れた不安と寂しさに涙ぐんで、温ぬくもりを求めていた。

　しかし昨日は違う。なかなか眠れない、これじゃまた夜更かししちゃうと笑っていた咲茉には緊張も不安もなく、昂こう揚ようばかりが彼女の眠気を奪っていた。

　その心臓の強さに、ただただ感心する。霞には少なからず緊張や不安が残っていた。




　だって今日は、竜医試験の当日なのだから。




「おや。おはようございます、霞さん」

「…………（ぺこり）」

　リビングへ降りると、ほろ苦いコーヒーの香り。

　パジャマ姿の若わか虎とらと緋あか音ねが、向かい合って座っていた。

「お、お、おはよ、霞ちゃん。よく眠れた？　お腹なか痛くない？　ハンカチ持った？　ティッシュは？　お手洗いは行ってきた？　あと、お腹痛くない？」

「落ち着いてあか姉ねぇ。まだ出発には時間あるから」

「だ、だってぇ～……」

　咲茉と違い、緋音の顔は緊張まみれだった。今日この日が近づくにつれ、緋音は落ち着きを失っていった。見守るだけの身は歯は痒がゆいだろう、無理もないと若虎は微笑ほほえむ。

「会場まで送ってもらうのに、事故らないか心配だよ？」

「はうぅ～……いつもの五百倍安全運転するぅ～……」

「それだと日が暮れちゃうから、五倍くらいにしてほしいかな」

　はうはうと涙目になる緋音の頭に、霞はそっと手を乗せた。

「…………（よしよし）」

「ぐすっ、くすん。ありがとう、霞ちゃん～……」

　これではどちらがお姉ちゃんかわからないな、などと苦笑していると、霞は若虎の前にもポテポテと歩いてきて、少し背伸びして頭を撫なでた。

「ぼ、僕は平気ですよ？」

「…………（いいこいいこ）」

　遠慮に構わず、霞は若虎をいいこいいこする。

「……とらせんせい、あかねおねえちゃん。きょうの、かすみは、あんたい」

「安泰」

　主に組織や国家などが、平穏無事で安全であること。大丈夫、くらいの意味だろうか。

「……ふふ。ありがとうございます、霞かすみさん。元気五百倍です」

「なに小さい子に頭撫なでてもらって元気五百倍になってんのよ」

　ぎくりと驚いて振り返る。

「お、おはようございます明あ日す羽はさん……」

　悪いことはしていないのに、ついいけない現場を見られたような気持ちになってしまう。

「おはよ、先生。緋あか音ねさんに霞も。今日はよろしくね」

　意外にも、明日羽はあまり緊張していないようだった。

　あの雨の日の一件以来、明日羽は目覚ましい成長を遂げてきた。相変わらず竜には触れないままだったが、自分の苦手意識との向き合い方を知り、どんどん自信をつけていき。その気持ちに寄り添うように、若わか虎とらも彼女たちの長所を伸ばす指導を行ってきた。

　そうして一日一日共に歩んできたからこそ、今日この日、余計な不安は覚えない。

　チーム・リトルタイガーの竜医試験は、安泰だ。

「ふあああ……おはよー、みんなぁ」

　そんな安泰を象徴するかのように、いつも通りの咲え茉まがあくびをしながらやってくる。

「おはようございます、咲茉さん。ゆうべはよく眠れましたか？」

「うんっ。ばっちし！」

　冬の寒さを吹き飛ばす、太陽のような笑顔が煌きらめく。

「どう、緋音さん。咲茉を見てると、緊張してるのなんて馬鹿らしくなってくるでしょ？」

「……んふ。そうかも～」

「えっ、なになに、今あたしなんかした!?」

「…………（にこにこ）」

　いつも通りの、賑にぎやかな朝。

　特別なことなんて何ひとつない。

　これまで過ごしてきた過去を、これからの未来につなげるだけの一日だ。

　彼女たちなら、きっと大丈夫。




「んじゃ、目一杯やってこい、愛いとしのガキども」

「はいっ！」

　院長の粗暴な見送りを受け、リトルタイガーの面々は玄関を出て行く。

「ぴゅいっ！」

「行ってきます、ピュリィ。いい子でおるすばんしてるんだよ！」

「ぴゅぴっ」

「いんちょーのこといじめちゃダメだからね！」

「ぴひゅ～……」

「返事はぴゅい！」

「ぴゅい！」

「おい、俺のヒエラルキーどうなってんだこの家。家主だぞ俺。偉いんだぞ」

　サングラス越しでもわかるしょんぼり顔に、若わか虎とらは改めて向き直り頭を下げた。

「……院長。今日まで長いこと、ありがとうございました」

「何だ何だ、ジメってえな。今日で終わりみてえな言い方すんじゃねーよ」

「えっ。でも……」

「始まんの。今日から。チーム・鯉り登と竜る大たい[image: ]が亜あの爆走伝説が。景気よくブチ勝って気持ちよく戻ってこいや、おチビ共も若先生もよ」

　何やらとんでもなく仰々しい当て字をされた気がする。白衣を特攻服に見み紛まがうような。

「……はい！」

　だが、勝って戻る気なのは若虎を含めた全員の意思だった。

「……お父さん」

「おう、何だ明あ日す羽は」

　明日羽の指先が、院長の纏まとう白衣の一点を指した。

「……白衣。汚れてる」

「……お前もな」

　それだけ交わして、二人はそっくりな笑顔で不敵に笑い合った。




「──行ってきます！」





　　　　◇






「ふぉお……でっかい……！」

　見上げる咲え茉まの感嘆と、視界を白く染める大きな建物。

　試験会場……竜医局関東支部。

　医療、研究、教育と、幅広い分野にわたって活用される、国内でも最大規模の竜医関連施設。竜医の総本山とも呼ぶべき場所だ。

「それじゃ、みんな、頑張ってきてね」

「送ってくれてありがとう、あかねぇ！　全員合格の報告を待ってて！」

「ふふっ。沢山ごはん作って待ってるね～」

「ぃやったぁ！」

　合格発表は後日なので、今日中に良い報告はできないのだが、まあそこはいい。

　憂いなくやり切った顔を見せることが、何よりの報告になるだろうから。




　受験の手続きをすべく、メインロビーの受付へと向かう間。

　周囲のざわめきの中から、様々な囁ささやきが耳に届いた。

「ねえ、あれってまさか……」「いや、そんなわけ」「他人の空似じゃないのか」「いや空似どころか」「何でこんなとこに」「見ろよ子供連れてるぞ」「子供……」「子供だ……」「隠し子？」「アホか」「可愛かわいい……」「ひょっとしてロリコンなんじゃ」

　とんでもなく人聞きの悪い風聞まで飛び交っている気がするが、いちいち否定して回っていたらキリがない。ちなみにすぐ後ろでは明あ日す羽はが必死に笑いをこらえているのが背中越しでもよくわかった。リラックスできたならよしとしようか。

「ごめんください。認定試験の受付はこちらでしょうか」

「はい。そちらの三名様のご案内でよろしいですか？」

「ええ、そうです。お願い致します」

「では事前に発行された受験票と、指導担当者の資格証明書をご提示お願い致します」

　にこやかな受付の女性の指示に従い、咲え茉まと明日羽と霞かすみがそれぞれ宝物のように取り出した受験票をカウンターに出していく。最後に若わか虎とらが、後生大事に取ってあった竜医資格証……通称『紋所』と呼ばれる、竜医活動の許可証にもなるＩＣカードを提出した。

「では、照合致しますので、今しばらくお待ちください」

　待つ間も、若虎は全身に刺すような視線を感じていた。白衣を着て行き交う現役竜医と見える少年少女からは全く視線を感じないが、年齢の行った局員たちからは無遠慮な視線をぶつけられているのがわかった。

　ほどなくして、何も知らないであろう受付の局員が、その名前を高らかに言い放った。

「お待たせ致しました、雛谷若虎様！　承認ができましたので引き続きご案内を……」

　がたぁん、と音を立てて。

　受付奥のデスクから年配の局員が立ち上がり、怒声を上げた。

「雛ひな谷や……雛谷、若虎だと!?　キサマ、今さら何をしに来たァ!!」

　思わず眉尻を下げる。

　やはり、七年の時を経ても、こうなるようだ。

「お、おい、キサマ、自分が世間で何と呼ばれてるか、知ってるのか!?　今さらノコノコと現れて、一体何のつもりだ、この……！」

「お、落ち着いて。また血圧上がりますよ！」

　他の局員に宥なだめられながらも、年配の局員は息を荒らげてこちらを睨にらむばかりだ。

「お、おい……やっぱりアレ……」「マジであの雛ひな谷や先生なの……」「一体今までどこで何してたんだ？　てか、本当に何で今さら出てきて」「ねえ、よく見たら結構イケメンじゃない？」「それ今どうでもよくね？」「だからあの女の子たちは何なんだよ」「だから隠し子でしょ」「隠し子だろ」「いやいくつの時の子だよ」

　局員たちのざわめきが次第に大きくなっていく。やがて、この七年の間に新たに竜医となったであろう少年少女たちまでもが騒ぎに目を向け始めた。霞かすみは大勢の視線と囁ささやき声に怯おびえ、咲え茉まも不安そうな顔で若わか虎とらの裾を握っている。試験前に余計な心労を与えたくはないしどうにか穏便に済ませたかったが、ひとつだけどうしても否定しておきたい事実無根の邪推があったので若虎はそこだけ事情を説明することにした。

「僕の教え子たちに、認定試験を受けさせに来ました」

　ざわつきが一瞬静まり返り、また徐々に膨れ上がる。

　咲茉たちには、先生になることを引き受けたその日から覚悟してもらっていた事態だ。不満はあれど、動揺はない。しかし、半泣きになって困惑する受付のお姉さんには少し申し訳なく思う。

「教え子だと？　……あの竜災ドラグハザードの元凶だぞ」

　やがて、遠巻きに取り囲む群衆の中から、先程の年配の局員とは別の非難の声が上がる。

「認められるはずがない！　最悪の竜医の教え子なんぞに、受験資格などあるものかッ！」

「っ……んですってぇ……!?」

　一歩前に飛び出そうとした明あ日す羽はの肩を押さえて制止する。血の気が多いというか、負けん気が強いというか、あの院長の娘だけあるというか。

　自分のために怒ってくれるのはありがたいが、竜医たる者いかなる時も冷静に、だ。

　しかしこの場をどう収めたものか、思案を巡らそうとした矢先。




「いいえ。何も問題はないはずです」




　凛りんとした、よく通る声が、ロビー全体に響き渡った。

　誰もが言葉を失って、声の主へと目を向ける。

　メトロノームのように整然とした靴音、風もないのに躍る白衣、人工的な明かりを受けてキラリと光る眼鏡、純白の装いにて歩く姿は白しら百ゆ合りの花。

　まるで医療ドラマの一幕のように颯さつ爽そうと、現れたのは一人の幼女。

「あなたは……」

　どこかで見たことがある女の子だった。年の頃は咲茉と同じくらいなのに、見た目の若さに反して随分と大人びている。逡しゆん巡じゆん、記憶を探っていると、すぐ隣から黄色い声。

「あっ……あー！　さ、咲さ久くちゃんだ！　本物!!」

　芸能人に遭遇したようなテンションで興奮する咲え茉まの言葉に、若わか虎とらもすぐに思い出す。

　咲さ久く……原はら戸ど咲久。半年前の夏に史上最年少となる十歳で賢けん竜りゆう褒ほう章しようを受章し、テレビに専門誌にと引っ張りだこになっていた、今をときめく美少女竜医。見覚えがあるわけだ。

「はい、本物の咲久ちゃんです。こんにちは」

「あっ、ご、ごめんなさいあたし失礼だったよね！」

「ううん、いいのよ。そんなに畏かしこまらないで」

「えへへ……あっ、あたし藤とう條じよう咲茉！　よろしくね！」

「よろしく、エマちゃん。……どんな字書くの？」

「あのね、咲久ちゃんの咲に～……」

　二人が展開する和やかなほんわかフィールドに、無粋な局員が水を差した。

「あ、あの、原戸医師。問題ないとは、どういうことです……？」

　咲久がひらりと向き直り、眼鏡を上げてキリッと表情を引き締める。

「言葉の通りです。雛ひな谷や先生の竜医師免許は、現在も失効していません。他の従事者と同じように、竜医候補生の教導権を有し、教え子であるこちらの三名にも当然、認定試験の受験資格があります。竜医局の制度によって認められた正当な権利です」

「……う……」

「そもそも、受付で資格証が承認されたのですから、その時点で受験資格は交付されています。もはや文句を差し挟む余地は無いはずです」
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「で、ですが、そいつは！」

「どうか矛を収めて。正当性を欠く抗議は、行き過ぎればもはやただの罵ば詈り雑ぞう言ごんです」

　その言葉で、局員もとうとう押し黙る。

　状況そのものは、現役最優秀の竜医が制度を盾に圧倒的な正論で押し潰しただけ。しかし咲さ久くの人柄と人徳がなせる業なのか、彼女の言葉は女神の託宣のように受け取られ、当事者もそれ以外も、この場にいた人間の心をまとめて動かした。

「さあ、以上でよろしいのでしたら、皆さま各々方の持ち場にお戻りを！　今日も今日とて一匹ひとりでも多くの患者を救うため。各員、奮励、尽力致しましょう！」

　喝采……までは流石さすがに起こらなかったが、ほとんどの野や次じ馬うまは咲久の号令に頷うなずき、キビキビと散開していった。最初に声を上げた局員も、俯うつむいてデスクへ戻っていく。

「う……うええええ、原はら戸ど先生えええ。ありがどうございまずうう……」

「災難でしたね、弓ゆ削げさん。あなたはカードを照合しただけなのに」

「わっ、えっ、私の名前覚えて……!?」

「当たり前です。同じ職場で働く仲間なのですから」

　号泣する受付のお姉さんに、咲久が優しく微笑ほほえみかける。

　人に、慕われる人だと思った。咲え茉まや緋あか音ねのような天性の魅力がある。

「ずびっ。失礼しました、もう大丈夫です！　では引き続きご案内させて頂きますね！」

　弓削さんと呼ばれた受付のお姉さんは営業スマイルを取り戻し、試験の説明を始めた。

「竜医認定試験は、筆記試験１８０分、実技試験最大１２０分の構成となってます。本会場にて筆記試験をお受けいただいた後、実技試験では本日中に実際に発生した患者の元に移動し、全受験者で一斉に治療していただくことになります」

　そう。これが、竜医認定試験最大の特徴。実技試験の持つランダム性だ。

　受験者どころか主催者側でさえ当日になってみるまで試験難度がわからないという、誰が決めたか破天荒なシステム。正確にはあくまで「竜医局所属の竜医による医療行為の補助」として、実際の現場に同行させ総合的な対応能力を測るという方式だ。

　言うなれば、若わか虎とらがこれまで彼女たちに施してきた実技指導の延長。

　さらに、個人ではなく全受験者で一斉に治療するということはつまり、チーム医療が可能なシステムでもあるということ。

　リトルタイガーにとってみれば、日常風景にも等しい得意分野だ。

「では、只ただ今いまより筆記試験の会場までご案内致します！」

「よろしくお願いしますっ！」

　咲茉も霞かすみも、すっかり平常心だ。明あ日す羽はだけは不満そうな表情をしていたが、

「はーちゃん、難しい顔してちゃダメ！　ほら笑って、うにーっ」

「もぉ、ふぇま、ふにーっ」

「…………（にこっ）」

　すぐにリラックスして笑顔を取り戻した。

「では、三人とも。頑張ってきてください。落ち着いて、いつも通りにやれば大丈夫」

「うんっ。行ってきます、せんせー！　咲さ久くちゃんもまたね！」

「…………（むんっ）」

「さっきの人たちみんな黙らせる勢いで、ブチかましてくるわよ」

　多少のトラブルはあったが、各々気合いの入った状態で試験に臨むことができそうだ。

「素敵な子達ですね、雛ひな谷や先生」

「……ええ。自慢の教え子です」

　咲久に微笑ほほえみ返してから、感謝を述べる。

「原はら戸ど先生、先程は助かりました。僕だけではどうなっていたか」

「とんでもございません。我々の方こそご迷惑をおかけして、申し訳ありませんでした」

　深々と頭を下げる姿すらも美しく可か憐れんだった。齢よわい十歳の少女に面と向かって謝罪させる青年に、先程とは質の違う視線が突き刺さる。

「い、いえ。それでは僕はこれで……」

　慌てて立ち去ろうとした若わか虎とらを、眼鏡を外しながら咲久が呼び止めた。

「雛谷先生。もしお時間がよろしければ、少しお話をさせていただけませんか？」
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「おお……っ！」

　朝食を抜いていたから付き合ってほしいと咲久に連れられ、施設の屋上にあるガーデンテラスに案内された若虎は、思わず感嘆の声を漏らしていた。見渡す限りの空中庭園に、どこからか降り立った様々の竜、竜、竜。天上の楽園かと見み紛まがう光景に、心が躍る。

「雛谷先生は、こちらを利用されるのは初めてですか？」

「ええ。噂うわさには聞いていましたが……すごいところですね！」

　カフェスペースの木製ガーデンチェアに二人向かい合って腰掛け、広がる楽園を眺める。冬の風はやや肌寒いが、今日は日も出ていて暖かい方だ。

　庭園の一角、集まった竜たちに巨大な寸ずん胴どう鍋で料理を提供する少年少女の姿が見える。

「そうか、竜食も兼ねているんだ」

　野生の竜たちのために開放された食事処どころ、それが竜食。

　竜たちの食性は様々だが、聡そう明めいな彼らは家畜や野生動物を無闇に襲うと人間と敵対することになると知っているので、狩りを積極的に行わず、持ち前の生命力で空腹を凌しのぐ。竜食はそんな彼らのために特製料理を振舞う、なくてはならない場所だ。

「お気に召していただけて、良かったです。雛ひな谷や先生には不快な思いをさせてしまったでしょうから、せめてこのくらいのお詫わびはと」

「……いえ、不快な思いなど。あれは、僕が受けるべき真っ当な非難でしたから」

　竜医局の人間など、その大半が竜災ドラグハザードという事件を快く思ってはいないだろう。直接被害を受けた者は言わずもがな、竜災ドラグハザードをきっかけに社会的な立場が悪くなった者や、事後処理に忙殺された当事者だっているだろう。枚挙に暇いとまがない恨みを受けるべきだった若わか虎とらはしかし表舞台から早々に姿を消した。七年分、ぶつける相手を失って溜たまりに溜まった鬱憤は、先程経験したようなものでは済まされないだろう。

「……身勝手な申し出ですが。局員たちを、責めないであげてくださいますか」

「もちろん。彼らの不満は、理解しているつもりです。……でも」

「ええ。彼女たちがしわ寄せに遭うのは違う」

　どうやら、若虎と咲さ久くの考えは一致していた。

　若虎の過去に何があろうと、教え子たちには関係ない。何の落ち度もない受験生に対しては、あくまでフェアに。そう思ったからこそ、咲久も助け舟を出してくれたのだろう。

「ですが私は、雛谷先生がお一人で来られていたとしても、同じことをしたと思います。先生は私にとって、憧れの人ですから」

「……ええと、さっきから気になっていたんですが。その先生というのはご遠慮願います。僕は今は竜医ではありませんし、原はら戸ど先生の教師というわけでもありませんので」

「では、先輩とお呼びしても？」

「そ、それも何だか違う気が」

「困りました。他に私の敬意を示せるだけの呼称を思いつきません……旦那様と、あなた様と、ご主人様……あと、だ、ダーリン……の中なら、どれがお好みですか？」

「すみません僕が悪かったです。先輩でお願いします」

「はい。先輩」

　心底嬉うれしそうに顔を綻ばせる咲久。からかわれているのかと思ったが、本人はいたって大真面目なようだった。可愛かわいらしい笑顔は名前の通り花が咲くようで、それでいて咲え茉まとはまた違う、清く気高く凛りん然ぜんと咲き誇る、高たか嶺ねの花はなといった印象を受ける。

「けど、原戸先生くらいのお歳としの方が……」

「咲久」

「えっ」

「咲久。とお呼びください、先輩」

「……咲久さんくらいのお歳の方が、僕をご存ぞん知じとは意外でした」

　名前を呼んだ途端の満足げな笑みに安心しながら、率直な感想を述べた。

　若わか虎とらが竜医として活動していた現役時代は七年前。咲さ久くは十歳なので、当時は三歳。物覚えもままならない年齢のはずだ。

「ええ。沢山、文献を拝見しました。昔のチームメイトの方にもお話を伺ったり。私、先輩を目指して竜医になったんですよ」

「……嬉うれしい限りです。しかし、それで今の立場にいらっしゃるのだから、とうに僕など追い越しているでしょう。そうだ、賢けん竜りゆう褒ほう章しようの受章、おめでとうございます」

「恐縮です。でもあれは本来先輩の手にあって然しかるべきものでした」

　傍はたから見たらおかしな謙遜合戦が続く。

「私は所詮、先輩に憧れて足跡をなぞってきただけの、先輩の劣化コピーに過ぎません。私を含めて先輩を追い越した竜医など、未いまだこの世に現れていないと思っています」

「……それ、咲久さんを慕ってる竜医局の方々には言ってはいけませんよ」

「もちろんです。先輩にだから言えるんです」

「……咲久さんは、どうして僕をそこまで評価するのですか？」

　ある意味、盲信にさえ近いと思った。いくら文献や記録で若虎のことを知ったとはいえ、その治療を実際に目にしたことのない咲久が、ここまで高く評価するものだろうか。

「それは、あの日先輩がやろうとしたことの難しさを、身をもって知っているからです」

「……どういう」

「お待たせしました、ご注文のモーニングＡセットです」

　会話の途中で、カフェの店員に遮られる。

「注文？　いつの間に……」

「さ、せっかくのお料理です、先輩。今日という日の活力のため、いただきましょう」

　折よくかわされた気もするが、咲久の意見には同感だ。朝食は食べてきていたが、小腹を満たす糖分程度であれば歓迎である。

「お後、モーニングＢセットです」

「……ん？」

「モーニングＣセット、ミートボールスパゲティ、ハンバーグカレードリア、鰤ぶり照り御膳、メガホイップパンケーキ、メガシロップパンケーキ、リンゴのタルトとブレンドです」

「どうぞ、先輩。ご遠慮なさらず」

　所狭しと並べられたメガトン級モーニングを前にうっとりする咲久。どうやら最後に来たタルトとコーヒーだけが若虎のぶんらしい。

「えーっ、と……あ。竜用、とか？」

「え？　いえ全部私……、っ」

　そこでようやく咲久は、はっと気づいたような表情をして。

「す、すみません。はしたない、でしょうか……？」

　真っ赤になった顔を、白衣の襟で隠した。

「い、いえ！　こちらこそ、デリカシーが足りてませんでした！　すみません！」

　慌てて取り繕う。驚きはしたが、咲え茉まだっていつもこの量はペロリと平らげる。二人は同い年なのだ、きっと成長期なのだろう！　いっぱい食べるに越したことはない！

「そっ、そうですか？　で、では、その、冷めないうちに、いただきましょうか……」

　もじもじと恥ずかしがりながらも、特に躊ちゆう躇ちよもなく料理の山に手をつけ始めた咲さ久くを見て。咲茉といい、何な故ぜこれだけ食べてそのスタイルを維持できるのか……という当然の疑問を抱きながらも、口が裂けても尋ねるまいと心に誓うのだった。
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「はぁ……満足です……」

　この小さな身体からだのいったいどこに、アレらが全て収まったのか。

　竜の生態と同じくらいに興味をそそられる人体の神秘をひしひしと感じつつ、若わか虎とらは咲久と連れ立ってロビーへと向かっていた。

　そろそろ咲茉たちの筆記試験が終わる頃だ。自信に満ちた笑顔で帰ってくるだろう三人の姿を想像すると、減っていくエレベーターの階数表示に子供のように心が逸はやる。

「……。すみません、先輩」

「どうぞ」

　咲久のスマホに着信が入る。許可を得てから１コールしないうちに彼女は応じた。

　はい、わかりました、ではこちらで、等の手短な受け答えの連続ではあったが、若虎には盗み聞くつもりがなくてもおおよその内容が想像できた。

　実技試験の患者が見つかったのだ。

「……先輩。この後、もう少しだけお時間をいただけますか？」

　通話を終えた咲久は、いつの間にやら取り出した眼鏡をかけ、先程までとはまるで違う鋭利な表情に変わっていた。若虎と似た、「モード」の切り替えだろう。

「監督補助のお誘いであれば、少しと言わず、いくらでも」

「流石さすが、先輩ですね」

　実技試験は、毎回規模の予測がつかない。患者が発生せず試験が延期された年もあれば、大規模な治療で人員が不足気味だった年もあった。不測の事態にもなるべく対応できるよう試験官がバックアップを務めるが、それでも人員が不足すると予想された場合、試験外から補助要員として竜医を補充する。それが、実技試験の監督補助だ。

　患者の治療が受験生たちのみでは立ち行かなくなった場合を除き、基本的に試験に介入することはない。受験生のサポートもアドバイスも無用。せいぜい絶対にやってはいけないことを止めるのみ。ただし、受験生たちを間近で監督できる。

　つまりは三人の成長を見届ける、願ってもないチャンスだった。

「何から何まで、ありがとうございます、先輩」

　二人きりのエレベーター内で、咲さ久くが深々と頭を下げる。

「いえ、お礼を言うのはこちらの……、ん？　……失礼、髪に何か……」

　さらりと整えられた髪の間に、何か煌きらめくものを見つけ、そっと手に取る。

「すみません、取れました」

「あ、ありがとうございます……」

　もじもじする咲久をよそに、コンタクトレンズのようなそれを天井のライトに透かす。

「これは……鱗うろこ？　……白い、鱗……」

　ぱしんっ。

　エレベーターの狭い空間内に、乾いた音がこだました。

「……っ、あっ、す、すみません先輩！　私、は、はたいたりして……！」

「い、いえ！　僕の方こそ、女性の髪についてた物をまじまじ見るような真ま似ねを……！」

「でも、そんなことで私！」

「いえ、僕の方こそ失礼を！」

　しばし謝罪合戦を繰り広げていたら、無情にもエレベーターの扉が開いた。

　異様な光景を見た職員たちの、全ての視線が若わか虎とらに突き刺さる。居いた堪たまれなくなり揃そろって早足で離脱すると、ロビーには既に人だかりができていた。

「あっ、いた！　せんせーっ！」

　筆記試験を終えた咲え茉またちが、若虎のもとへパタパタと駆け寄ってきた。

「お、お疲れ様です、皆さん。手応えの方は……聞くまでもなさそうですね」

　三人の自信に満ちた表情を見れば、伝わる。

「あたし、見直し五周くらいしたよっ」

「相変わらずすごいスピードね咲茉は……私、結構ギリギリだったわ」

「……でも、やり切った顔をしてますね」

「まさか。試験はまだ終わりじゃないでしょ」

　明あ日す羽はの言う通り。筆記試験が終わった時点で、ようやく半分。

　むしろ竜医としての本当の能力は、この後の実技試験で試されると言っていい。




「皆さん。筆記試験お疲れ様でした。ここからの進行は私、実技試験総監督医の原はら戸どが引き継がせて頂きます」

　ロビーに集まった数十名の受験生に、咲久がつらつらと説明を開始する。

　既に患者が見つかっているので、この後昼休憩を挟まずすぐに移動を開始する。必要な医療器具などは竜医局側で用意し現地に運び込む。そして、試験時間中は他の受験生との協力、相談を全面的に許可する。一通りの説明を終えた後、咲さ久くは若わか虎とらを示して告げた。

「なお、今回こちらの雛ひな谷や若虎先生が、急きゆう遽きよご厚意で監督補助を務めてくださることとなりました。よろしくお願い致します」

「……え!?　せんせーが!?」

　聞かされていなかった咲え茉まは驚嘆を顕あらわにした。ついさっき決まったので当然だ。

　咲茉たちにとって、安心となるか重圧となるか。いずれにせよ、白衣も着ていない若虎は前には出ないし、試験の公平性を保つためアドバイスもしない。そもそもこの先三人が竜医になったら、若虎はいつも傍そばにはいられない。

「ではこれより、実技試験会場へ移動します。皆さん、患者を救うため、ご尽力を」

　だからこれは、きっと彼女たちの治療を監督する最後の機会になる。
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　現場は、嵐の様相を呈していた。

　シーズンオフの閑散とした砂浜に、大音声の絶叫が響き渡り、波を荒立たせる。吹き荒すさぶ雨風にヘリでの接近を断念し、機材を背負って海沿いの住宅地を徒歩で進んでいく。

「……サイアクだ……」

　受験生の誰かがぽつりと呟つぶやいた。

　確かに、あまりに荷が重い状況かもしれない。

　海の上空に浮かぶ黒い影を見やる。




　既に『竜影ガスト』が発生しているというのは、若虎も聞かされていなかった。




　ここに集った候補生たちの中に、養成学校の授業でも、竜医師団に所属しての実地研修でも、竜影ガストを相手取ったことのある者は少ないだろう。

　竜医生活に身を置いている間こそ忘れがちだが、竜影ガストとは災害だ。十分な対処能力を持たない者は、取り扱うことさえ許されない。ゆえに候補生が候補生でしかない以上、竜影ガストの発生を伴う患者の治療に積極的に関わることはできない。唯一その機会に恵まれるのが、現役竜医に同伴してその日の現場に無条件で送り込まれる認定試験のみ。ぶっつけ本番で初の竜影ガストを体験することになるのは、不運といえば不運なのだろう。

　そしてそれは、リトルタイガーも同じだった。

　彼女たちはこれまで一度も、竜影ガストの対処を経験していない。

「これは、なかなかに手て強ごわい現場かもしれないな……」

　ただそれでも、若わか虎とらにできるのは、信じて見守ることだけだ。

「治療対象を確認！　深しん蒼そう鱗りん、海遊竜。比較的高齢です。速やかに診断を行い、治療を開始してください！」

　竜影ガストの真下に、弱り果ててうずくまる巨大な海竜。まるでピュリィをそのままスケールアップしたような姿の巨竜は、本来砂浜に打ち上げられ倒れ込むようなことはない。

　竜影ガストの規模からみても、既にかなり衰弱が進んでいる。生唾を呑のみ、ちらりとリトルタイガーの面々に目をやると……そこから最初に聞こえてきたのは、意外な人物の声。




「……ししょう……!?」




　霞かすみの言葉に、誰もが振り向く。

　異な巡り合わせは、運命の悪戯いたずらか。

　患者は、霞の命の『恩竜』にして、子守唄の師匠だった。

「霞。落ち着いて」

　動揺を見せる霞だったが、明あ日す羽はの落ち着き払った声にはっと引き戻される。

　霞を含めた他の受験生たちが過酷な状況に戸惑う中、明日羽がこの場で誰よりも、あるいは咲さ久くや若虎よりも冷静だった。

「……ん？　咲え茉まさんは……」

　ふと気づけば、受験生の中に咲茉の姿が見えない。明日羽や霞の傍そばにもいない。まさかはぐれてやしないかとあたりを見渡すと。

「おーいっ！　創傷、流血共になーしっ！」

　患者の巨体の陰からひょこりと顔を出した咲茉が、高らかに報告した。

「な、何あの子!?　この嵐の中、いつの間にあんな近くに……」

「ていうか、今創傷無しって……も、もう外傷チェック終えたのか!?」

　患者の傍まで行けているのは、現時点で咲茉ただ一人。竜影ガストを恐れないのは流石さすがと言うべきだが、本当の危険が襲い掛かるようなら明日羽と霞が制止しているだろう。

　咲久も到着し、咲茉の伝えた診断に誤りが無いかを確認しつつ自らも診察を進めていく。

「どうかな、咲久ちゃん！」

「……ええ。藤條候補生の言う通り、表皮外側に目立った傷は見られません。流血も無いし、外から見てわかる開放骨折なども確認できません」

　どうやら、第一の関門は難なく越えたようだ。

　さあ、症状の特定に向けて次にすべきことは。

「咲茉！　続けて呼吸と脈を診て！」

「了解、はーちゃん！」

　明あ日す羽はの的確な指示が飛び、受け取った咲え茉まが風のように軽やかに砂浜を蹴って跳ぶ。胸部から首元、十数メートルはあろう長い首をつたって頭部へ、身体からだ全部を使って触診。

「脈拍、低下！　呼吸、不整っ！」

「……体内のどこかに出血があるわ！　その前提で触診を継続して！」

「らじゃ！」

「みんなも突っ立ってないで、気づいたことあったらどんどん言いなさいッ！」

　右往左往していた受験生たちが、明日羽の檄げきで背筋を正す。誰もが目を凝らし、持ち寄った分厚い医学書や手製のメモ帳と患者とを交互に見やる中。小さな、しかし嵐の中でも澄み渡って届く声が上がる。

「……こえ。へん」

「声？　竜影ガストの方の声ね？」

「うん。ししょうのこえ、こんなじゃ、ない。まるで、なにか、はさまってるみたい」

　流石さすがの気づきだ、と若わか虎とらは感心する。

　竜影ガストは、竜の苦痛から生まれる影写し。その挙動を観察し病状を絞り込む方法は知識として伝えてはいたが、声との関連性までは教える機会がなかった。

「……！　咲茉！　喉を診て！」

「おっけー！」

　チームの信頼が、見るも鮮やかにつながっていく。

「……！　はーちゃん、ビンゴ！　ヘンな音してる！」

「咽喉部に異音。患部は間違いなくそこね。声に異状が見られるなら炎症を起こしているか、喉の奥に異物が挟まって共振しているか……いずれにせよ出血の可能性は大」

　明日羽の診断に、周囲の受験生が色めき立つ。

「も、もう患部の特定……は、はやっ」

「さっきまでの時点では、内臓出血の可能性もいくらでも残ってたのに」

「の、喉の炎症なら……投薬っす！　投薬療法を！」

　受験生の一人が、抗炎症剤と止血剤を手に声を張り上げた。

「いえ、竜影ガストの規模からしても内用薬に頼る猶予は無いと思うわ。この患者は身体が大きくて表皮も分厚いから、投与しても効果の発現までにラグがある。それに気道付近に出血があるとするなら、血液凝固系の止血剤なんて使ったら詰まるわよ」

「そ……そっか」

　患者の状態に適さないセオリーを冷静な分析で除外する。

　一番最初の、先生になる前の若虎の教えだ。

「じ、じゃあどうします！　いったん喉を切開して血抜きを……？」

　その提案に、霞かすみの肩がびくっと跳ねる。

　確かに妥当な手段ではある。患部に局所麻酔を施し、挿管して血抜きドレナージを行うことで、気道の閉塞という二次被害を未然に防いだうえで止血に移行する。

　しかし、ここで問題になるのは竜影ガストだ。麻酔で局所的に痛みを麻ま痺ひさせても竜影ガスト自体が大人しくなることは決してなく、逆に傷を増やして暴走を激化させる恐れもある。

「…………ぅ、うっ……！」

　その苦痛を想像し、心優しい霞かすみは躊ちゆう躇ちよした。

　症状ではなく、患者を見るのが良い竜医の在り方だ。症状を対処することではなく、患者の苦痛をなくすことが竜治療の最終目標。余計な苦痛を増やす手段は、望ましくない。

「……さて、ならばあなたたちはどうする。チーム・リトルタイガー」

　最後の機会だ。存分に見せてくれ。

　三人が、この先どんな竜医になっていくのかを。

「……霞。師匠を癒いやしてあげたいのよね」

「…………うん」

「だったら、霞にしかできないことがあるわ」

　誰よりも大切な家族を、自分の手で助けたい。そんな仲間の想おもいを汲くみ、優しく微笑ほほえみかけて。明あ日す羽はは自分の選んだ治療法を伝達した。




「幸い、患者の身体からだは大きい！　小さい子一人なら、丸呑みできるくらいにはね！」




　その場にいた誰もが、明日羽の発言に呆ぼう然ぜんとした。

「……っはは」

　若わか虎とらは一人、笑っていた。

「ロープはある!?　霞の身体に括くくりつけて、口ん中潜り込んで直接傷を塞ぐわ！　血抜きも外用薬塗布も異物除去も、全部口から直接行う！」

　それはかつての自分が、あの海竜に施した治療と同じ手段だったからだ。

「まっ、まじのまじ!?　はーちゃん！」

「マジのマジよ！　それが現状最速かつ最適の処置と診断するわ！」

　堂々とした豪語に、他の受験生たちも次第に圧おされ始める。

「でっ、ですが、その子一人では危険じゃ!?」

「大丈夫。霞は誰よりも竜の身体に詳しいわ。この中で一番小さい……患者への負担が少ないことだけが理由じゃない。私は霞の知識量なら全面的に信用して送り込める！」

「……う、うんっ。かすみ、いっぱい、べんきょうした……！」

　当然それは、初対面の受験生たちが鵜う呑のみにできる発言ではなかったが。他に良い手段も思いつかない彼らは、迅速な判断で明日羽に従うことを決めた。




「みーちゃん、キツくない？　大丈夫？」

「…………へいき」

　滅菌したレインコートを白衣の上に着込み、その上からロープをぐるぐるに巻き付ける。頭上の竜影ガストの耳を劈つんざくような絶叫にも怯ひるまず、唇をきゅっと結んでいる。

「準備はいい、霞かすみ？」

「…………（こくっ！）」

「よぉし！　みんな、せーのでお口ひらくよっ！　せーのっ……！」

　ぐったりとした患者の口を、咲え茉まや他の受験生たちが数人がかりでこじ開ける。

「今よ！　行って、霞！」

「が、がんばってください……っ！」

「頼んだぞっ！」

　明あ日す羽はの号令に合わせ、他の受験生たちも霞を激励する。たくさんの応援に背中を押され、引っ込み思案な女の子は、覚悟を試される闇の中へと、一歩。踏み込んでいった。





　　　　◇






「まっくら……あったかい」

　ペンライトを持ち、誘導管ドレーンをもう片手に握り締め、真っ暗闇の中を進んでいく。霞の小さな身体からだでさえ這はって通るのが精一杯で、一歩進むごとに身動きが取れなくなったらどうしようという恐怖に襲われる。

　けど、腰に硬く結んだロープ。この先端を、咲茉と明日羽が握っている。

　そう思うだけで、前に進む勇気が湧いてきた。

「…………ぁ」

　そして、見つける。

　食道の側壁に突き刺さるように引っ掛かっている、マグロの肋骨のような太く大きい魚の骨。それにおそらく咲茉が聞いたのと同じであろう、共振のような微かすかな異音。

「……ししょうったら。へんなもの、たべちゃだめって、いったのに……」

　ライトを当て、慎重に傷の様子を観察する。幸い、この深さなら気道側まで傷つけてはいない。炎症による腫れが気道を圧迫しているだけ。血液で詰まる心配はない。

「……いま、とってあげるからね、ししょう……」

　骨が引ひっ掻かいて傷つけた部分に軟なん膏こうを塗り、痛みが無いようにゆっくりと骨を引き抜く。噴き出した血を誘導菅に流し、そのまま止血処置を行う。傷口を縫い止め、血止めと痛み止めの軟膏を塗って、最後に食道壁の粘膜を採取し患部を保護。

「できた……」

　ふう、と大きく息をついて、腰のロープを引こうと手を伸ばした瞬間。

「…………あれ？」

　天地がひっくり返る感覚に襲われた。





　　　　◇






「わはぁーっ！　高い高ぁーい!!」

　不測の事態にあって、ただ一人はしゃぐ咲え茉ま。その小さな身体からだは、地上数メートルの地点まで持ち上げられていた。

「ぎゃああああ!?　何で急に起きるんだよおおおお」

　突然起き上がって、首を持ち上げた患者にロープごと引っ張られ、宙づりになる何名かの受験生。しかし咲茉は遊園地のアトラクションのような浮遊体験にはしゃぎながらも、患者の意図をしっかりと汲くみ取とっていた。

「大丈夫だいじょーぶ！　みーちゃんの処置が終わったから、ペッしようとしてくれてるだけだから！　すぐに降ろしてくれるよーっ！」

　海竜はまっすぐに上を向き、自らの影が生み出した猛烈な雨を口の中に溜ためていく。ほんの三十秒ほど雨水を飲むと、ゆっくりと首を下ろして滑り台状に傾斜をつけ、溜ためた水を一気に吐き出した。
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「ああ……海水を飲みに行かなかったのは、傷に染みるからか。なるほど」

　若わか虎とらが謎の納得をしていると、吐いた水に流されて霞かすみがしゅぽーんと飛び出してきた。

「みーちゃん！　おかえり！」

「よくやったわ霞っ！　……わっ、その骨が喉に刺さってたのね……痛そー」

　霞を抱きとめた咲え茉まと明あ日す羽はが、揃そろって笑顔を浮かべる。

　咲さ久くが駆け寄って、助け起こそうと手を伸ばした。

「お疲れ様です。傷を塞いで痛みも抑えたのなら、程なくして竜影ガストも消滅するでしょう。処置は完了、ということでよろしいですか？」

「…………（ふるふる）」

　その問いに首を横に振り、霞は再びぐったりと倒れ込んだししょうへと歩み寄った。

「あんせいにして、ゆっくりおやすみなさい、ししょう」

　最後の仕上げと言わんばかりに、ししょう直伝の子守唄を歌う。

「──────♪」

「ル……ゥ……」

　ししょうの荒い息はだんだんと穏やかになっていき、つられるようにして周囲の受験生たちも砂浜に腰を下ろし、呼吸を落ち着けていく。波のように、広がっていく安らぎ。

　やがてししょうが目を閉じ、静かな寝息を立てた頃。

　頭上の竜影ガストは、嵐ごと綺き麗れいに消え去っていた。

「おだいじに、ししょう」

　すやすやと眠る竜の頭をそっと優しく撫なでた後。

　霞はその場に座り込んで、眠り始めてしまった。

「……お疲れ様、霞。けどそのままじゃ風邪ひくわよ」

「霞さんのことは僕に任せてください。明日羽さんは、続きを」

　疲れて眠ってしまった霞を抱き上げ、若虎は明日羽に告げた。

　すっかりやり遂げた感じでいた受験生たちから口々に「え……」「続き……？」と、疑問の声が上がる。答えるように、明日羽は不敵な笑みを浮かべた。

「今の嵐で負傷した竜が他にいないか、周辺を捜索！　まだ終わりじゃないわよ！」

　どよめく受験生、元気よく駆けていく咲茉。

　試験はまだ終わっていない。

　しかし、唖あ然ぜんとする試験官たちの表情や、咲久の満足げな微笑ほほえみを見るに。

　結果は、この時点で決まっていたと言ってもよかったのだろう。
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　四月。

　春先のうららかな陽気が眠気を誘う。先週くらいに見頃を過ぎた桜は、暖かい春風が通り抜ける度に舞い散っては眩まぶしく煌きらめく。

「お待たせー、咲え茉ま」

「もーっ、お母さん遅い！」

　戸締りと火元確認を済ませ、くたびれたスーツ姿で冬場のカピバラのようにのっそりと家を出てきた母親を、咲茉が咎とがめる。

「ふああ……らって、眠いんだもん。動くとお腹なかすいちゃうから、低燃費が信条なのよ、お母さんは……」

　あくびをしながら、玄関前で待っていた咲茉の姿をじっと見る。

「な、なに？」

「……ふふ。咲茉、スーツ全然似合ってねぇー」

「んなぁ!?　ひどっ！」

「だってなんかブカブカだし、まだまだ子供っぽいって感じ」

「むぅー。……いいもん、あたしは白衣の方が似合うオンナになるんだもん……」

　ぷくーっと膨らませた咲茉の頬ほおを、母がつんつんぷにぷにと突っつく。

「ま、頑張んなさいよ、咲茉」

「ん！　頑張るぞー！」

　咲茉には最近、世界中の竜と友達になるという夢の他にもう一つ、新しい目標ができた。

　憧れの先生と同じくらい立派なお医者様になって、天てん焔えん島じまの竜とも友達になること。

　そして今日は、そのための門出の日だった。





　　　　◇






「おはよう、咲茉。お母様も」

「おはよっ、はーちゃん、みーちゃん！」

「…………（ひらひら）」

　竜医局関東支部前の停留所でバスを降りると、そこには既に明あ日す羽はと霞かすみが待っていた。二人とも、おめかししたスーツ姿がよく似合っていた。

　リトルタイガーの三人は、先日の認定試験に合格し。

　晴れてこの春より正式な竜医となった。

　今日は今年度の合格者を対象に行われる、竜医局主催の「入局式」の日。

「あれ、いんちょーは？　死んでも見に来るって言ってなかったっけ」

「……あっちの喫煙所でアメ舐なめてるわ。今のうちに撒まいてやろうかしら……」

「えー何で？」

「恥ずかしいのよ！　すれ違う人全員にウチの自慢の娘ですみたいに挨拶するんだもの！」

「…………（にこにこ）」

　顔を真っ赤にする明あ日す羽はに、そんな様子を見て楽しそうに微笑ほほえむ霞かすみ。

　合格が発表されてから、慌ただしくて丸ひと月近く会わずにいたが、明日羽も霞も全く変わっていなかったようで咲え茉まはなんだか嬉うれしくなる。

「みーちゃん、ししょうは元気？」

「……うん。すっかり、よくなった」

「よかった！　またリサイタル聴きにいくね！」

　実技試験で治療した霞のししょうも、咲茉にとっては大切な友達のひとりだ。

　他にも、ずっとスサノオ医院で暮らしているピュリィや、グッカにヌロール、紅ぐ蓮れん亭のみんな……会いたい相手が沢山いる。

　けれど、今一番会いたいのは。今一番この晴れ姿を見てほしいのは。

「せんせーは、やっぱり来れない？」

「……ていうか、試験の後からずっと連絡つかないままよ」

　リトルタイガーの三人を竜医試験に合格させる。その務めを果たした若わか虎とらは、もう自分の役目は終わりとでも言うように、合格発表も待たずに彼女たちの前から姿を消した。

　あのサイト０Ｄゼロデイーの廃はい墟きよにいることはわかっていたが、連絡も絶たれた手前、会いに出向くのもどこか気まずかった。というより、こちらから会いに行くことで迷惑をかけたり、にべもなく追い返されたりしたらどうしようという不安が勝ったのかもしれない。

「あの人は、最初からこうするつもりだったのかもしれないけど……それにしたって、顔くらい見せてくれてもいいのに」

　若虎の考えそうなことは、みんな大体わかっている。

　輝かしい未来を掴つかみ取とり、これから夢に向かって走っていく咲茉たちにとって、いつまでも自分のような「最悪の竜医」がつきまとって迷惑をかけるわけにもいかないだとか、そんな理由なのだろう。

　だが、自分たちは他でもないその「最悪の竜医」の指導のおかげで試験に合格し、竜医になることができた。

　本当は胸を張って、声高に叫んで回りたいのだ。雛ひな谷や若虎は「最高の竜医」なのだと。

「……ま、あたしは細かい事情はよく知らないけどさー。お医者様やってたら、そのうち会えるんじゃないの」

「お母さん……」

「それに、刑務所に面会に行くわけでも、入院患者のお見舞いに行くわけでもないし。誰の許可がいるってもんでもないんだから、会いたいときに会いに行ったらいーじゃん。会いたい相手に、会いたいときに会えるって、これめっちゃ幸せなことよー？」

　流石さすがは咲え茉まの親、とでも言うべきポジティブさで、あっけらかんと言ってのける。

「あたしがあのセンセーだったら、こんな可愛かわいい子たちがはるばる会いに来てくれたらそれだけで嬉うれしいけどね」

「ぐっ……そ、それはそれでちょっと嫌だわ」

「ふはっ。何ぃ、あのセンセーってロリコンなの？」

「ち、違うよっ！　ちょっと可愛いものが好きなだけだから！　竜とか竜とか竜とか！」

　自分のいない間に不名誉な扱いを受けていることを、当の本人は知る由もなかった。
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「……っくしっ」

　くしゃみで目が覚める。また無意識に布団をかけずに寝たせいだろう。

　上体を起こし、柔らかい春の日差しに目を擦こする。

　桜一本生えていない殺風景なこの廃はい墟きよにも、春の陽気と風は等しく訪れる。

「……しまった。寝過ぎた……」

　春眠暁を覚えず、とはよく言ったもの。今朝は緋あか音ねの訪問がない日だったとはいえ、時刻は既に十時過ぎだった。習慣がなくなると、人はこうも堕落するのか。

　ベッドから降りようと手をかけると、何かさらりとした柔らかいものに手が触れた。

「……ん？」

　視線を落とす。

　ベッドにうつぶせに寄りかかって、すやすやと小さく寝息を立てる女の子。

「………………へぇっ？」

　思わず上げた珍妙な声に、女の子はぴくりと反応する。

「ん……あら……」

　顔を上げ、とろんとした眼めでこちらを見つめる、その顔は。

「すみません。私ったら、はしたない……」

「さ、さ……咲さ久くさん……!?」

「はい、咲久さんです。おはようございます、先輩」

　後輩（一応）竜医、原はら戸ど咲久であった。

「な、ど、どうしてこちらに!?」

「緋あか音ねさんに場所をお聞きして」

「あか姉ねぇか……！」

「でも、鍵もかけずに不用心ですよ、先輩」

「いや普段こんな所に人なんか来ないんですよ！　何しに来たんですか！」

「先輩にお会いしたくて参りました」

「や、そ、そうだ病院は！」

「二ヶ月ぶりの非番です」

「あ……それはどうも、いつもお疲れ様です……」

「いえいえ、お気遣いなく」

　などと、ちょっとした問答を繰り広げてしまう。

「……ですが貴重なお休みに、どうしてわざわざ僕の所へ？」

「ですから、先輩にお会いしたくて。ふふっ」

　以前見せた凛りんとした笑顔とはまた違う、寝起きのふにゃりとした隙のある微笑ほほえみがまたなんとも可愛かわいらしかった。……いや違う。違う違う。どこか遠くから失礼な言いがかりが聞こえてきた気がしたが、断じて違う。

「と、いうのは半分冗談です」

「半分ですか……」

　にこりと笑うと、咲さ久くは立ち上がって白衣の襟元を正し、背筋を伸ばして向き直る。

「折り入って、先輩にご相談したいことがあって伺いました」

「僕に、相談……ですか？」

「とはいえ、先輩のお部屋でお話しするのも落ち着きませんよね。朝食、まだお済みではないでしょう。よろしければこれからご一緒にお食事などいかがですか、先輩？」

　どうしようか考える前に、お腹なかの虫が返事した。

「……う、うん、そうですね。僕の方もお聞きしたいことがありますし……」

　咲久がパッと顔を輝かせた瞬間、彼女の白衣のポケットでスマホが振動した。

「すみません、先輩」

「どうぞ」

　要るのかわからない許可を出すと、咲久は流麗な手つきでスマホを取り出し耳に当てる。

「はい。……わかりました。私もすぐに合流します」

　取り出した眼鏡をかけ、キビキビと受け答えをする咲久の顔に、先程までの春眠ふにゃふにゃ味は微み塵じんも残っておらず、キリッと引き締まった竜医モードに変わっていた。

「……申し訳ありません、先輩。少々重そうな急患が入りました」

「いえ、お構いなく。僕も同行しましょうか」

「先輩のお手を煩わせるほどでは」

「では一秒でも早く、患者を助けに行ってあげてください」

「はいっ。お食事とお話は、また今夜にでもお時間ありましたら！」

　それだけ言い残して、現役最優秀の竜医は颯さつ爽そうと廃屋を出て行った。

　一人、残された薄暗い部屋で、ふと教え子たちに思いを馳はせる。

「……急患か。みんなも駆り出されたのかな」

　しかしすぐに、今日が入局式の当日だったことを思い出す。

「見に行きたかったけど……僕がそんな場所、行けるわけないし」

　試験日の、竜医局での出来事を思い返す。自分に突き刺さる視線の生々しい痛みも、それが咲え茉またちに飛び火していた申し訳なさも、ありありと思い出せる。

　だからこそ、そんな汚名を受けた自分が、いつまでも彼女たちに付つき纏まとうわけにはいかない。あの子たちには、無限の可能性に満ちた輝かしい未来が待っているのだ。

「……同行しましょうか、なんて。半年程度の慣れでも抜けないこともあるんだな」

　いくら竜を助けに行きたい気持ちが先行したとはいえ、白衣もない自分が急患の現場に行って、何ができるというのだろう。助言すべき候補生たちだって、今はもういない。

　もう自分は竜医ではない。自分の立ち位置はわかっている。

　教官の役目も終えて、何者でもなくなった自分が、それ以前の生活に戻っただけ。

　為なすべきことは、為したつもりだ。

　燻くすぶっていた七年分の想おもいは、三匹の小さなトラに託されたのだ。

「…………」

　そう。ベッドの上に虚うつろに煌きらめく、いつかと同じ白い光。

　彼女たちにだけは決して触れさせたくない、その懸念ひとつを除いて。
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「……白い鱗、だと？」

　おあずけを食らってしまったお腹なかの虫を大人しくすべく訪れた、カフェ『紅ぐ蓮れん亭』。

　若わか虎とらが咲さ久くに聞きたかったこと。そして、咲久がベッドの上に残していった落とし物。

　今度こそ手に取って検あらためたそれを、若虎は盟友・絃いとに見せていた。

「……盟友。これがどういう意味かわかっているのか？」

「はい。あまり、わかりたくはないですが……」

　竜の鱗うろこは、その全てが、種族のみならず個体を識別できるほどに精細で鮮やかな色彩を有している。竜と竜医の歴史上、かつてたったひとつだけ存在した例外を除いて。

　七年前、『竜災ドラグハザード』の引き金となった白い鱗の竜。

　一切の色彩を持たない純白の鱗の持ち主は、後にも先にもただ一匹も見つかっていない。

　その白い鱗うろこが、今ここにある。それも、指先ひとつに収まるような、七年前の巨竜のものとは明らかに違うサイズの鱗が。

「鱗りん片ぺんであろう。七年前の個体の」

「僕が見たのが一枚だけなら、そう結論付けたかもしれません。しかしこれは……」

「……その先は、言うな、盟友」

　頭を抱え深く息をつく絃いとの姿を見て、彼女もまた七年前のトラウマを日常の積み重ねの中で鈍化させてきたに過ぎないことを知った。

「……我にこんなものを見せた理由。当ててみせようか、盟友」

　何も答えない若わか虎とらに、絃はまっすぐな視線をぶつける。

「もし自分に何かあれば、緋あか音ね嬢や子供たちのことは頼む。そう言いに来たのであろう」

「……大おお袈げ裟さですよ」

「大袈裟なものか。……また、一人で何もかも背負うつもりなのか」

「いざとなれば、僕にしかできないことをするつもりです」

　目を伏せた絃は、しばしの沈黙ののち、短くも力強い言葉を告げた。

「もし、その『いざとなれば』が来たのなら。頼れ。今度こそ、我らを」

「……わかりました。約束します」

「だそうだ。しかと聞いたな、緋音嬢」

　ハッと振り返ると、いつの間に来ていたのか、緋音が哀かなしそうな表情で佇たたずんでいた。

「盟友からの連絡があまりに剣けん呑のんだったものでな。我が声をかけておいた」

「……そう、ですか……いえ。ありがとうございます」

　こうでもしなければ、白い鱗の件は緋音には言い出せずにいたかもしれない。

　無言で歩み寄ってきた緋音が、若虎の手を取る。

「……あか姉ねぇ、すごく震えてる」

「あたりまえだよ……怖いもん。七年前のこと思い出したら……泣きそうなくらい怖い。でも、トラくんがまた一人で行っちゃうことの方が、ずっと怖いよ……っ！」

　そうか。七年前、電話の向こうで彼女は、こんな顔をしていたのか。

「……うん。ごめん。……ごめん、あか姉ぇ。今度こそ、頼るよ」

　固く手を握り合う二人を見て、絃はどこか寂しそうに溜ため息いきをついた。

「……強いな、緋音嬢は。我はきっと、白竜の傍そばになど恐ろしくて立てぬ……だが手を貸し知恵を絞るくらいはできよう。盟友の心まで独りにはさせぬ」

「……ありがとう、ございます。心強いです」

　どうしてずっと忘れていたのだろう。仲間がいてくれる心強さを。

　一人ではできなかったことも、仲間がいれば乗り越えられる。

　そんな当たり前の事実を、若虎は小さな教え子たちから教わったばかりだった。
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「新人諸君、サポートありがとう。大いに助かったよ」

　すっかり日も暮れた頃。近隣で発生した崩落事故の救助に参加した咲え茉またちは、戻ってきた竜医局のロビーで、明あ日す羽はよりもやや年下と見える先輩竜医に労ねぎらわれていた。

「ああいった大規模な事故現場では、大勢いる患者にどれだけ迅速に手を尽くせるかが鍵だからな。手が多いとそれだけで助かるよ」

「いえっ！　まだまだ、です」

　咲茉は神妙な面持ちで、「手が多い」程度の貢献しか果たせなかった実力不足を顧みた。

「……まあ中には、原はら戸ど医師のように一人で何人分もの働きを見せてしまう傑物もいるわけだが……彼女がいなかったら、今回の現場はちょっと危なかったかもな」

　確かに、目の前で見た咲さ久くの働きは凄すさまじかった。咲茉たちが三人でひとつの治療法を導き出す間に、咲久はたった一人で三匹の処置を終える……それほどまでの速度で、文字通り山のようにいた患者を救助、治療、搬送し、全ての命を救ってみせた。

　それを見て咲茉が抱いたのは、やはりあの日テレビで咲久を見て感じたのと同じ気持ち。

　早く、あの子のいる場所まで追いつきたい。並び立ちたい。

　同い年というだけでなく、咲茉は咲久に不思議なライバル心を募らせていた。

「しかし、竜医になった初日にしては、目覚ましい活躍だったよ。もし新人の時のオレだったらと思うとゾッとするな。君たちには、よほどいい教官がついていたと見える」

「……っ！　そっ、そうなのっ！　わかりますかっ!?」

「はは、おまけに生徒によく慕われているらしい。君たちは、ええと……何ど処この病院？」

「スサノオ医院ですっ」

「……すまない、聞いたことないな」

　無理もない。設立から一年も経たっていないし、昨日まで候補生しかいなかった病院だ。

「君たちさえ良ければ、その教官も紹介してくれよ。ちょうど近々親睦会もあるし」

「しんぼくかい？」

「あれ、聞いてないか。お花見だよお花見、毎年式の後に説明が……ってそうか、君たちは式の途中で現場に来たんだから聞いてるはずないのか。はは、新人はみんな驚いてたぞ。救急車が出動した途端、三人揃そろってスーツの上から白衣羽織って追いかけるもんだから」

　咲茉たちにとってみれば、何も驚くようなことではなかった。自分たちは既に竜医なのだから。患者がいれば、いつどこにいても助けに行くのが当たり前だ。

「天あま之の川がわ先生ーっ」

「っと。今行く！　それじゃ、また親睦会の時に会えたら」

　天あま之の川がわと呼ばれた先輩竜医は、颯さつ爽そうと白衣を翻して廊下の奥に消えていった。

「せんせーのこと褒めてくれた！　いい人だったね！」

「…………（こくこく）」

　大好きな先生を褒めてくれる先輩に悪い人はいない。

「ねえ……咲え茉ま、霞かすみ」

　明あ日す羽はは遠慮がちに口を開いたが、不思議と二人の返事は聞く前からわかっていた。

「……親睦会の、お花見。先生を誘ってみようと思うんだけど」
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「お待たせね。ご注文のファミリーコース一式と、天津飯、五目炒飯チヤーハン、青椒肉絲チンジヤオロース、腰果鶏丁ヤオグオジーデイン、回鍋肉ホイコーロー、麻婆マーボー豆ドウ腐フ、小シヨウ籠ロン包ポウ、油淋鶏ユーリンチー、水すい餃ぎよう子ざ、杏あん仁にん豆どう腐ふ、中華丼と玉子スープね」

「あっ、マーボーさんは甘口にしていただけましたか？」

「モウマンタイよ～」

「シェシェです」

「…………」

「さ、いただきましょうか先輩。……先輩？」

「ああ……いえ」

　決死の思いで意気込んで来た若わか虎とらは、肩の力が脱臼ばりに抜けていくのを感じた。

　中華屋特有のこの回転テーブルって、全部一人で食べるために開発されたものでしたっけ、というツッコミは野や暮ぼだ。ちなみに中華丼と玉子スープが若虎の分である。

「こんなに遅くなってしまったのに、お時間を頂いてありがとうございます、先輩」

「いえ、お気になさらず……それで、咲さ久くさん。僕に相談って何でしょう」

　咲久の人間掃除機ぶりを眺めるのも一興だったが、若虎は手早く本題を切り出した。

「……んくっ。はい。実はですね」

　口元を上品にナプキンで拭き、咲久は居住まいを正して続けた。

「私の参加している、とある研究チームに……先輩をお誘い差し上げたいのです」

「研究チーム……ですか」

「はい。先輩は現在の年齢上、非常に残念なことですが竜医として現場に立つのは難しいと考えます。ですが研究者としてならいかがでしょう？」

　確かに、竜医を引退した人間が、竜の生態研究者として業界に残るケースは多い。

「先輩ほどの実力と実績を持つ竜医が、あのような場所で埋もれているなど竜医業界全体の損失です。我々は誰よりも先輩の知識と見識を必要としています」

「回りくどいのは抜きにしましょう。一体どのような研究なのですか」

　目を伏せ、一呼吸おいてから。咲さ久くは粛々と告げた。

「白竜の生態」

「…………っ」

「より詳細には、竜災ドラグハザードの医学的究明と再発防止を目的とした研究です」

　言葉を失う。あまりに、最悪の予想通り過ぎて。

「……驚くのも無理はありません。白竜は、竜災ドラグハザードの個体以外には存在が確認されておらず、そのたった一匹の遺体の調査も徹底的に行われ、……何の成果も得られなかったうえで、今から五年前には既に打ち切られた。そこまでは先輩もご存ぞん知じのことと思います」

「……では、何か、僕の知らない事実があると？」

「我々は、研究の途上で偶発事故的に誕生した白竜の幼体を一匹、保護しています」

　がたん、と大きな音がして、自分が座席から立ち上がっていることに気がつく。

「……っ、すみません……」

「いえ。心中穏やかでないのはわかります」

　あくまで冷静な態度の咲久に若わか虎とらの頭も冷え、再び椅子に座る。

「ひとまずはご安心を。竜災ドラグハザードと同様の原因不明の症状は、今の所発生していません」

「今の所、って……原因不明なんだから、いつ発生するかもわからないでしょう！」

「だからこそ、先輩に声をおかけしたんです！」

　懇願するような瞳。そこで初めて、咲久も追い詰められ不安を抱えていたのだと気づく。

　いつ大災害を引き起こすかわからない爆弾を不意に抱えさせられたようなものだ。

「この世で一番白竜について知っているのは、先輩です。先輩が研究に参加してくだされば、白竜の解明は飛躍的に進み……第二の竜災ドラグハザードの発生を未然に防ぐこともできるはず」

「……現状で何か、わかったことはあるんですか」

「先天的な疾病が一切見られない、極めて健康体だということがわかりました」

「……それは、難儀ですね……」

　七年前、若虎が白竜の病原を特定できなかった理由は、患者が外傷も臓器異状も神経失調もアレルギー反応も確認できない完璧なまでの健康体だったがゆえだ。

「どうか、早期のご返答を願います、先輩。私、あの子を……死なせたくありません」

　咲久の悲痛な声に、歯は噛がみする。

　このまま幼体の成長が進めばいずれ、咲久の言う通り第二の竜災ドラグハザードが発生するだろう。

　しかし研究を重ねても、竜災ドラグハザードの原因が一向に特定できないのであれば、どうするか。

　対処不能の竜影ガストが発生する前に。生命力が低い幼年期のうちに。殺処分を行うだけだ。

「……一晩。一晩だけ、考えさせてください」

　迅速な決断と行動が、竜医の必須能力。だが、今回ばかりは即断即決とはいかない。

　若虎がもし七年前と同じように白竜の治療法を見つけられなければ、その子は確実に死ぬ。病によってではなく、他の研究者たちの……あるいは、咲さ久く自身の手によって。

　そんな重圧を背負ったまま患者と向き合えるほど、若わか虎とらは強さを取り戻せていない。

「……わかりました。今晩はもう遅いです。こちらでホテルを手配させて頂きましたので、そちらにお泊りください」

「えっ。そ、それは……どうも」

「いえ……こんなことしかできなくて、すみません。お料理、少し冷めてしまいましたけど、いただきましょうか」

　無理して笑顔を浮かべる咲久に、若虎はそれ以上何も言えなかった。
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　翌朝。

「よーし、じゃあしゅっぱーつ！」

「ぴゅいー♪」

　いつものようにお揃そろいの白衣を纏まとい、集合したチーム・リトルタイガー＆ピュリィ。

　若虎をお花見親睦会に誘うべく、彼のいるサイト０Ｄゼロデイーに向かって出発進行した。

「トラせんせー、元気かな。ちゃんとご飯食べてるかな」

「どうかしら……あの人、多分緋あか音ねさんいないと生きていけなそうな感じするし……」

「ぴゅいぴゅいー……」

「もー、そんなこと言うと余計心配になるじゃん！　ちょっと急ごっか！」

　少し駆け足になって先行する咲え茉ま。しかしその足取りにほんの少し元気がないことを、もう長い付き合いのチームメイトになる明あ日す羽はと霞かすみは見抜いていた。

　原因はきっと、昨日の現場だ。

　認定試験を順調に突破したことで浮かれていたのか。いざ竜医となって本物の現場に赴いた時、今までの学びがいかに氷山の一角であったかを思い知らされた。

　毎日のように過酷な現場を経験してきた竜医は、たとえたった一年の経験の差でも歴然の実力差を見せつけてくる。特に咲久など、近くで見たことではっきりとその途方もない能力を実感させられた。雲の上の人物にも思えてしまうほど、彼女は遠い存在だった。

　試験を突破して竜医になったくらいでは、まだまだ足りなかった。咲茉や明日羽、そして霞も。竜医になること自体がゴールではない。その先に見据える夢が、目標がある。

　そのためには、自分たちにはまだ、若虎という先生の背中が必要だった。

　お花見への誘いは、あくまで口実。もちろん、先輩竜医や関係者に、若虎を凄すごい先生なんだと紹介して誤解を解くのも目的のひとつだが。

　本当の目的は、若虎にもう一度、先生になってほしいとお願いしに行くことだった。

「……んっ？」

「咲え茉ま、ちょっと早い……って、あれ」

「…………（ぴくっ）」

　広大なサイト０Ｄゼロデイーの一角で立ち止まった、リトルタイガーの三人が見つけたのは。

「……白い、竜？」
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　同時刻。絶えず巡らせた思考と寝慣れないベッドに、いつもより早く目覚めてしまった若わか虎とらは、一晩かけて出した結論を伝えるべく、昨日教わった咲さ久くの番号に電話をかけようとスマホを手に取っていた。

「わっ」

　その瞬間を見計らったかのようにスマホが鳴動する。画面には原はら戸ど咲久の文字。

「……もしもし？」

『……んぱい』

「おはようございます、咲久さん。ちょうどよかった、今電話をかけようと……」

『……ん、……い』

「咲さ久くさん？　すみません、電波が悪いようなのですが……」

　いや、それだけじゃない。

　電話口の向こうの声は、ひどく震えて聞こえた。

「もしもし……咲久さん？　どうかしたんですか？」




『ごめん、なさい。先輩』




「……何の謝罪でしょうか、咲久さん」

　できる限り平静を保ちながら、穏やかな声音でゆっくり語り掛ける。

『ごめんなさい。私、……私、先輩のようにはっ、できなく、てっ』

「落ち着いて。ゆっくり深呼吸して、何があったのか教えてください」

　咲久は泣いていた。想像もつかないことだった。

『昨日の、夜。先輩と、お別れした後……きっ、急に。急に容態が変わったんです』

「……白竜の子の、ですか」

『っ、はい。私、急いで、戻って。朝になるまで、調べたのに、何も。何もっ……わた、私が、今は私が、賢竜、でっ、できなくちゃ、いけないのにっ』

「咲久さん。どうか落ち着いてください。……それで、今は？」

『せっ、責任者が。あの子を、こっ……っ、ううぅっ……』

「……っ」

　最悪だ。恐らく、殺処分を提言……いや、執行したのだろう。

　咲さ久くは最後まで止めようと抗あらがってくれたのだろうが、それでも処分は強行された。

　罪も無い小さな命を、救えなかった悔しさに、顔が熱くなるのを感じる。

「……咲久さん。自分を責めないで。あなたのせいじゃありません」

『ちが……うんです』

「……え？」

『違うん、です。私、あの子を守ろうと、連れ出して、逃げて、きたんです』

「な……!?　さ、咲久さん！　逃げたって、一体どこへ……！」

『サイト……０Ｄゼロデイー』

　最悪の最悪だ。聞きたくなかった。確かめたくなかった。

　咲久は昨日、若わか虎とらの家を訪ねてサイト０Ｄの地形を知っている。

　そこに若虎以外誰も住んでいないことを知っている。

　そしてその若虎が今このホテルにいることを知っている。

「[image: ][image: ][image: ][image: ]っ、そこで待ってて!!　今すぐ行く!!」

　咲久は、七年前の若虎と同じことをするつもりだ。

　誰も巻き込まない場所で、竜災ドラグハザードの爆心地に一人残って、白竜の治療を続けるつもりだ。

　そんなことはさせない。もうこれ以上、最悪の竜医が生まれるのを見過ごせるか。

　七年前の遺恨が、竜災ドラグハザードが。今を生きる竜医まで傷つけ奪うような事態を許せるものか。

『……です、から、違うんです。私、先輩とは、先輩と同じようには、できなかった。怖くて、怖、くて。何も、できなく、て……、逃げ出したんです。あの子を置いて！』

　最後の声は、ほとんど慟どう哭こくだった。

　彼女の恐怖は察するに余りある。七年前の若虎には少々欠落していただけの、竜医なら持っていて当然の恐怖心。まして自分の手であの未曽有の大災害が再び引き起こされる事態となれば、そんな恐怖、十歳そこらの少女の精神が、耐えられようはずもない。

　罪の重さに耐えかねて、懺ざん悔げの……「ごめんなさい」の告解をしたのだ。

「……咲久さん。何度も言いますが、どうか自分を責めないで。あなたはあなたにできることを、あなたにしかできなかったことをしました」

『やっ、やめてくださいっ！　そんな、気休めなんて……！』

「気休めじゃない。あなたが白竜を処分の手から守り、無事連れ出してくれたおかげで、……僕は今度こそ、後悔せずに済むかもしれない」

『……先、輩？　…………っまさか』

「後でまた電話します。それまで、変な気を起こさないように！」

『先っ』

　返事を聞く前に、通話を切った。

　咲さ久くは白竜の子を連れてサイト０Ｄゼロデイーに行った。そこにはまだ、大規模爆発も、巨大竜影ガストも、天変地異も発生していない。最悪の事態だけは、まだ免れている。

　白竜はまだ生きている。

「まだ間に合う……助けられる。僕が……いや、僕たちが、七年前のケリを」

　今が、『頼る』時だ。そう考え操作し始めたスマホが、発信前に勝手に鳴った。

「ぅおわッ!?」

　出鼻をくじかれ、思わず躓つまずきかけながらも、通話ボタンを押して耳に当てる。




『遅いッ！　何やってんのよ先生ッ!?』




　声の主は、明あ日す羽はだった。

「す、すみません。さっきまで別の人と電話してて」

『もおッ、心配かけさせないでよ！』

「ごめんなさい……か、重ねてごめんなさい明日羽さん。今、それどころではなくて」

『ま、待って切らないで！　こっちだって緊急事態なのよ！』

　何の用件かはわからないが、第二の竜災ドラグハザードを差し置いて優先すべきことなどない。

『今すぐ聞きたいことがあったのに、家にもいなかったし、電話もつながらなかったしでホント大変だったんだから！』

「……え？」

　今、彼女は、何と言った？

　若わか虎とらが家にもいなかったと、そう言ったか？

「あ、明日羽さん。あなた、今、どこに」

『どこって、サイト０Ｄよ。先生の家の近く』
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　最悪だ。想定される最悪の事態より、もっと最悪。

　サイト０Ｄは，このまま放っておけば第二の竜災ドラグハザードの爆心地となる。

　今そんな所にいたら、もしも大爆発が起こった時に、否応なく巻き込まれる……！

「今すぐそこから避難してくださいッ!!」

『ひゃっ……な、なに？　どうしてよ!?』

「何でもいいから早く!!」

『や……その前に、こっちの話も聞いてよ！　先生が頼りなの！』

　エレベーターのボタンを連打しながら、聞き流すつもりで続く言葉に耳だけ傾けた。

『患部がわからない白い竜の子供を見つけたの。先生の意見を聞きたくて……』

　本当の最悪は、なおも重ねて起こるものだと知った。
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「し……っ、信じらんない！　切りやがったわ、あのひと！」

「落ち着いて、はーちゃんっ。どうどう」

「うぅぅ～っ……！」

「…………（なでなで）」

「……うぅ。これって、やっぱりもう私たちに助言する気はないってことなのかしら」

　連絡を絶たれ、悲願の電話も要領を得ないやり取りで受け流され、最後には強制的に通話を切られ。こうも徹底して拒むということは、やはりそういうことなのだろうか。

「うーん、でもせんせーが、理由もなくそんなイジワルするかなぁ？」

「ぴゅい？」

「それは、そうだけど。でも先生って、変なとこで不器用だったりするじゃない」

「確かに……あうー、だめだ！　わかんないよう……」

　咲え茉まがお手上げしたのは、若わか虎とらの態度についてではなく。先程からずっと症状を診断しようと苦心している、小さく綺き麗れいな白い鱗うろこの竜のことだった。

「がうぅ……？」

「ぎゅいえーぅ、ぎゅいえーぅ」

　いつの間に集まってきたのか、周囲にはこのあたりに住んでいる竜やたまたま立ち寄った竜、中には咲茉の友達など、数多くの竜が白竜を取り囲み、心配そうに見つめていた。おかげで明あ日す羽はは必要以上に気が張っていて、つい先生にも強く当たってしまった。

「……診られる場所はもう大体全部チェックして、どこにも疾患が無かったのよね？」

「うん。どうしてこんなに苦しそうにしてるのかわからないくらい健康だね」

「……おうたも、……こうか、なし」

「……きゅ、ぁぁ……ん」

「よしよし。待っててね、すぐ元気にしてあげる」

　弱々しく鳴く小さな竜の頭を、咲茉が優しく撫なでる。

「……あたしが不安になっちゃいけないよね。竜医の不安は竜に伝わるんだ」

　それも、敬愛する先生の教えだった。体現するように力強い笑顔を浮かべると、白竜の苦く悶もんの表情もほんの少し和らいだように見えた。

「ね、見た？　今この子、ちょっと笑ったよ！　かわいいなぁ……」

「咲茉はよく見てるのね。私にはあまりわからなかったけど……そういう観察力が、鍵になるかもしれないから。引き続き注意深く診察をお願いね、咲え茉ま」

「りょーかい！」

　こんな赤ん坊のように小さな竜の鱗うろこにさえ触れられない明あ日す羽はは、しかしそれを情けないと思うことはせず、適材適所、自分の役割を全うしようと試みた。

「白い竜……って言ったら、やっぱり思い出すのはアレだけど……」

「どらぐ……はざーど」

「けど、白い竜ってだけなら他にもいくらでもいるんじゃないの？　鱗の色なんて結局は個体差に過ぎなくて、せいぜい吸熱効率くらいにしか影響しないはずじゃ……」

「…………（ふるふる）」

　明日羽の見解に、霞かすみは首を横に振った。

「しろ、だけは……ほかに、いない」

「他にいないって……白い竜だけは、竜災ドラグハザードの時の個体以外に存在しないってこと？」

「…………（こくり）」

「霞の知識と記憶なら、私なんかの予想よりよっぽど信頼できる……か」

　仲間への信頼を基に納得し、思考を切り替える。

「前提を変えて考えるわ。この子は、七年前竜災ドラグハザードの原因になった白竜と同種の希少種だとして。七年前の先生の診断で、少なくとも病因でないとわかっていたのは……」

　ゆっくりと答える霞の見解を、明日羽が書き記していく。

「外傷なし、内臓損傷なし、臓器異状なし、呼吸系不全なし、循環系不全なし、神経不全なし、アレルギー症状なし。……と。はぁ、あと何があるかしらね」

「のう……」

「脳か……竜の脳波は、個体差が大き過ぎて完全には解明されていないのよね」

　とはいえ、脳に異常をきたしている場合でも、どこか他の臓器や神経に影響が出ていることが多い。確かに衰弱があるのに、全く足取りが掴つかめないということはないはずなのだ。

「……やっぱり、ちょっと悔しいけど先生に聞かないと」

「…………（こくり）」

　世界中の竜医の中で、白竜の症状に一番詳しいのは、竜災ドラグハザードの当事者である若わか虎とらだ。三人揃そろって出ない知恵でも、若虎なら何かヒントを見み出いだせるかもしれない。

「私、もう一回電話してみる」

「…………（ふるふる）」

　スマホを取り出した明日羽の袖を掴み、霞が首を振った。

「…………あそこ」

　霞がまっすぐに指差した空。

　黒い影が、猛スピードで接近していた。

「あれっ？　あれってもしかして……」

　つられて見上げた咲え茉まもその影の存在に気づく。

「あー！　やっぱり！　スターライトちゃんだ!!」

　超高速で飛んできたのは、倉くら畑はた絃いとのカフェ『紅ぐ蓮れん亭』が誇る竜姉妹の一匹。漆黒の鱗うろこと巨大な翼を持った、四匹の中で一番早く飛べるのが自慢の飛竜。

　さらに、その背中には。

「なっ、先生!?　緋あか音ねさんも……!?」

　若わか虎とらと緋音、ふたりの大人が乗っていた。




「ありがとう、スターライトちゃん。重たいのによくがんばってくれたね」

「せ、せんせー、あかねぇ、どうして……!?」

　あたしも乗りたい！と手を挙げそうになるのを鋼の理性で抑え込む。

「緊急事態、でしたので。頼れる味方を、頼りました」

　悪い予感がしていたらしい緋音は、若虎が絃に電話したときには既に紅蓮亭にいた。現場では自分は足手まといだと主張した絃にはある役割を任せ、紅蓮亭に残ってもらった。

「今は時間がありません。スターライトちゃん、みんなを連れて今すぐここを離れて」

　その役割とは、咲茉たちを安全圏で保護すること。

　唐突な撤退指示に、咲茉たち三人が揃そろって目を丸くする。

「い、いきなり何言ってるのよ!?」

「そ、そうだよせんせー！　この子の治療、まだ終わってないのに！」

　咲茉の胸に抱かれた白竜に、若虎は目を走らせた。

「……診察はしましたか」

「したっ。けど、あたしたちじゃ原因がわからなくて……」

「では、答えはひとつです」

　咲茉の両肩に手を置き、凄すごむように言い放つ。

「この子から竜影ガストが出たら、第二の竜災ドラグハザードが発生する」

　びくっ、と咲茉の肩が震えた。怖がってもらって構わない。それで引き下がってもらえるなら、身を守ってもらえるなら安いものだ。

「だから今のうちに、周りの竜たちと一緒にここを離れて、逃げてください」

「……やだっ！」

　その命懸けの決断を、咲茉は即座に突っぱねた。

「えっ、咲茉さんっ！　聞き分けて！」

「せんせーこそ、ガンコやめて！　放っておいたら大変なことになるってわかってるのに、せんせーを置いてあたしたちだけ逃げるなんてできるわけない！」

「そうよ！　大体何よ、見くびってくれて。私たちだって今はもう、一人の……ううん、三人の竜医なんだから！」

「……とらせんせいの、ちからになります」

　まっすぐな、六つの瞳。

「……ふふっ。わたし、なんとなくこうなる気がしてたよ」

「あか姉ねぇ……！」

「だって、トラくんの教え子が、諦めるわけないもの」

　ああ、そうだ。若わか虎とらだってとっくに知っていた。

　この子たちは、ずっと諦めなかったから、今ここに三人で立っていることなんて。

「トラくんも、わたしも、咲え茉まちゃんたちも。ここにいるみんなで、何とかしよう」

「……わかった」

　緋あか音ねと、そして咲茉たちの想おもいに、若虎も短く答える。

　彼女たちの先生になると決めた日に、心に誓ったはずだ。

　咲茉たちを、竜災ドラグハザードにも立ち向かい打ち勝てるような「最高の竜医」に育て上げると。

　今ここで咲茉たちを避難させたら、七年前とやっていることは変わらない。

　そんなのまた同じ失敗をするだけだ。竜医は、同じ失敗を二度としない。

　そうだ、七年前とは状況が違う。

　あの時はたった一人だったが。

　今は、ここに最高のチームがいる。

「ではこれから、みんなで。白竜の子を治療する」

　咲茉の、明あ日す羽はの、霞かすみの……小さく勇敢なトラたちの、華きや奢しやな身体からだを抱き寄せる。

「失敗は絶対に許されない。気を引き締めよう」

　脅しではなく、激励、あるいは鼓舞。

　大丈夫、この程度の重圧に負ける子たちでないことは知っている。

『はい！』

　力強い返事に、若虎の気も引き締まった。

「……その前に、周りの竜たちにはもっと離れていてもらいたいんだけど……」

「それがね、みんなこの子と一緒がいいみたいで。なかなか離れてくれないんだ」

「……仕方ないか。時間も惜しいし患者優先で行く。まず大前提、可能な限りの診察で病因が掴つかめなかったこの患者に、患部は存在しない。その上で知恵を絞ろう」

「待って先生。霞の考えだと、脳にだけ異状があるのかもしれない。七年前、そこまでは調べがつかなかったのよね？」

「脳か。確かに脳そのものまでは調べてない。けど脳の支障に伴う四肢の痙けい攣れんや反射不全は見られなかった。幻覚や幻聴といった症状もなく、意識の混濁もなかった」

「……それはどうやって確かめたの？」

「えっと、それはね……」

「最後の爆発から、僕を守ってくれた」

　何か言おうとした緋あか音ねを遮り、手短に答えた。他にもいろいろと根拠はあるが、押し問答に浪費する時間は無い。挙げられる物の中で、最もまともな説得力がある答えを選んだ。

「……そう。わかったわ、信じる。患部は存在しない、それでいくわ」

「ま、待ってよ？　どういうこと……？　どこも痛くないのに、どうやって治すの？」

「それを今から考えるの。身体からだの上から下まで、どこにも何の異状もないんだから、苦痛の原因はそれ以外の所にあるって考えるしかないでしょ？」

「ご、ごめんはーちゃん、わかんないよ……？」

「…………（ぶつぶつ）」

　確かに、患部の無い患者なんて、自分でも何を言っているのかわからない。医学的、生物学的に竜を学び、究めてきたものほど、知識を潰され手も足も出なくなる泥沼。

「んんーっ、むむーっ、うううーっ……あ！　そっかわかった！」

　だとすれば、その沼からの脱却は。

　患者としての視点と同じくらいに、

　友達として竜に触れてきた者の、特権かもしれない。




「カラダが痛くないなら……心が痛いんだよっ！」




　普通の竜医なら。

　あるいは、咲さ久くほどの実力を持った一流の竜医であっても。

　こいつは何を言っているんだと、一蹴するような意見かもしれない。

『それだ!!』

　だが、ここにいる全員、普通の竜医でもなければ、一流の竜医でもなかった。

「心、精神……ストレス。確かにそれなら、いくら患者の身体を診ても見つからない」

　仮説は立った。あとは、どう治すか。

　心を安らげる、という意味では霞かすみの子守唄が最適だろうか。

「霞ちゃん。お歌は……？」

「…………（ふるふる）」

　ダメか。というより、若わか虎とらが来る前にとうに試していたはずだ。

　これまで、竜のストレス症状の治療法などろくに研究されてこなかった。

　竜影ガストとは、竜が命の危機を覚える苦痛を受けた時に発生するもの。ストレスだけで竜影ガストが発生した事例など過去に存在せず、研究の重要性は高くなかった。

　しかし、どういう原理か。あらゆる竜のうちで白竜種のみ、心の痛みによって竜影ガストを発生する可能性があるらしい。竜医学会がひっくり返りそうな新事実だ。

　だが今からその対処法を研究して新薬を開発している時間などあるわけがない。

「どうする……！」

　突破口が見つかったかと思いきや、再び手詰まりになり、重い沈黙が焦りを加速する。

「ぎゅ……あ……ぐぅぁー！」

　その焦りに触発されたかのように、白竜が苦しそうに吠ほえ。

「……!?　明あ日す羽はさん、危ない！」

「きゅばっっ!!」

　白竜が吐き出した小さな身体からだに似合わない火炎弾から、明日羽を抱き寄せて庇かばう。

「ぎょびぃっ!?」

「しまっ……！」

　咄とつ嗟さに避よけた火炎弾が、その先にいた野生の竜の翼に当たり、大きくえぐった。

「ぎぃぃいいいいびぃいいいいっ！！！！」

　襲い来る痛みに、凄すさまじい音量で咆ほう哮こうを上げる竜。地鳴りのような轟ごう音おんと共に、あっという間に竜の口から竜影ガストが立ち昇った。

「くそっ、何で甘く見積もった……！　みんな！　逃げるんだっ!!」

　どよめく野生の竜たちに一斉に呼びかけるも、パニックの拡大を抑えるには至らない。竜影ガストが発した攻撃が、また別の竜を傷つけ、新たな竜影ガストを生み出す。竜影ガストの叫びはまた新たな竜を呼び寄せ、加速度的に患者が増えていく。七年前と同じ、地獄絵図の序曲。

　そしてその恐慌に呼応するかのように、白竜もより一層苦しみだした。

「あ……！」

　明らかな異変に、霞かすみが声を上げる。

「このこ、がすとがふえると……くるしくなる……!?」

「……っ!?　そう、か……！」

　その言葉で、若わか虎とらはついに七年来の謎が解けた気がした。

　白竜は、何らかの方法で「周囲の感情を受容する」特性を有している。

　周囲の人間や竜、あるいは竜影ガストの発する負の感情エネルギーをそのまま苦痛として受け取り、患部のないままに心の痛みを増大させていくのかもしれない。

　だとすると、きっかけは……。

「明日羽さん。昨日の夜、たとえば大勢の患者が病院に運ばれるような事態がなかった？」

「えっ……え、ええ！　崩落事故で、三十近い数の患者が一斉に竜医局関東支部に運び込まれたわ！　私たちも現場にいたから、１００％確実に間違いない！」

　突き止めた。それまで研究所で容態の安定していた白竜が突如発症した理由は、事故の患者が同施設内に大量に運び込まれ、その苦痛を一気に受け取ったこと。

　その後いったんは咲さ久くの手引きで安全な場所に移るも、咲久本人の強い後悔と悲しみを受けてまた症状が悪化し、快復を待たずに咲え茉まや他の竜が集まってきてしまった。

　つまり、きっかけと逆の状況を作れればいい。

　周囲の患者を全員治して、全ての苦痛を除去してやれば、白竜は回復する。

「咲茉さん！　霞かすみさん！　すぐに周辺の竜の治療を！　明あ日す羽はさんはサポート！」

　あか姉ねぇは……と続ける前に、緋あか音ねは周囲の竜たちの負傷状況に合わせた治療器具や薬品を用意していた。流石さすがは現役竜りゆう看かん、心強い手際だ。

「で、でもせんせー、この子は……！」

「白竜は後回し！　理由は終わってから説明するから、とにかく取り掛かって！」

「り、りょーかいっ！　ピュリィ、消火を手伝って！」

「ぴゅいーっ！」

　丸投げもいいところの指示を飛ばしてから、若わか虎とらはスターライトの元に駆け寄った。

「スターライトちゃん。咲茉さんたちが治療した竜や、まだ怪け我がしてない竜、飛べない竜を連れて飛んで、遠くに避難させてほしい。お願いできるかい……!?」

「ぎゃうぎゃぁう！」

「ありがとう！」

　しかし、それでもまだまだ手が足りない。治す端からまた新たな竜影ガストが出るから、今ここにいる人員だけではとても間に合わない。

　そもそもリトルタイガーは三人で力を発揮するチームだから、実質ひとり分で立ち向かっているのと同じだ。大量の患者を相手取るノウハウは、半年では伝えきれなかった。

「だ、ダメっ、追いつかないよう！　せ、せんせーも手伝って……！」

「っ、そうしたいのは山々だけど！」

　若虎は大人だ。十九歳の大人は、とうに竜医の適正年齢を超え、野生の竜を強く怯おびえさせてしまう。結果的にパニックを助長してしまうだけだ。緋音も同じ。竜看としては現役でも、直接患者に近づいて治療を行えるわけではない。

　結局竜たちを治療できるのは咲茉たちだけ。今のままではどうしたって追いつかない。

「てっ……手が足りないのなら、竜医局でも何でもいいから応援要請を！」

「どこの誰が第二の竜災ドラグハザードの現場なんか今から来たがるのよ!?　言い訳してないで、手を動かして先生！　あなたなら竜は怖がったりしない！　できるはずだからッ！」

「しかし……！」

　次の言い訳を探すが、すぐには出てこない。まごつく若虎の隣で、緋音が静かに呟つぶやく。

「……うん。そうだよね、明日羽ちゃん。わたしも、そう思う……そう信じる」

　そして若虎の手を強く握った、緋音の手の……震えは、止まっていた。

「みんな、ちょっとの間ここをお願い！　……ついてきて、トラくんっ！」

「あ、あか姉ねぇ……!?」

　手を引っ張られて駆け出しながら、若わか虎とらは内心で覚悟を決めていた。

　今が、『いざとなれば』なんだ。

「……僕にしか、できないこと、なのか……！」




　連れられた先は、若虎の自室だった。到着するなり迷いなくタンスを開け、底深くを探し始めた緋あか音ね。それを見た若虎の予感が確信に変わった。家族同然に長い時間を過ごしてきたのだ、お互いの考えは口に出さずとも誤解なく伝わる。

　若虎が、竜災ドラグハザードを境に竜医でいることをやめたのは、世間からのバッシングに屈したからではない。賢けん竜りゆう褒ほう章しようを取り下げられたからではない。居場所を失ったからではない。

「…………っ、……あった」

　白衣を、着られなくなったからだ。

「ずっとそこに仕し舞まってあったんだね……」

　きれいに洗濯され、丁寧に畳まれてタンスの奥底に眠っていた白衣。

　それを若虎は竜災ドラグハザード以来七年間、一度も着たことがなかった。

「トラくん。わたしね、知ってたよ。トラくんがいつも布団かけないで寝る理由」

　白い布を羽織ると、あの日自分に覆いかぶさって絶命した、白い翼の感触を思い出す。

　竜の鱗うろこに触った時、幼少期の恐怖体験がフラッシュバックしてしまう明あ日す羽はと同じ。

　白い布団を被かぶって眠れば、悪夢を見る。白衣を着ようとすれば、全身から力が抜け、手の震えが止まらなくなる。まるで無力な自分を再現するかのように。

「けど……きっともう大丈夫。トラくんなら、きっと」

　不安を察したかのように、緋音は優しく微笑ほほえんで、若虎に白衣を手渡した。

「でも、その『もう大丈夫』は……あの子たちじゃなくて、わたしがあげたかったな」

「……たくさん、もらったよ」

　たとえ咲え茉またちに分けてもらった勇気だとしても、彼女たちと若虎を引き合わせてくれたのは緋音だ。若虎が今日まで生き延びてこられたのは緋音のおかげだ。

　緋音が、絃いとが、竜たちが。リトルタイガーのみんなが……心の火を、つなげてくれた。

　つなげてくれたから、今ここで手を伸ばせる。

　救えるかもしれない命に、掴つかめるかもしれない希望に、手を伸ばせる。




　──今ここで、ひとつの命のために全てを投げうつより。

　──生き延びて、この先もっと沢山の命を救うべきだ。




　あの日、彼が、あの白竜が命を賭して白い翼で若わか虎とらを守ったのは。

　この日、若虎が再び心を燃やして立ち上がり、惨劇の再来を止めるため。

「……流石さすがにかなり、小さいかな」

「ううん。すっごく、似合ってる」

　七年前の、子供だったときのままの、小さな白衣。

　その胸には、なんとも誇らしげな面構えで。

　小さなトラが、吠ほえていた。





　　　　◇






「キミとキミとそっちのキミ、処置おっけー！　お願いスターライトちゃんっ！」

「がぁうー！」

　咲え茉まのお願いで、治療を受けた竜たちをスターライトちゃんが運び出す。

「くっ……！　咲茉、霞かすみ！　あの火球吐いてくるでっかいの、まず何とかするわよ！　あの竜影ガストの被害が今のところ一番大きい！　ほっといたらキリがないわ！」

「えっ、で、でも……あんなの近づけないよ!?」

　時間を追うごとに激化する攻撃。たとえ白衣を着ていても、無傷で潜くぐり抜ぬけて竜影ガストの真下の患者に辿たどり着つける自信がない。
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「ぴゅぎーっ、ぴゅぎーっ」

　自分がサポートする、とばかりに息を荒らげるピュリィを、咲え茉まが叫ぶように宥なだめる。

「だ、ダメだよピュリィ！　ずっとお水飲んでないのに、これ以上やったら干からびちゃうよっ！　みんなと一緒に、休んでて……！」

「ぴ、ぐーっ……！」

　リトルタイガーと同じ救護精神を持ちながら、これ以上何もできない歯は痒がゆさに震えるように泣き声を絞り出したピュリィは、しかし涙の一滴も無駄に流しはしなかった。

「くっ……でも、じゃあ、どうすれば……！」

　絶体絶命の状況でも、諦めずに考え続ける。

　それがリトルタイガーの最大の武器だ。

「……っ、今はただ、目の前の患者からとにかく……っ！」

　最後の策を口にしようとした、その時。

　傍若無人と暴れ散らしていた火炎竜の竜影ガストが、ふっと霧のように消え去った。

「……っ、もしかして……！」

　咲茉の瞳に、一層強い輝きが灯ともる。

「バカ……だから、遅いのよ……っ！」

　竜影ガストの真下で、安らかに横になる患者。

　降り注ぐ火の雨を縫って躍る一陣の白い風。

「……とらせんせい……！」

　かつて神童と呼ばれた竜医が、七年前と変わらぬ手際で戦場を駆けていた。

　火炎弾を受けて大おお火傷やけどを負った竜。瓦が礫れきに巻き込まれ歩けなくなった竜。暴風の斬撃に鱗うろこを裂かれ血を流して倒れる竜。毒針を持つ竜影ガストに刺され、痛みにうなされる竜。

　目を覆いたくなる重傷患者の数々を、若わか虎とらはまるで魔法のような手際で治療する。

　治療を受けた竜たちは、若虎に何か言い含められるようにして、他の負傷者と翼や足を補い合って移動し、頑丈な建物へと退避していく。

「ふふ、どう？　かっこいいでしょ～、わたしの自慢のトラくん先生は」

「あかねぇ！　う、うんっ……すごいっ！」

「ほら、負けてられないよ～。わたしも手伝うから、みんなもうひと踏ん張り～」

「当然ッ……！　チーム・リトルタイガー、こっから全力でいくわよ、咲茉、霞かすみ！」

「よぉし、まっかせて！」

　舞い踊る虎に魅み入いられ、小さなトラたちも希望の炎を燃やして立ち上がる。

　師弟に宿る不屈の心が、巨大な絶望を希望へと塗り替えていく。

　やがて全ての竜の処置を終え、空から竜影ガストがひとつ残らず掻かき消えた時。

　もはや、誰の心にも不安や恐怖は無く。

「……処置、完了」

　白竜の子もまた、すやすやと穏やかな寝息を立てて眠っていた。





　　　　◇






「はい……本当にすみません、絃いとさん。とにかく、もう大丈夫です」

　ずっと連絡も受けずにハラハラしながら咲え茉またちを待っていてくれた絃への謝罪の電話を入れ、予定が変わったのなら適宜報告しろとのお叱りを受けてから。全て終わったとの言葉を伝えると、絃は心の底から安あん堵どした息をついた。

　罰として今度丸一日店を手伝う、という嬉うれしい約束を交わしてから、建物に避難させ休ませていた竜たちの様子を見に来た若わか虎とらが、ふと違和感に気づく。

「ん……？　こんなにいましたっけ？」

　そこかしこに翼を広げ横たわっている竜の数が、どうにも多い。

「…………（きょとん）」

「あたしたちでもないと思うけど……？」

「どうせ先生が忘れてるだけなんじゃないの」

　それはあり得ない。自分が治療した竜の顔は全て覚えている。しかしそこに、リトルタイガーが治療したであろう分を含めて考えてもかなりの数の竜が増えている気がする。

　足りないわけではないので、困ったことではない。

　揃そろって首を傾かしげるリトルタイガーだったが。

「……まあ、きっと。さぞ優秀で心優しい竜医の方が、手を貸してくれたのでしょう」

　若虎は手当ての主の正体を察し、今度改めてお礼にご飯でも奢おごろうと心に留とめ置いた。

　勿もち論ろん、財布が最悪の事態にならないレベルで……だけど。

「しかし、この数の予後を見て回るのは骨が折れますね……手分けしましょう。僕とあか姉ねぇは東側を。咲茉さんたちは西側をお願いできますか？」

「りょーかいですっ！」

　応急処置は施したものの、退避の途中で傷口が開いたり、瓦が礫れきに躓つまずいて別の怪け我がを負ったりという事態は十分に考えられる。注意を払いながら、様子を見て回っていると。




『……ありがとう。助かりました』




　若虎の耳に、聞き慣れない声が届いた。

　低く、重く、荘厳で……けれどどこか懐かしい、心温まる声。

「……え？　ト、トラくん!?　どうしたの、どこか痛いの……？」

　耳にしただけで、若わか虎とらは涙を流してしまっていた。

「……幻聴かと、思った」

『いえ。聞き違いではありません。私の……竜の声です』

　声の主は、たった今治療したばかりの竜だった。

　途端に、右から左から、周囲のあちこちから溢あふれんばかりの声が聴こえてくる。




『おいしゃさま！』『ありがとう！』『たすけてくれた』『おなかへったー』『くそー、ゆだんしたぜぇ』『やれやれ、運動不足かなぁ』『あの女の子にも、お礼を言いたいのだ！』




「はは……あはは。何だよう。何で急に……白衣、着たからかなぁ」

「……！　トラくん、もしかして……聴こえたの？」

　無言で頷うなずくと、緋あか音ねも息を呑のんで涙を流した。

　父と緋音以外には、誰にも信じてもらえたことはなかったが。

　若虎は子供の頃、竜の声を聴くことができた。

　困っている竜の声を聴き、駆けつけては治し、治しては仲良くなり。

　そうしていつしか、神童などと呼ばれる竜医になっていた。

　しかし、竜災ドラグハザードの日の出来事を境に声は全く聴こえなくなってしまい、若虎自身もその能力は失われたとばかり思っていた。

「ひっぐ、よ、よかった……っ。あの頃のトラくんが、やっと戻ってこれたんだ……っ」

　きっと、子供の頃と同じように、白衣を纏まとったからだけではない。

　白衣を纏えるようになるほどに、七年越しのトラウマを乗り越えたからなのだろう。

『君は、七年前も……「白き彼」のために力を尽くしてくれた人間ですね』

「覚えててくれたんだね」

『忘れるものですか。あの時、君を守れなかったこと……ずっと悔いておりました』

「いいんだ。僕はもう、ここに戻ってこられたから」

　それよりも、竜災ドラグハザードを生き残ってくれたことが嬉うれしい、と若虎は彼の首に抱き着いた。

「白き彼……というのは、もしかしてあの白竜の子供のことでもある？」

『ええ。あの子は、いわば運命の子』

　何やら壮大なワードが登場する。竜はそのまま続けた。

『君も診ての通り。彼らは幾多の竜と心を通わし、その感情を受け取る竜です。清き心を受ければ白く、悪あしき心を受ければ黒く。どちらへも育ちゆく。人が竜影ガストと呼ぶ負の情念が彼の周りを満たした時、彼自身もまた邪竜に堕おち、世界を破滅に導くでしょう』

　顔がさっと青ざめるのを感じる。

　若わか虎とらは今回、第二の竜災ドラグハザードの発生を未然に防ぎ、サイト０Ｄゼロデイーとそこに集った竜たちを救っただけのつもりでいたのだが。知らぬ間に世界の命運を担っていたらしい。

　もし彼の殺処分が決定し、研究員の強い敵意や恐怖心に当てられていたら、一体どんな惨劇が起きていたか。白竜を連れ出した咲さ久くは、実は世界を救ったのではないだろうか。

『此こ度たびは、無事に白を保ったものの。いつまた彼の心が黒へと傾き、あのような悪夢が繰り広げられるともしれない。その破壊の規模は、七年前の比ではないでしょう。どうか彼が清き心のまま健やかに育てるよう、見守ってあげてはくれませんか』

「そ、そう言われても……いきなりそんな、僕には荷が重過ぎるというか」

　突然のスケール感に困惑しながらも、あの白竜の処遇に頭を悩ませる。

「トラくん……？　その子は何て？」

　若虎の動揺を見かねた緋あか音ねが尋ねるも、そのまま説明していいものかどうか狼狽うろたえる。

「おーい、せんせーっ！」

　そこへ、持ち場のチェックを終えたのか、咲え茉まがこちらへ手を振り元気に駆けてきた。

「ああ、咲茉さ……っ!?」

　彼女の頭にはいつものごとく、たくさん頑張ってちょっとぐったりしたピュリィ。

　腕には、眠そうに目をぱちくりさせる、世界の命運を握る幼い白竜が抱かれていた。

「え、咲茉さん、その子……」

「うん！　せんせー、この子、スサノオ医院で飼おう！」

　どかーん。

　咲茉の背後でイマジナリー爆発が起こった。負傷者はゼロだ。

「わぁ、ふふっ、素敵！」

「きゅあん？」

「名前はキュアン！」

「きゅあーん♪」

　有無を言わさぬ勢いで、咲茉は世界の行く末を手にしてしまった。

『……だそうです。よろしくお願いしますね』

「は……はは、は……。うん、そうですね……僕らの目の届くところで、のびのびと育ってもらうのが結局一番かもしれませんね」

「わーい！　よろしくね、キュアン！」

「きゅあうあーん♪」

「よかったねピュリィ、弟ができたよ！」

『ふふーん、アニキのオレサマのいうことちゃんときくんだぞ！』

　ピュリィの声も聴こえた。小さな身体からだに似合わず結構態度大きかったらしい。

「……とはいえ、咲茉さん。絶対悪い子に育てちゃダメですからね!?」

「わかってるって。ねーっ」

「きゅーん」

「大丈夫だよ、トラくん～。咲え茉まちゃんたちがお母さんなら、きっといい子に育つから」

　もしいい子に育たなかったら世界が滅びてしまうのだが。

「なんか盛り上がってるわね……？」

　やがて明あ日す羽はや霞かすみもそれぞれの持ち場の確認を終え、咲茉の後ろから現れた。

「お疲れ様です、明日羽さん、霞さん。……改めて、みんな。今日は本当にありがとうございました。みんながいなかったら、きっと第二の竜災ドラグハザードが起こっていたことでしょう」

　その予想される規模には触れずに、若わか虎とらは頭を下げた。

「よしてよ。私たちだって全力は尽くしたけど、それでも先生に比べたらミミズみたいなものだったわ……何なのよ、あれ。いくら天才竜医って言ったって反則じゃない？　緋あか音ねさんのサポートだって心読まれてるみたいだったし……何なの、黄金世代なワケ？」

「……いえ、この程度」

「あら謙遜？　あれだけのことやっておいて、全く嫌味な……」

　言いかけて、明日羽は若虎の不敵な笑みに気づく。

「この程度。任せられないようではまだまだです。……どうやら僕が教えることは、まだ山ほど残っているようですね」
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　らしくもなく腕を組み、気取ってみせた若わか虎とらに。

「……っ、やったーっ！　えへへっ、せーんせーっ！」

「わっ、え、咲え茉まさんっ!?」

　咲茉が満面の笑みを浮かべて、キュアンごと飛びついた。

　四月、紆う余よ曲きよく折せつ。

　雛ひな谷や若虎は、再びリトルタイガーの先生に返り咲く。

　そして、それだけではなく。

「これからは竜医も続けるの？」

「……ええ」

　七年越しに再び纏まとった白衣を握り締め、微笑ほほえむ。

「助けたい竜がたくさんいて。この手で助けられることがわかったら……手を伸ばさない理由はありませんから」

　隣で緋あか音ねも、同じように微笑んだ。

「おかえり、トラくん」

　リトルタイガーの三人を、最高の竜医へと導いていく先生として。

　同時に、この先も手の届く限りの患者を治し続ける一人の竜医として。

　七年の停滞を乗り越えて、動き出した時間を歩んでいこう。

「……見守っていてくれるかな」

　勇気と、温ぬくもりと、軽やかな一歩を。

　若虎にくれた、背中の白い翼に尋ねる。

　ざあ、と吹いた風に誘われて、窓の外を見やれば。

　空は晴れ渡り、眩まぶしい春の光が降り注いでいた。




「……せんせーも、いつでもあたしたちを見守っててほしいな」

「悔しいけどまだまだ、教えてほしいこといっぱいあるし」

「…………（ぺこっ）」

「ええ。そのつもりです」

　輝くような笑顔を浮かべる、三人の小さなトラに微笑みを返す。




「えへへ。……改めて、よろしくお願いしますっ、トラせんせーっ！」

　よく晴れた春の日の昼下がりのこと。

　竜医・雛谷若虎は……三人の小さな竜医の『先生』になった。





あとがき

　ドラゴンが好きです。

　幼ｊ……かわいいおんなのこが好きです（配慮）。

　かわいいもの同士が微笑ほほえましくわちゃわちゃとしている様はもう最強だと思います。

　じゃあそれらを全部組み合わせたら……？　当然最強の作品が完成しますね！

　そうして生まれたのが本作「落ちこぼれ天才竜医と白衣のヒナたち」です!!




　……はい、今回はこういうノリでお送りします。初めましての方は初めまして、お久しぶりの方はお久しぶりです。林はやし星しよう悟ごです。

　改めて本作「白ヒナ」を手に取っていただきありがとうございます！　プロ読者ーさん、新作ですよ、新作！　実際は冒頭で述べたようなシンプルな流れではなく、もっと色々と紆う余よ曲きよく折せつ、試行錯誤を経てようやく形になったものですので、無事本を出すことができて感無量です。過去に林の作品をお読みくださった方も、今回偶然この作品に巡り会ってくださった方も、本作を好きになっていただければ幸いです。

　さて、本作は冒頭にもある通り、自分の好きなものをたくさん詰め込んだ作品です。

　竜×医療というテーマを書くにあたり、付け焼刃ながらドラゴンや爬は虫ちゆう類るいや恐竜について独学で知識を収集し、彼らの生態に詳しくなるにつれて……次第に小難しく考えるのがなんか違うなァという気になってきて、いつの間にかどこかでハジけました。

　ドラゴンが地球の重力下で空を飛ぶのに必要な翼の大きさと体重の軽さ……？　うるせえ俺の宇宙では飛ぶんだよその方が楽しい！　サンキュールーカス！　そんなマインドで成り立った作品ですので、どうか読者の皆様も身構えたり難しいことは考えず、お気に入りの女の子や推しの竜を見つけて気軽に本作を楽しんでいただければ嬉うれしいです。




　そんな本作が世に出るまでにお世話になったたくさんの方に、ここからは謝辞を。

　前作に引き続き僕を担当くださった担当編集様、ならびにＭＦ文庫Ｊ編集部の皆様。今回も本当にお世話になりました。拙かった当初の企画を根気強く舵取りして下さり、出版まで導いてくださったこと、感謝が尽きません。

　イラストレーターの肋あばら兵へい器き様。魅力的なキャラクターやドラゴン、可愛かわいらしく優しいイラストの数々をいただくたび、あまり人に見せられない笑顔になったりしていました。細かいニュアンスにも柔軟に対応していただき、本当にありがとうございます。

　出版、流通に際し尽力くださった方々、そして何より本作を手に取ってくださった読者の皆様に対しても、これまで以上に多大な感謝を申し上げます。

　またお会いできる日が来ることを心から願っておりますので、今後とも林と「白ヒナ」のことを、どうぞよろしくお願い致します！


林　星悟
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「ぐすっ……みーちゃぁん……」

　スサノオ医院に泊まり込みで共同生活を送ることになった、最初の夜。

　院長曰いわく「部屋とベッドは売りてえほど余ってる」からと用意してもらった霞かすみの寝室を訪れたのは、こぶたさんのぬいぐるみを抱きかかえながらべそをかく咲え茉まだった。

「エマちゃん……？」

　今日は、楽しいことがいっぱいあった。けれど今、咲茉は泣いている。

　きっと、ひとりの夜が寂しくなってしまったのだろう。

「ぐずっ。お母さんのこと、思い出しちゃって……一緒に、寝よ？」

「……うん。いっしょ」

　泣きじゃくる咲茉の頭をよしよししてあげながら、霞は自分には少し大きめだったベッドへと咲茉を迎え入れた。

「ひっく……ふへ、えへへ。みーちゃん、あったかいね」

「エマちゃんも、あったかい」

　寄り添って布団にもぐると、隣の咲茉の体温が直に伝わるようだった。お互いに言葉を止めると、二人の鼓動と吐息のリズムが徐々に重なっていくのがわかった。

「ありがと……みーちゃん……」

「ううん」

「……しっかり、しなきゃだよね。今日から半年、ここで生活するんだもん……」

「ふあん？」

「ちょっぴり……ちょっぴりだよ」

「エマちゃんなら、きっとだいじょうぶ」

　不安を溶かしてあげられるように、ほっぺたに手を添え、温ぬくもりを伝える。額を重ね、呼吸の触れ合う距離で、霞は咲茉だけのための子守唄を歌った。

「──♪────♪──」

　竜だけではない。大切な相手に『いやし』を与えてあげるための、優しい音色。

　身体からだを委ねる咲茉の瞼まぶたが、次第に重みを増していく。

「……あのね……みーちゃん」

　歌いながら、咲茉の言葉に耳を傾ける。

「あたしね、みーちゃんのこと、すき……かわいくて、やさしくて、おうたもじょうずで……まるで、おひめさま……みたい……で…………」

　やがてすやすやと穏やかな寝息を立て始めた咲茉の涙の跡をそっと拭い、霞は微笑ほほえんだ。怖い夢にうなされないようにと、彼女だけに届く声で優しく歌い続ける。

「むにゅ……おかあ、さん……」

（おかあさん……かすみが……？）

　母と離れた寂しさを埋めるために咲え茉まが選んだのが、四つ年上のお姉ちゃんである明あ日す羽はではなく年下の自分だったというのが、霞かすみには嬉うれしくもあり、むずがゆくもあった。

　寂しくない夜と穏やかな眠りを子供に与えるのが母親なら、寄り添って温ぬくもりを分け合い、歌で安らぎを届けることで、この夜だけでも霞は咲茉の母親となれるだろうか。

　同じく自分に子守唄を歌ってくれた、竜の「ししょう」へ想おもいを馳はせる。親がおらず、竜に育てられた霞にとっては、ししょうが母親のようなものだ。

　けれど、咲茉と同じように親元を離れたはずの夜なのに、霞は寂しくはなかった。

　どうしてだろう？　考えてみる。すぐにわかった。

「エマちゃんが、みんなが。いっしょだから」

　隣の寝顔を見つめて微笑ほほえむ。みんなが一緒だから、寂しくない。

「……おつきさま、キレイ」

　心地良い静寂に誘われて見上げた窓の外、青白い月が柔らかく輝いていた。月もまた、暗くて寂しい夜に優しい光を与えてくれる、みんなの母親だ。

　今よりもっと小さな頃、ししょうと見上げる月が好きだった。子守唄と月明かりで眠りにつく夜が好きだった。大人になったら、ししょうや月のようになりたかった。

「……さっき、エマちゃん、ありがとうっていってくれたけど。つきも、たいように、いつもありがとうっておもってるんだよ」

　霞にとって、咲茉は太陽だった。

　言葉が拙くて、誰ともうまく話せなくて、やがて落ちこぼれの烙らく印いんを押されて暗闇に放り出されてしまった弱虫を、眩まばゆく照らして、手を取って、光の下に連れ出してくれた。

　今ここに霞がいられるのは、全部、咲茉がいてくれたおかげなのだ。

「あのね、エマちゃん。かすみも、エマちゃんがすき。まぶしくて、かっこよくて、みんなとすぐなかよくなれて……かすみがおひめさまなら、エマちゃんは、おうじさま」

　でも、女の子だから、おうじさまはヘンかな？

「ししょうと、とらせんせい、いんちょうさん、あかねおねえちゃん……それに、アスハちゃん。みんなみんな、かすみのたいせつ。かすみは、みんなだいすき」

　でも、と。安らかな寝顔を見つめ、くすくすと微笑む。

「……エマちゃんは……かすみのとくべつ」

　布団の中、咲茉と手をつなぐ。ぽかぽかと日向ひなたのような温もりに、霞の瞼まぶたも重くなる。

「……おやすみ、なさい。エマちゃん……」

　明日、太陽が目を覚ましたら、いちばんにおはようを言える距離で、霞は目を閉じた。
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「ありがとネお医者サン。見ての通り、これじゃ他のお客サン入れなくて困ってるヨ～」

　あまり真剣に困ってなさそうな口調で『竜食堂　黄金のうろこ亭』店主が言った。

　野生の竜たちのために開放された、竜専用の食堂施設。賢い彼らは家畜や野生動物を襲うと人間に敵視されるとわかっているので、持ち前の生命力で空腹を凌ぐ。そんな竜たちに、多彩な調理技術や独自の味つけが詰まった美味しい料理を提供するのがこの食堂だ。

　その大きく開いた入り口を、さらに凌ぐ巨体の竜が横たわって塞いでいた。

「具合悪そうだし診てあげてほしいヨ。万が一悪化して、ガストでも出たら大変だヨ～」

「わかりましたっ！　あたしたちにまっかせて！」

　呑気な様子の店主をよそに、連絡を受けて駆けつけた若虎と咲茉たちの診察が始まる。

「食べ過ぎかな？　お腹痛い？」

　咲茉が巨竜の大きなおなかをさすりながら尋ねると、巨竜はウゥ～と苦しそうに唸る。それを聞いた咲茉は「違うのかぁ」と別の部位の触診を始めた。

「今のでわかるのは凄いですね……」

「ふふん、さすが咲茉ね！」

　何故か得意げな様子の明日羽。後方腕組み姉貴面だ。

「じゃ、頭痛い？」

　グワァ～と先程とは違う唸り声を上げた巨竜の口から、凄まじい臭気のガスが漏れた。

「……くちゃい……」

「ひょっと！　ふぉれ、ふぁだの飲み過ぎの二日酔いなんりゃないの!?」

　鼻をつまんで顔をしかめる明日羽だったが、ただの飲み過ぎと侮るべきではない。アルコールの大量分解で発生した有害物質の処理が追いついていない、立派な代謝不全だ。

「ア～、確かにそのお客サンお酒いっぱい飲んでたネ～……」

　アルコールを好んで飲む竜もいるという。基本的にはその危険性や中毒性を理解し適量を嗜むものだが、こちらの大いなる御仁はそういったタガが少々外れていると見えた。

「それじゃ、ずつーのお薬飲んでもらった方がいいのかな？」

「いいけど、基本的には薬だけじゃ治らないわ。痛みが和らぐだけ」

　咲茉の疑問に明日羽が応じる。自分が口を出すまでもなさそうだと若虎は微笑んだ。投薬の要否や療法の判断が的確かつ迅速に行えるのは、名医の資質であり明日羽の強みだ。

「もっと根本的には……店長さん、キッチン借りられるかしら？」

「ドウゾドウゾ～。従業員もコキ使って構わないヨ～」

　人間用の勝手口から厨房に入り、冷蔵庫や倉庫の中を確認した明日羽が鼻を鳴らす。

「卵にお米……野菜も一通り揃ってる。あ、貝類もあるじゃない。これなら……」

　続いて厨房に入った咲茉と霞に、明日羽が分担の指示を出す。

「霞、おみそ汁係お願いできるかしら。シジミやアサリのおみそ汁、得意よね」

「うん。ししょうの、だいこうぶつ……」

「はいはいはーいっ！　あたし味見係やりますっ！」

「お願い、咲茉。肝心の竜の口に合うかどうかは、咲茉の方がよくわかりそうだわ」

　目を輝かせて垂涎する咲茉の真意はそこにはなさそうだが、ともかくとして三人のチーム医療（お料理編）が開幕した。テキパキとした役割分担で次々に出来上がる料理に、竜用の味つけを教える従業員の皆さんもしきりに感心していた。

　そうして出来上がった料理は、アサリとシジミの味噌汁に、たまご粥、各種野菜のスープにうどん。どれも胃に優しく二日酔いによく効くとされるものばかりだった。

「あ！　そのスープ美味しいよね！　あたしも好き！」

　ブゴォ～と嬉しそうに寸胴鍋ごとトマトのスープを飲み干す巨竜。体調はすっかり良くなったようだが、今度はお腹が痛くなるまで食べてしまわないか心配になる勢いだ。

「明日羽さん、お疲れ様でした。あれだけのレシピ、よくご存知でしたね」

「ま、うちにも似たような中年がいるからね。二日酔いに効く料理なら慣れたもんよ」

　バグヒュン！と巨竜が大きなくしゃみをした。とぼけた顔で鼻をすすりながら次の寸胴に腕を伸ばす姿を見て、明日羽が愉快そうに笑う。

「ぷっ。あっはは！　ホント、誰かさんそっくりだわ」

　その誰かさんも、今頃どこかでくしゃみをしていそうだ。
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